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　そして、白はく銀ぎんの狼おおかみは消えた。







　夕焼けの中、たどり着いた名前も知らない街でのことだった。

　私は石いし畳だたみの歩道に立ち、周囲を眺めながら腰こしまである長い髪かみをかき上げた。吹く風が私を揺らしていた。黒で染め抜かれたセーラー服の裾すそを押さえ、風を防ぐように少し目を細める。

　旧ふるい、街だった。

　十二月が近付いている割に柔らかい風が吹いていた。

　風に乗り、旧い匂においが、街全体を流れていた。

　それを彩いろどるよう、道は石畳で覆われていて、建物はレンガや石でできていた。

　街を縦じゆう横おうに貫く川があり、川に沿って道があり、道に沿って街が広がっている。

　私とシロ――白はく銀ぎんの狼おおかみ――は南の端から街に入り、

　初めからいなかったかのようにシロはいなくなった。

「……シロ？」

　返事はなかった。

　腰こしまでの髪かみをかき上げ、黒い瞳ひとみで周囲を見渡す。

　石いし畳だたみの道と色とりどりのレンガの建物、それだけだった。

　私は手に持っていた小さな鞄かばんを足元に置いた。道中で手に入れたもので、簡単な着替えなどが入っている。

　腕を組み、シロを待った。

　ひょっこり、そのあたりの陰から現れるのではないかと少しだけ思っていた。

　しかし、シロは戻ってこなかった。

　代わりのように一人の女が姿を見せた。

　正面、夕日色の石畳を恐ろしく静かで機械的な足取りでこちらへと向かってくる。

　ふと、静けさに気付いた。

　風に乗って人々の喧けん騒そう、街の呼吸とでもいうべきものは確かに届いている。

　だが、この近くにだけは、人の気配がしなかった。

　ここだけがナイフで切り取られてしまったかのようだった。十メートルほど先で立ち止まった女からすら、人の気配は、しない。

「塚つか木ぎ咲さ希き」

　平板な声で女が私の名を呼んだ。

　完かん璧ぺきに教育されたメイドのように思えた。生きている人形のようにも思えた。

　あまりに静かで本当に生きているのか疑問を抱いてしまいそうだった。

　感情の見えない静物的な紫の瞳、アジサイに似た薄い紫の髪は私と同じくらいに長く、赤いリボンで髪の一房を括くくっていた。

　すらりとした体を包んでいるのはオークブラウンを基調にした品の良いブレザーと踝くるぶしまでのロングスカート、そして群ぐん青じよう色いろのネクタイ。

　十六、七か、私と同年代か、少し年上ぐらいだろう、無表情なため大人びて見える。

「ええ、その通りです」私は問いに答え、問い返す。「あなたは？」

　彼女は両の掌てのひらをへそのあたりに重ねて置き、丁寧に頭を下げる。

「夕ゆう凪なぎの名前は夕凪です、どうぞ、夕凪とお呼びください」

「わかりました、夕凪」

「では」平板な声、頭を下げたまま、夕凪がスカートの端を摘つまむ。

　指先で自身のスカートを弾はじいて持ち上げ、内側に手をいれ取り出したのは一丁の銃じゆう。

　それは世界で一番使われているアサルトライフルだった。

　ＡＫ47、通称、カラシニコフ。

　夕焼け色に染まったプラスチックの銃じゆうを両手で持ち、祈いのるように一瞬だけ目を閉じ顔の高さまで持ち上げる。

「試験？」

「十秒後、夕ゆう凪なぎは銃撃を開始します」

　私の疑問に答えず、一方的に告げ、一、二、とカウントダウンを始める。

「やれやれ、なんて茶番」

　私はぼやいた。そのぼやきに答えるように、あるいは戦いの予感に喜ぶように、肌はだの上を直接走るリボンのような黒い痣あざが一度、震えた。

「『弦げん月げつの影』よ！」

　痣の名を呼ぶ、痣が鞭むちに変わり本来の姿を取り戻す、黒いセーラー服の袖そで口ぐちから飛び出した鞭の柄えを掴つかみ一息に引き抜く。

　私の内に神の心しん臓ぞうが、狼おおかみの心臓が、激しく脈打ち血けつ流りゆうに乗せて力を注ぎこむ。

　熱い力の流れと裏腹に、私の心は凍りついた湖のように静せい謐ひつだった。

　互いに、武器を手に対たい峙じし、

「十秒、経過しました」



    

  
    
      



    

  
    
      　宣言どおり夕ゆう凪なぎが引き金を引いた。

　フルオートで発射される無数の弾だん丸がん、連続する同数の銃じゆう声せいと瀟しよう洒しやな街の雰ふん囲い気きに似合わぬ硝しよう煙えんの香り。

　火薬で加速した弾丸は十メートルの距きよ離りを一瞬で埋める。

　その一瞬で私は足元の鞄かばんを空高く蹴けり上げた。

　くるくると回転しながら宙を舞い、銃撃のラインから外れる鞄。

　飛来する弾丸、一つ一つの軌き道どうを私の目は見ていた。

　あくまで静せい謐ひつに、私は動作する。

　恐怖など、ここにはない。

　たとえば渦巻く風に比べ、たとえば蠢うごめく影に比べ、たとえば燃えるナイフに比べて、

　なんて、可愛らしいのか。

「逆に言いましょう。あなた、遊び相手としては不合格です」

　私はごく無む造ぞう作さに『弦げん月げつの影』を振るった。

　生きた蛇のごとくに黒い鞭むちは銃弾のことごとくを打ち落とし、夕凪はなおも引き金を引き続ける。

　一分か、二分か、それとも数十秒だったか、『弦月の影』は銃弾の嵐を正面から制圧し、カラシニコフを叩たたき落とす。

　拾おうと夕凪が身を屈かがめる。カラシニコフの上に鞄が落ちる。夕凪の動きが止まる。

　石いし畳だたみの上を打ち落とされた銃弾がいくつも転がっていた。夕焼けの光を反射して鈍く光っていた。

「そこまでにしなさい」

　私が言うと、夕凪は体を起こし、無表情に頷うなずき、機械のように正せい確かくな四十五度で頭を下げた。

「夕凪は塚つか木ぎ咲さ希きに謝罪をします。失礼をいたしました、お許しください」

　短く、冷たく、私は答える。

「お断りです」

　夕凪の返事を待たず再び『弦月の影』を振るい、その首くび筋すじを絡めとり、そのまま砕くだく。

　陶とう器きを砕くような軽い感触だった。

　夕凪は呻うめき声ごえ一つ発せず頭を下げたまま前のめりに倒れ、石畳の上で動かなくなった。

　血ちの一滴も流れはしなかった。マリオネットの糸が切れてしまったような、そんな終わり方だった。

　骸むくろを一いち瞥べつする、

　陶器のような、ではなく、文字通り、陶器の人形へと変わっていく骸。

　身代わりか、操り人形か、

　どちらにせよそれは、人じん外がいの業わざ。

　魔法――

「さて、私は合格ですか？」

　私は背後に向かって問い、『弦げん月げつの影』を皮ひ膚ふの上に戻して鞄かばんを拾う。

　人形を連想させる平板な声は答えた。

「はい、充分すぎるほどに合格であると夕ゆう凪なぎは告げます」

　私は首だけで振り返る。

　そこには夕凪がいた。

　アジサイ色の髪かみ、アメジストの目、品の良いオークブラウンのブレザー、細い顎あご、全て、石いし畳だたみの上に落ちている骸むくろ――残ざん骸がいがとっていた姿と同じだ。

「夕凪は塚つか木ぎ咲さ希きに対して取引を申し込みたいと思っています。この取引は双方にとって益えきのあるものだとあらかじめ宣言します」

「益？」

「塚木咲希の連れである、白はく銀ぎんの狼おおかみについてです」

　やはり、というべきか、シロの消失に多少なりとも夕凪は関係しているようだった。

　私は髪をかき上げ、体ごと彼女に向き直る。

「聞きましょう」

　夕凪は言った。

「主ぬしの殺害を、夕凪が塚木咲希に依頼します」

「詳しい説明をしてください。判断はその後です」

「塚木咲希がそう告げるであろうことを夕凪は確信していました」

　その言葉が真実か否いなか、それはわからない。

　真実ならば、彼女は私をよく知っている、ということになる。

　偽りならば、ただのはったりだ、それでいい。

　奇妙な女だ。きっと、皮の内側には血ち肉にくの代わりに螺ね子じと発条ぜんまいがあるのだろう。

「まずは、夕凪の主にお会いしていただきたいと思います」

「そいつもあなたと同じ顔をしている、なんてことはないでしょうね」

「いいえ」夕凪が首を振る。「夕凪など比べ物にならないほど可か憐れんなお方です」

　褒ほめているのか、皮肉なのか、言葉からはまったく判断ができなかった。

　もっとも、夕凪と比べれば大たい概がいの女性は可憐の範はん疇ちゆうに入るだろう。大だい理り石せきの彫像に端たん整せいの形容は使えても可憐という形容は使えないのと同じ理由だ。

「どうぞ、こちらへ」

　夕凪が私を先せん導どうするように街へと向けて歩き出す。

　一房だけ赤いリボンで括くくった紫の髪を揺らしもせず歩く夕凪、その姿を追って私は石いし畳だたみの道を歩き始めた。

　いつもの習慣で隣を歩く白はく銀ぎんの狼おおかみを探してしまったが、いるわけはなかった。

　消えてしまったのだ。

　私は何かを話しかけようとして、止やめた。

　話すべきことが思いつかなかった。問うべきことすら思いつかなかった。



    

  
    
      


　一章　彼女に最適な場所





　テーマパークのような街だと、鞄かばんを手に川沿いの歩道を歩きながら思った。

　石いし畳だたみの道にランプ型の街灯、この国ではあまりない石造りの建物に残る瀟しよう洒しやな、旧ふるい匂においがそう思わせたのだろう。

　左手側にある転落防止用の手すりには菖蒲あやめの飾りが彫り込まれており、それがまた石畳の雰ふん囲い気きとよく似合っていた。

　もっとも、それ以外は、普通の街と同じだ。

　車道を走る車の数は少ないが、それらは全て他ほかの街でも見る当たり前のワゴン車や軽自動車などだし、道行く人々の服装も見慣れたもので、馬車が走っているわけでもなければ和装の人間がいるわけでもない。

　自動ドアなども普通に使われている。

　今のところは見当たらないが、ひょっとしたらどこかにコンビニエンスストアなんかもあるのかもしれない。

　そのうち、橋が見えた。

　二車線で、三、四十メートルほどか。

　本来なら白いはずの橋は夕暮れに染まり紅色に輝いていた。やはり石製で四本の脚あしが橋を支えている。

　古びた雰ふん囲い気きをかもし出しているが、それはむしろ歴史に耐えた頑がん丈じようさを証明しているようにも思えた。

「あの橋が街の中心になります」

　一歩先を進む夕ゆう凪なぎが、振り返りもせずに説明した。

　彼女によると、この街は東西に長く南北に短い造りになっているそうだ。

　さしずめ、この橋は東西を分ける境界線か。

「そういえば、他ほかに橋を見ませんでしたね」

「あれ一つだけだと夕凪は告げます」

「……それはさすがに不便では？」

「そうでもありません。夕凪の経験からくる知識によると大たい概がいの用事は西側でも東側でもすませることが可能です」

　その心底回りくどい喋しやべり方だけはどうにかならないのだろうか。

「つまり、川を挟んで街が二つあると思えばいいわけですね」

「その判断は間違いではありません。これから夕凪と塚つか木ぎ咲さ希きが向かうのは西側の外れです」

「そこにあなたの主ぬしがいる、と」

　夕凪は視線を僅わずかに動かし、道路向こうにある尖とがった屋根の建物を見る。

　正しくは、その尖った屋根の少し下にあった時計を見た。

　十六時の五分手前だった。

「はい、この時間なら、まだおられるでしょう」

　歩くと結構な時間がかかってしまうそうなので、私たちはバスに乗った。

　外見だけは街に合わせて路面電車のように形作っているが、中身はただのバスだ。

　橋の傍そばにある停留所から乗り込み、しばし、エンジンの振動に揺られた。

　西側の終点が近付くと、夕凪が停車のボタンを押した。

『学園前停留所』それが終点の名前だった。

　バスを降り、再び、彼女に先せん導どうされて学園の中に入る。

　広い正門の前には門もん衛えいらしき初老の男性が立っていたが、黒いセーラー服を着ている私を見ても軽く頭を下げただけで何も言わなかった。

　短い遊歩道があり、その周囲には創立者らしき男性の銅像と日当たりのよさそうな芝生、数個のベンチなどが並んでいて、何人かの生徒の姿も見えた。

　皆、制服と同じぐらいに品の良さそうな女の子で、ある者は読書を、ある者はお喋しやべりを、と、思い思い夕焼けの中で楽しんでいるようだった。

　遊歩道の先には白いコの字型の校舎がある。三階建てで、校舎と呼ぶよりは大きな屋敷、と形容した方がいい洒落しやれた造りだ。

　屋敷としては大きいが校舎としては小さい。雰ふん囲い気きとしては上流階級の集うサロン、といったところか。

　いわゆるお嬢さま学校、というやつなのだろう。

　私は説明を求め、夕ゆう凪なぎの横顔を見た。

　端たん整せいで、表情がない、人形のように綺き麗れいな顔。

「なにか」前を向いたまま彼女は答える。「夕凪の顔についていますか」

「いいえ、なんでもありません」

「でしたら――」不意に、夕凪が顔を寄せた。

　それすらも機械のように規則正しい夕凪の呼吸、じっと、覗のぞき込むような紫の眼まな差ざしは硝子球がらすだまのように私の姿を映し込む。

　少しだけ歪いびつな私の姿。黒に混ざる紫。染まりきらない色と色。

「どうかしましたか」

「いいえ」機械的な滑らかさで夕凪の唇くちびるが動く。「夕凪はただ塚つか木ぎ咲さ希きはほとんど表情を変えないことに気がついただけです」

「……お互い様でしょう」

　呆あきれを混ぜた声で呟き、私は小さく肩かたをすくめた。



　校舎へと入り、彼女は上履きに、私は来客用のスリッパにはきかえた。

　夕焼けの光が差し込む廊下を歩くが、ほとんどすれ違う人影はなかった。

　数少ない人影は夕凪と同じくオークブラウンのブレザーを着た少女たちで、みな一様におっとりとした雰囲気をしていた。

「ごきげんよう」すれ違う少女たちの礼儀正しい挨あい拶さつ。

「ごきげんよう」私もまた、礼儀正しく、挨拶を返す。

　正直な話、むずがゆく、肌はだに合いそうにはなかった。

　一階の端にある学生食堂で夕凪は足を止めた。

　開放された両開きの扉から見えるのは学生食堂、というよりは喫きつ茶さ室しつだった。

　五、六人用の丸テーブルが並び、その上にテーブルクロスが敷かれていた。

　磨き上げた木材の持つ深い色を生かす、シンプルだが上品なテーブルと椅い子す。ほんの僅わずかな紅茶の匂におい。

　利用客は一人しかいなかった。

　他ほかの大勢と同じくオークブラウンのブレザーに身を包んだ小柄な少女で、私より少し年下に見えた。

　くすんだ銀色の髪かみをおかっぱの形に切り揃そろえ、エメラルドグリーンの瞳ひとみに退屈そうな光を宿し、何をするでもなくテーブルに両りよう肘ひじをつき、天井を眺めていた。

　彼女は車くるま椅い子すに座っていた。

　少し力を入れたら折れてしまいそうな細い足だった。

「音おと亜あさま」夕ゆう凪なぎが出入り口で声をかけ、頭を下げた。

　車椅子の少女――音亜は――夕凪の方を見ようともせずに気けだるげな仕し草ぐさで口を開く。

「遅かったのね、夕凪。随分待ったわ、退屈のあまり死んでしまいそうよ」

「申し訳ありません」頭を下げたまま夕凪が言う。

「ん、まあ、いいわよ。どうだって」

　本当にどうでもよさそうに答え、彼女はようやっと視線をこちらに向けた。

「あら、そちらのお方は？」

　私は鞄かばんを置き、腕を組んで扉に背中を預けた。

　そのまま、口を挟まず二人のやり取りを眺める。

「はい」夕凪が頭を上げ、左手で私を指し示す。「転校生の方です。名前は塚つか木ぎ咲さ希き」

　初耳だった。私は夕凪に目線をやるが、当の夕凪は音亜しか見ていない。

「転校生！」

　緑の瞳が急速に輝きを増す。

　新しい玩具おもちやに目をつけた子どもの輝きだった。

「それってとっても素す敵てきだわ」両手を合わせて頬ほおに添えて少し首を傾かしげた、甘ったるい砂さ糖とう菓が子しのような、はしゃいだ声。「ねえ、こっちに来て、お話をしましょう」

　きらきらと光る大きな目に浮かぶ音亜の喜き悦えつ。

「ねえ、早く。わたし、人の話を聞くのが大好きなの」

　放ほうっておいたらケーキと紅茶を用意してお茶会でも開いてしまいそうだった。彼女の周りだけが少女趣味の世界でできているようだった。

　私はそれに付き合うべきなのか、無視するべきなのか。

　感情的には後者を選びたかった。

　論理的には判断する理由を持っていなかった。

　夕凪を見る。彼女が一瞬だけ私を見て合図する。私は頷うなずき、扉に預ける体重を増やして目線を伏せた。

「音亜さま」夕凪が淡たん々たんと告げる。「塚木咲希はこれから転校の手続きに向かわねばなりません」

「あら、そうなの」

　退屈と不満に塗ぬり変わる表情、ケーキを取り上げられた子どもそのままの顔、ちょっと苛いら立だったように指先でテーブルを突く。

「仕方ないわね。またの機会にするわ」

「はい、夕ゆう凪なぎもそれがよろしいかと思います」

　夕凪が告げ、私が続ける。

「そういうことらしいですね」

　扉から背中を浮かし、組んだ腕を解いて胸きよう中ちゆうで溜ため息いきを吐ついた。

　どうにも、面倒なことになりそうなことを予感……ほとんど確信していた。

　頭を上げる夕凪、背中を向けて学生食堂から立ち去ろうとする。

「塚つか木ぎ咲さ希きさん」続いて背を向けかけた私にかかる音おと亜あの声。

「あなたのことはなんとお呼びすればいいのかしら。塚木さん？　咲希？　さっちゃんというのも素す敵てきかしら」

　さっちゃん、か。少し昔のことを思い出して、私は首を振った。

　長い髪かみが流れるように揺れ、ほんの一瞬、空に曲線を描く。

「咲希、で、私はその呼ばれ方が一番好きです」

「なら、咲希。うん、確かにあなたにぴったりね。鋭くて、冷たい感じがするわ。冬の朝みたい」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうですか」

「わたしのことは音おと亜あで結構よ」

「わかりました、では音亜、さようなら」

「ええ、また次の機会にお話をしましょう」

　ひらひらと彼女が手を振った。

　私は少し迷い、目礼だけして背を向けた。

　くすくす、と笑う音亜の声を背中で聞きながら、夕ゆう凪なぎと共に歩き出した。

　学生食堂から離れ、廊下を渡り、昇降口に差しかかった頃、前を歩く夕凪は足を止め、くるりと振り返る。紫の髪かみが夕焼けの光を浴びて影を落とす。

　影の中にぼうっと浮かぶ、白い顔。

「音亜さまを、殺せますか」

　無表情な人形が――夕凪が告げた。

　それは質問というより確認だった。学園に案内され、真っ先に引き合わされたのが彼女であるという段階でそう問われることは予想できていた。

　私は彼女の顔を見る、濃密な紫の瞳ひとみを覗のぞき込む、夕凪は口を閉ざし、答えを待つ。

　似ているな、と思った、私に。

「必要とあれば誰だれであれ」

　目を閉じて答え、すぐに目を開ける。

　夕凪の表情は変わらない。

「夕凪はその回答をもっとも好みます。塚つか木ぎ咲さ希きという人間をもっとも端的にあらわしている回答であると判断します」

　皮肉であるようで、皮肉ではない答え。

「一つ質問です。彼女――音亜とシロ、なんの関係があるんですか」

「それに関して夕凪は明確な回答を所持していません。一番近い回答を提てい示じするならば、音亜さまの元に白はく銀ぎんの狼おおかみは囚とらわれている、というものですが、それは正解ではなくむしろ間違いと呼んで構いません」

　謎なぞ掛かけのような答えだった。

「わかりました、勝手に調べましょう」

　私には音亜と白銀の狼が繋つながる線が見えなかった。白銀の狼の正体にまで踏み込んでも音亜に――ただの人間に繋がるとは思えなかった。

　夕凪の言葉を信じる、というのもまた、楽観が過ぎる話だ。

　信頼という意味において、両者は等価だ。

「夕凪はそれを推すい奨しようします。塚木咲希と良好な関係を築くことを希望します」

「必要とあれば」私は口元を歪ゆがめて笑う。

　冷たく残ざん酷こくな、飢えに満ちた笑顔。

　敵に向ける笑顔。

　夕ゆう凪なぎが一歩、後ろに下がった。

　無意識的な動きのようだった。自分でも下がったことに気がついていないようだった。

　逆に、私は一歩踏み込んで、彼女の頬ほおを左手でなぞった。

　顔を近付けて、そっと、囁ささやく。

「仲良くしましょう。私は白はく銀ぎんの狼おおかみを取り戻すために、あなたは音おと亜あを殺すために」

「夕凪は」それでも、人形は表情を変えぬままに呟く。「今、この瞬間にでも塚つか木ぎ咲さ希きを殺してしまうべきではないのかと思いました」

　声にはほんの僅わずか、砂粒のような恐怖が表出していた。

　私は微笑を崩さず頬に当てた手を下ろしていく。

　首くび筋すじを通り肩かたをなぞり、胸に触れて腰こしを過ぎ、ロングスカートに包まれた柔らかな脚あしで止める。

「銃じゆうを抜くよりも、私が動く方が速いですよ」

　スカートの裏地に隠されたカラシニコフを柔く撫なでて、囁いた。

　夕凪の沈黙、私は笑みを消す。

「冗談ですよ、冗談です。あなたがあんまりにも表情を変えないから少しからかってみただけです」

「……夕凪は、」

　言葉はそれ以上出てこなかった。

　それでも、彼女は表情を変えなかった。



　学園長室、そして事務室に向かい、夕凪は本当に私の転校手続きをした。

　しかも、それはあっさり受理された。何がどうなっているのか理解できなかった。

「音亜さまの名前を出しました」

　何の説明にもなっていなかったが、私は深く考えるのはやめ、受け入れることにした。

　寮りようの使用許可も一緒に出たのだ。

　少々不便な位置にあるが滞在がいつまで続くかわからない以上、どのみち寝ね床どこの確保は必要だった。

　本来なら寮生は一同揃そろって学生食堂で夕食をとるそうだが、生憎あいにくと私は不参加だ。

　その理由というのが笑える話で、

　今日の夕食がきちんとしたコース料理のため、人数分しか用意されていない。

　だ、そうだ。

　頻ひん繁ぱんにというわけでもないが、稀まれにというほど珍しいわけでもない頻ひん度どでそんなことがあるとは夕ゆう凪なぎの説明だ。

　いったい、どこの異世界に紛れ込めばそんなことが起こりえるのだろうか。

「マナー教育の一環である、と夕凪は認知しています」

　笑わせてくれる。マナー教育、マナー教育、なんて冗談。

「呆あきれた話ですね」

　もはや何も言う気になれなかった。

　私はさっさと寮りように引き上げ、夕凪が気を利かせて差し入れてくれたパンを食べ、水を飲んだ。それで充分だった。



　寮は敷地の端にあった。白い二階建てで、両開きの扉があり、大きな窓があった。

　小さな教会、十字架があれば、そう思っただろう。

　入ってすぐにあるロビー、浴場と簡単な炊事場などの生活スペースを除いて、収容人数は二十人程度だ。

　私の部屋は二階の一番奥にあった。

　個人部屋で学習机をはじめとした一通りの家具は既に備えつけられていた。

　どれも木もく製せいで、丁寧にニスが塗ぬっておりあと百年ぐらいはもちそうだった。

　窓の下にあるベッドがやや埃ほこり臭いことを除けば、いい部屋だった。

　私は鞄かばんを机の上に置き、セーラー服のままベッドの上に寝転んで天井を見上げた。

　蛍けい光こう灯とうの光があった。それだけだった。

「一つ、シロが消えた」

　光に向けて呟き、心の中で一つ指を折る。

「一つ、音おと亜あの殺害を依頼された」

　目を細め二本目の指を折る。

「一つ、私は夕凪の思おも惑わくに乗ってこんな場所にいる」

　閉じる目ま蓋ぶた、消える光、心の中で折った指を放ほう棄きする。

「結論、私は何一つわかっていないまま舞台に上げられ踊っている」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに口元を歪ゆがめた。

　窓の外では、ようやく夕焼けが消えようとしていた。

　燃えるような夕焼けに、私は隻せき眼がんの少女のことを思い出した。



　消灯は二十一時だった。大部分の生徒は律りち儀ぎにそれを守っているようで、二十一時を境に急に寮は静まり返った。

　しかし、大部分というのは当然例外もいる。

　私の部屋がノックされたのは二十一時十八分のことだった。

　入浴を終えて、浴衣に着替えた。黒に近い青色をした無地の浴衣だ。既き製せい品ひんの安物だったがそれなりに気に入っていた。

　このあたりを調べるか、今日は眠ってしまうか、考えていたところでのノックだった。

「開いてますよ」舎監でもやってきたのかと思いながら呟いてベッドから身を起こした。

　一拍の間の後で開いたドア、聞こえた言葉、

「こんばんは、咲さ希き。『またの機会』にお会いしましたわね」

　悪戯いたずら猫のように微笑ほほえむ音おと亜あと、彼女の車くるま椅い子すを押す人形のような夕ゆう凪なぎだった。服装こそブレザーのままだが二人とも入浴後なのだろう、微かすかに甘い石せつ鹸けんの匂においがした。

　目礼する夕凪、私は小さく肩かたをすくめる。

　夕凪が車椅子を押して部屋に入り、音もなくドアを閉める。

　ベッドの上に座ったままの私、二人が目の前まで来る。

　私がさして驚かなかったことが不満なのか、音亜が少し不ふ機き嫌げんそうに口を開く。

「邪じや魔まだったかしら」

「はい」私が答えた。

　音亜は口を引き結び、顔をますます険しくする。険しくしてはいるが、はっきり言って子猫の威い嚇かく以上のものには見えなかった。

「音亜さま」夕凪が口を挟んだ。「お茶はどういたしましょう」

「頂ちよう戴だい、砂糖をたっぷりでね」不機嫌そうなまま音亜が答える。

「はい、いつもどおりですね」

　答えて、夕凪がティーポットと紅茶の缶、二人分のカップにソーサーを取り出した。

　ロングスカートの中から、だ。

「……まるで手品ですね」

　カラシニコフが出る時点でなんでもありなのだろうが、それにしたってどういう具合に収納しているのやら。

「夕凪は否定します。手品ではありません、ちょっとしたコツのようなものです。塚つか木ぎ咲希が希望するならばそれを教えることすら可能です」

「不可能にしておいてください」

　面白そうではあったが、使い道はない。

　必要以上を持ち歩くのは趣味でもない。

「夕凪は理解しました」

　軽く頭を下げ、ティーポットを手に夕凪が部屋を出る。

　お湯を探しにいったのだろう。後には私と音亜が残された。二人とも黙っていた。

　音亜の機嫌はまだ直っていなかった。

　何十秒かして、不機嫌そうなまま音亜が口を開く。

「咲さ希きは恋人っているの」

「いません」

　結婚はしている、白はく銀ぎんの狼おおかみと。

「わたしもいないわ」

「それがどうかしましたか」

「別に」ふん、と音おと亜あが鼻を鳴らして顔を背ける。くすんだ銀の髪かみが風を受けた草原のように流れ、室内の灯あかりに照らされ淡あわく光る。

　高こう貴きで、驕きよう慢まんな猫のように見える。非常に、そう、彼女は猫的なのだと今更思う。

「聞いてみただけ。だってわたしはお話をしに来たんですもの」

　でも、と彼女が続けた。

「咲希はわたしとお話がしたくないみたいだわ」

「自分のことを語るのは好みません」

　一瞬目を閉じて、髪をかき上げる。

　語るべきことなど、私にはない。

「退屈だわ。本当に退屈」拗すねた子どもの声。「いいじゃないの、少しくらい相手をしてくれたって」

　苛いら立だったように自分の腿ももを指先で突いた。

　腿の先には脚あしがある。

　動かない、音亜の脚がある。

「私は面白い人生を送っているわけでもありません、聞いたところで退屈です」

「あら、この世に面白くない人生ってあるのかしら？」

　少し、彼女は機嫌を直したようだった。

　また浮かぶ、悪戯いたずら猫の笑み。

　何かを思いついたのか、エメラルドの瞳ひとみはきらきらと輝いてた。

「わたしから見れば、全て物事はそれが未知であるという理由だけで面白いものよ。その好こう悪おや優ゆう劣れつ、意味無意味はまったくの別として」

「どうやら、その点で私たちの意見が一致する可能性は少ないようですね」

　私は口元だけに笑みを浮かべる。

　笑わない瞳。音亜の無む邪じや気きなそれと比べ、どうしようもないほどに冷ややかで静かなものだった。

「……わお」大きな目をもっと大きくして音亜が呟く。「咲希はもっと笑っているほうがいいわよ、普段の顔も素す敵てきだけれど笑った顔はもっと綺き麗れいだわ」

「そうですか」私は笑みを消す。

　少し残念そうで、それ以上に面白がっているような音亜。

「どうしましょう。わたし、本気であなたのことが知りたい」

　そう言って、彼女はブレザーのポケットに手を入れた。

　取り出したのはトランプの束。

「ゲームをしましょうよ」

　くすくすと言葉に混ざる笑い声。

「勝者が敗者に命令を一つ、わたしの命令は咲さ希きが自分のことを話すこと」

　私は溜ため息いきを吐ついて首を振り、長い髪かみをかき上げる。

　言うまでもなく、私の命令はさっさと帰れ、だ。

「いいでしょう、ゲームの種類は」

「シンプルにいきましょう」

　音おと亜あは慣れた手つきでトランプをシャッフルし、私の前に差し出す。

「カットをお願い」

　私は上から三分の一ほどの場所でカットし、それを山札の下に入れる。

「この一番上のカードが七より大きいか、それとも小さいかの一発勝負。七だった場合に限ってやり直し、どうかしら、このルールで」

　なるほど、簡単なルールだ。悪くない、一瞬で勝負がつくところが特に悪くない。

「わかりました。選択権はどちらに？」

「当然、咲希にあるわ。ゲームを仕掛けた側が選んでは不公平ですもの」

　杯はいのように、彼女はトランプを掲げて口を開く。

「さあ」挑発的に輝く、緑の瞳ひとみ。「選んで」

「上」

　間髪いれずに答えた。

　虚きよをつかれたような音亜、ちょっと驚いた顔で一番上のカードに触れ、その一枚を表に返した。

　ハートのエース。

　私の負けだった。

「凄すごいのね」感心したような声、ハートのエースがなにか偉大なものであるかのような眼まな差ざしを向ける。「あなた、迷わない人だわ」

「何の話です？」

「ゲームの話」

　軽くハートのエースを振り、それを山に戻す。

「上か下か、全然迷わなかったわ」

「迷ってどうするんです」私は首を傾かしげる。「どれだけ才があろうと二度に一度は負ける、ゲームなんてそんなものです」

「普通は迷うものよ」

　同時に、再びドアがノックされ、柔らかな紅茶の香りとともに夕ゆう凪なぎが戻ってきた。

「お待たせしました」

　言って、ポットからカップに紅茶を注ぎ、ベッド脇わきのサイドテーブルに置く。

「ありがとう、夕凪、もういいわ」

「……音おと亜あさま？」淡たん々たんとした態度の中に僅わずかな疑念を込めて夕凪が呟く。

「もういいわ、帰って休みなさい。わたしはここに泊まるわ」

　夕凪を見もせず、サイドテーブルの紅茶を手に取り、一口飲んだ。

　夕凪は動かなかった。静かな目で私を見た。私は首を振った。

　音亜の考えていることなど、私に理解できるはずもなかった。

　そもそも、夕凪に理解できないなら私にできるわけがない。

「夕凪」どこか冷たい音亜の声が響く。「もういい、とわたしは言ったわよ」

「はい」

　ゆっくりと夕凪が頭を下げる。

「では、失礼いたします」

　夕凪は部屋を出た。何も言わなかったし、表情一つ変えなかった。

　心なしかその背中が弱く見えたのは、気のせいだったのかもしれない。

「咲さ希きは紅茶嫌いかしら？」

　夕凪がいなくなり、何事もなかったかのように、明るい声で音亜が問うた。

「比較的に」また、昔のことを思い出す。

　湯気の立ち昇る紅茶を手に取り、微かすかな甘い香りを吸い込む。

　紅茶に映る私の顔。

　表情がなく、白く、冷たく、人形のようだったが、夕凪には似ていなかった。

「きっと好きになるわ、夕凪の紅茶はとても美お味いしいの」

　無む邪じや気きに音亜は告げる。

「本人に言ってあげたら喜ぶでしょうね」

「喜ぶかしら？」一度紅茶を置いて、首を傾かしげた。

「多分、です」

「それなら言ってみても悪くはないかもしれないわ」

　私は紅茶を飲み干し、ソーサーの上にカップを戻す。

「さて、何を話しましょうか」

　再び紅茶に手を伸ばしかけていた音亜の動きが止まった。

　顔は下を向いていて、ベッドに腰こし掛かけている私には見えなかった。

「咲希は……夕凪が好きなのかしら？」

「別に嫌いではありません」

　そして、好きでもない。強いて言うならば、疑わしい。

「そうなんだ。廊下で抱き合ってたから何かと思ってしまったわ」

　少し考えて、それが、夕暮れの校舎での話なのだと理解した。

　抱き合っていたわけではない、ただ、彼女にはそう見えた、それだけの話だ。

　短い沈黙、顔を伏せたまま微動だにしない音おと亜あ、私は窓の外を見た。

　暗い夜が広がっていた。音も光も、全て吸い込んでしまいそうな夜だった。

　それは、深い森を思わせる闇やみだった。

「わたしは、あんなふうに抱き合うことすらできない」

　窓ガラスに動かない脚あしを撫なでる音亜の姿が映っていた。

「それで」私はもう一度彼女に聞いた。「何の話をしましょう」

「なんでもいいわ」

　音亜が答えた。

「咲さ希きのことなら、なんでも」

　私は、狼おおかみと、森の話をした。暗く深い森の話をした。

　音亜が眠るまで、紅茶が冷めて苦くなってしまうまで、私は話し続けた。

　そう、長い時間ではなかった。



　音亜が眠ると、私はドアの横に立ち、壁にもたれて後ろ手でドアを叩たたいた。

　内側からのノック、外側から開くドア、姿を見せる夕ゆう凪なぎ。

「聞いてました？」

「いいえ」夕凪が首を振る。「何も聞きませんでした」

「そうですか」

　それ以上、私は何も言わず、顎あごの先でベッドに眠る音亜を指した。

　眠る音亜を車くるま椅い子すに乗せ、夕凪は帰っていった。

　夕凪――表情のない顔、表情のない声、表情のないその存在。

　動く人形。

　私は鞄かばんから櫛くしを取り出し、髪かみを梳すいた。

　眠くなるまで、そうしていた。



　成り行きで転校したものの、授業に出るつもりは塵ちりほどもなかった。

　早朝、さっさと学園を出て街でシロを捜そうと思っていた。

　そのつもりで、制服に着替え、寮りようの部屋を出たところに、つい数時間前に見たばかりの顔があった。

「……あなた、音おと亜あを連れて帰ったんじゃないんですか」

「はい」夕ゆう凪なぎが無表情に頷うなずく。「しかし、塚つか木ぎ咲さ希きを放置しておいた場合、かなりの高確率で単独行動に走るだろうと夕凪は予想していました」

「私を学園に連れていくつもりなんですか」

「夕凪は肯定します」

　そのためにわざわざ待ち伏せしていたとしたら、かなりの暇人だ。

　因ちなみに、始業までは一時間近くある。

　果たして、いつから待っていたのやら。

「どうして？」

「折せつ角かく転校したのですから、授業を受けてみるのも悪くはないかと夕凪は考えます」

「あなたが転校させたんでしょう！　しかも勝手に！」

　思わず叫ぶが、夕凪は無表情を崩さない。

「深く考えてはいけない、と夕凪は進言します。束つかの間まの休息を享きよう受じゆするのは罪悪ではありません」

「本音は？」

「音亜さまが塚木咲希と授業を受けることを楽しみにしています」

「わざわざ、そんなことのために待ち伏せをしていたわけですか」

「夕凪には音亜さまの楽しみを奪うようなことはできません」

　その言葉に、私は違い和わ感かんを覚える。

「音亜さまさえ笑っていられるのならば、夕凪はそれでいいのです」

　ではなぜ、あなたは音亜の殺害を私に頼んだんですか？

「……あなた、なかなかいい性格してますね」

　溜ため息いきを一つ、首を振って髪かみをかき上げる。

「お褒ほめにあずかり光こう栄えいです」

「褒めてません」

「それは失礼しました」

　夕凪が軽く頭を下げ、上げ、

　私は貫手で夕凪の目を突いた。

　睫まつ毛げに触れる爪つめの先、眼球の手前で指が止まる。

　銃じゆう口こうが私の顎あごに触れていた。

　速い。

　いつ銃を抜いたのか見えなかった。

　街の入り口でやり合ったときとは比べ物にならない。

　そして、これすらまだ、全力ではないのだろう。

「なるほど、ただの木で偶く人にん形ぎようとは違うようですね」

「肯定します。客観的に見て夕ゆう凪なぎのスペックは優秀です」

　その言い草が、少し、おかしかった。

「わかりました、しばらく付き合ってあげましょう」

　どのみち、学園にも探りを入れるつもりだった。

　彼女は銃じゆうを、私は貫手を、それぞれに下ろす。

「夕凪は感謝します」

　深く、頭を下げ、彼女は背を向ける。

　用事は済んだ、そういうことなのだろう。

「どこへ？」

「そろそろ、音おと亜あさまの朝食が終わる頃です」

　背中を向けたまま告げ、アジサイ色の髪かみを揺らしもせず、静かに歩き出す。

　私は赤いリボンがアクセントになったその髪を少し眺め部屋へと戻った。

　教科書、ノートはともかく、筆記用具ぐらいは用意しておくべきだろう。

　部屋の中、カーテンの開いた窓、差し込む朝あさ陽ひ。

　眩まぶしいほどの光がベッドに落ちて、シーツをきらきらと光らせていた。

　流れ込む朝の冴さえた空気は爽さわやかで、学園に行くのも悪くはないのではないかと思わせた。

　それがただの錯覚だと私にはわかっていた。

　ここでも、私は異い邦ほう人じんだ。

　何も変わりはしない。



　そして私は、二度目の学園生活を送ることになる。



「塚つか木ぎ咲さ希きです、よろしくお願いします」

　老いた教師に促され、壇だん上じようでのお決まりの挨あい拶さつ、古びた緑の黒板に書かれた名前、二十七人のクラス、夕凪と音亜とクラスメイトたち。

　閉まった窓、揺れないカーテン、柔らかい日差し、素す敵てきな一日が始まるのだと予言するようだった。

　そつなく、挨拶をこなし、席に着く。用意されたのは最後列の窓側の席だった。

　いくつかの連絡事項を告げ、老教師の姿が消えると、隣の席の少女が声をかけてきた。

「はじめまして、塚木さん。それとも咲希さん？」

「咲希で」

「そう、咲希さん。希のぞみが咲く、ね、とてもいい名前」

　柔らかく、彼女は微笑ほほえんだ。短い髪かみの少女で、フレームが綺き麗れいなパールホワイトの眼鏡めがねをかけていた。

　彼女の少し潤うるんだ目に、よく似合う眼鏡だった。眼鏡にあつらえて顔を設計したようでさえあった。

「わたしは峰みね岸ぎし」と、彼女も名乗る。「クラス委員をしているから、わからないことがあったらなんでも聞いてね」

　差し出される手。私はちらと、眺めて軽く握る。

「わかりました、こちらこそよろしく委員長」

　握った手を軽く揺らしながら、委員長は笑みに少しばかりの困こん惑わくを混ぜる。

「クラス委員っていうだけで別に委員長でもなんでもないんだけどね。どうしてかみんなそう呼ぶの、不ふ思し議ぎね」

　……言われれば、そうだ。

「多分、委員、では呼びづらいからではないでしょうか」

「そうねえ、それにほら、あなたって委員長っぽいのよ」と、もう一つ向こうの席からソバージュの背の高い少女が言い、言葉が連鎖する。

「ええ、本当に。今は短くしてるけど昔は三つ編みにしていて、とても委員長だったわ」

「まさしく生まれながらの委員長ね」

「そして永遠に委員長、卒業しても委員長、結婚して、旦だん那なさまからも委員長って呼ばれてげんなりする委員長でした、おしまい」

　くすくすと、少女たちが笑う。面白そうに、少しはしゃいだように、でも、淑しとやかな品を失わず。

　例外は、三つだけ。

　不ふ機き嫌げんそうな音おと亜あと、無表情な私と、夕ゆう凪なぎ。

「わたしは名前で呼ばれるほうが好きなのに」ぼやく委員長。

「無理よう、委員長なんですもの」ふわふわの髪の少女が入れた茶々。

「委員長じゃないのにぃ……」ふと、思い出したように委員長は私の目をじっと見つめ、

「……なんですか」

「ねえ、咲さ希きさん。あなただけはわたしのことを名前で呼んでくれると嬉うれしいな」

　にっこりと微笑み、彼女が言う。

「わかりました委員長」

　くすくす、少女たちのひそやかな声、悪意ではなく、親愛の声。

「咲希さん……意い地じ悪わるな人？」また、困ったように笑う。

「いいえ、決して」

　委員長の瞳ひとみを覗のぞき込む。唇くちびるを吊つり上あげて薄い笑みを浮かべる。ほんの少しだけ、顔を傾ける。

　すると、なぜか私を見つめていた委員長の顔が、見るまに、赤く染まった。

「委員長？」

　声をかける、同時に委員長が凄すさまじい勢いで顔を逸そらす。

「今、なんか凄すごくドキッとしたの！」

　誰だれにともなく、助けを求めるように彼女は叫んだ。

「あらあら、恋こいの芽生えね」

「これは大変、級友として是非ともお手伝いしませんと」

「お茶会を開きましょう、焦ってはダメ、まずは親しん睦ぼくを深めるべきですわ」

「あら、あなたは単に野次馬したいだけではなくて」

「それならあなただって――」品の良い微笑ほほえみと声、俄にわかに華やぐ教室。

　当事者だったはずの委員長すら置いて話が広がってく。

　一つだけ、私にもわかることがある。

　退屈していたのは音おと亜あだけではなかった、ということだ。

「そこまでになさい」

　はしゃいだ空気を切り裂くような、鋭い――だが、甘さの混ざった声。

　車くるま椅い子すごと、音亜がこちらを見ていた。

「ずるいわ委員長」唇くちびるを尖とがらせ告げる。「咲さ希きにはわたしが目をつけていたのに」

「え、え？　そんなことわたしに言われても……」

　もはや、委員長は困るしかないのだろう。

　困こん惑わくする委員長に向けてぴしり、と突きつけられる音亜の細い指。

「咲希を賭かけて決けつ闘とうよ！」

　私の意志を確認する、という重要な部分を無視しないでいただきたいものだ。

　きゃあきゃあ、と黄色い悲鳴が上がる。外野は外野で、なにやら盛り上がっていた。

　どうやら、冷静なのは私だけ――ではない、

「音亜さま」淡たん々たんと、夕ゆう凪なぎが口を挟む。「放課後、学生食堂を借りて皆さまでお茶会、というのはどうでしょうか。互いに、塚つか木ぎ咲希とは出会ったばかりならば親交を深めるほうが優先かと思われます」

「ううん」少し不満そうに呻うめく音亜。「ま、それでいいわ」

　事態が収まり、胸を撫なでおろす委員長。

「音亜さん主催のお茶会ですって」

　誰かが言い、それにまた誰かが続く、言葉はまるで、波のようだった。

「と、いうことは夕凪さんのお菓子が食べられるわね」

「とても美お味いしいのよね、わたしはラズベリーソースをかけたチーズケーキが好き」

　学校は、奇妙な場所だ。皆、別の人間のはずなのに、制服という象しよう徴ちようで一ひと括くくりにしていれば、似て見える。

　私の戸と惑まどいに似た疑問を余よ所そに、少女たちはきゃいきゃいとはしゃぐ。

　どう転がろうとも、彼女たちは楽しいようだった。

　あるいは、楽しめる余裕があるようだった。

「……お茶会って、私が出ないといけないんですかね」私はぼやきながら、考える。

「それは、まあ、主催は音おと亜あさんでも、主役は咲さ希きさんだから、ね」

　苦笑しながら、委員長が答えた。

　私は肩かたをすくめ、教卓に視線を向ける。

「ところで、向こうでさっきから、所しよ在ざいなさそうに立っているのはどなたです」

「ああ、あれは数学の先生」

　委員長が答えようとするのと同時に、ぴたり、と教室中の少女が動きを止めた。

　楚そ々そとしていながら、恐ろしく素早い動作で、はしゃいでいた少女たちが席へと戻っていく。

　蝶ちようネクタイにくるりと丸まった髭ひげの――ジェントルマンを狙ねらって、微び妙みように外したような――中年男性は、教卓の上から不器用なウインクを飛ばす。

「はてさて、淑しゆく女じよの皆さま。このわたくしに気付いてくれて、光こう栄えいの限りです。可能ならばわたくしも皆さまと一緒にお喋しやべりをしたいところですが――」

「なら、先生もご一緒にお喋りをしましょうよ」

「――したいところですが、わたくしは大人としての義務を果たさねばなりません」

　このようにして、授業は始まった。

　正直、もうすでに帰りたいぐらいに疲れた。



　因ちなみに、お茶会ではこの三倍ぐらい疲れた。

　学生食堂に集った三十数名――話を聞きつけた他学年の生徒も参加したのだ――よく喋り、よく笑い、お茶を飲んで、ケーキを食べた。何の陰いん謀ぼうか、隣には音亜がいて、逆の隣には委員長がいた。

　私は淑しとやかな宴うたげを眺めながら、お喋りとケーキがなければ死ぬ病が世界には蔓まん延えんしているのだろうと考えた。

「ねえ、咲希」テーブルに両りよう肘ひじをついた音亜が、私の顔を下から覗のぞき込む。

「お茶会は、楽しい？」

　私はビターチョコレートケーキを一欠片かけら、口に運ぶ。

「少し、戸惑っています。こういう場は、不慣れなんですよ」

「すぐに慣れるわよ。すぐに、楽しくなる」

　楽しそうに、彼女は言うが、何だか、それは呪のろいの言葉のようにも思えた。

　音おと亜あの傍かたわら、音も気配もなく立つ夕ゆう凪なぎを、私は見た。

　少し、安心した。



　これで終わってくれれば、というのは、当たり前だが、淡あわい期待だった。

　初日は逃げられた昼食まで、私は巻き込まれた。

　それはたとえば、私が音亜と夕凪が二人でいることを当然と捉とらえているのと同じように、私が彼女たちと一緒にいるのが当然だと思われているようだった。

　誰だれが何を言うでもなく、私の意志を聞くことすらなく、席が用意された。

　と、いっても、小学校あたりでよくやったように、いくつかの机をくっつけて大きなテーブルに見立てるだけだ。

　違うのは、夕凪が真っ白なテーブルクロスをその上に敷き、どこからともなく花を活いけた花瓶を置いたことだろう。

　熟練のメイドを思わせる、見事な手際だった。

　私と音亜と、なぜか委員長が席に着き、夕凪は音亜の背後に控えていた。

　これでもし、コースの料理でも出てきたら即そく座ざに私は部屋を立っただろう。

　幸い、出てきたのは、バスケットに詰められたサンドイッチと二枚の取り皿、ティーポットに入った温かい紅茶だった。

　サンドイッチは一つ一つが名刺程度のサイズで、大きく口を開けずとも食べられる程度にハムや野菜が挟まれていた。

　私は行ぎよう儀ぎ悪わるくテーブルに肘をついて、夕凪がバスケットからサンドイッチを取り分けるのを見ていた。

　その奉ほう仕しを当然のものとして受け入れるには私には色々と足りないものがあった。

　音亜にあって、私にないものだった。

「サンドイッチはお嫌い？」音亜が聞いた。「わたしは好き。かわいいから」

「好きでも嫌いでもありません」じっ、とサンドイッチを睨にらみつける私は、彼女たちにとって、奇妙に映っただろう。

　私の答えを聞いて、音亜は唇くちびるを尖とがらせた。

「ええと、その……」とりなすように、委員長が口を挟む。

　委員長はすっかり、この状況に気おされていた。口を開いたことで、視線が彼女に集まる。音亜と、夕凪と、私が彼女を見た。

「いただきます、しよう」

　私と音亜が、揃そろって、小さく噴き出した。

「なかなか、センスがありますね」

「今のはよかったわ、とても委員長らしくて」

　困ったように、委員長が微笑ほほえんだ。

　そして、私たちはいただきますをして、昼食が始まった。

　因ちなみに、委員長は掌てのひらに乗るぐらいの小さなランチボックスに、細こま々ごまとした食べ物を詰めた、女の子らしい昼食だった。

　もし私が、お弁当を作ることがあったなら、決して、そんなものは作らないだろうぐらいに可愛らしかった。

　他た愛あいのない、音おと亜あの話を聞きながら、適当に相あい槌づちを打ち、私は夕ゆう凪なぎ手製らしきサンドイッチを口に運ぶ。

　薄切りにしたハムとレタス。悪くない、バランスの取れたサンドイッチだった。

　サンドイッチは悪くないが、目の前の光景はなかなか、困りものだった。

「音亜さま、頬ほおにパン屑くずがついております」音亜の傍かたわらに控えた夕凪が淡たん々たんと指摘する。

「ん」と、両手にサンドイッチを握った音亜が反応する。

　口の中も、サンドイッチでいっぱいのようで、マナーに関しては問題があるが、幸せそうで、愛らしくはあった。

　委員長や、同席していないクラスメイトたちすらも暖かい、微笑ましいものを見る目で見ていた。

「失礼します」夕凪が手を伸ばし、パン屑を払う。

「んあんう」何を言ったのかはわからなかった。

「音亜さま、以前から進言していますが、口の中に物を詰めて喋しやべるのはおやめください」　言いながら、夕凪はティーポットから紅茶を注ぎ、カップを音亜の前に置く。

　実に自然なタイミングで、丁度、音亜の片手が自由になった瞬間だった。

　こくこく、と音亜が紅茶を飲む。温かく香りに満ちた琥こ珀はくの液体が流れ、細い喉のどが上下する。

　紅茶を飲み干して、ほうっ、と、一つ、音亜が溜ため息いきを吐つく。

　実に満ち足りた笑顔で、夕凪が静かに音亜の唇くちびるを拭ぬぐった。

「もう、いいわ」サンドイッチを片手に持ったまま、音亜が言った。彼女の昼食は終わったようだった。まだサンドイッチは残っていた。

「はい、夕凪」

　手に持ったサンドイッチを、音亜が夕凪の口元に運ぶ。

　ごく自然に、夕凪は口を開けて、そのサンドイッチを食べた。

　一対の鳥を思わせる食事の風景だった。

「……ご馳ち走そうさま」

　いろんな意味で。



　昼食を終えて、テーブルクロスが片付けられて、ふと、音おと亜あが口を開く。

「言い忘れたけど、咲さ希き。放課後は空けておいてね」

「何か、用ですか」

「西側にね、美お味いしいジュースを出すパーラーがあるの」

「行きませんよ」

「いいえ、来るわよ」つん、と伸ばした指を、音亜が自身の唇くちびるに当てる。

　少し背伸びして、私を覗のぞき込む緑の瞳ひとみ。

「どうして？」

「だって咲希には、この街を案内してくれる人が必要でしょう。あなたはこの街で暮らすんですもの」

　私はそう指摘されて、初めて、自分がこの街でどういう存在だと思われているのか自覚した気がする。

「もちろん、毎日連れまわすわよ。そうすれば、すぐに、この街が好きになる」

　目眩めまいがするような、無む垢くな笑顔。

　楽しげに、放課後の予定を告げる音亜は、新しい友達ができてはしゃぐ少女のそれで、

　私は、もの悲しさを感じずにはいられなかった。



　そして、音亜の宣言どおり、私は連れまわされ、結果として、僅わずか二日ですっかり街に詳しくなった。

　ただし、そのほとんどはお菓子と、お茶と、服飾に限定された知識だった。

　無論、音亜だけでなく、夕ゆう凪なぎと委員長と、日替わりで、何人かのクラスメイトが一緒にいた。

　とにかく、やたらと少女たちのテンションは高く。

　何が楽しいのか、一度聞いてみたかったが、結局聞かなかった。

　何となく、ろくでもない答えが返ってくる予感がしたのだ。

　三日目の今日は、喫きつ茶さ店でパフェを囲んでいた。

「……最初に、尋たずねたいのですが」と、私は同じテーブルについている面々を見回す。

　音亜と、夕凪と、委員長と、いい加減見慣れた――しかし、顔と名前が一致しない――クラスメイトたち。

　総計、七名。

「で、この悪戯いたずらの発案者は誰だれですか？」

「当然」車くるま椅い子すの上の音亜が腕を組み、胸をそらす。「わたしに決まっているわ」

　ふふん、と、無意味なぐらいに自信たっぷりな笑い。

　私は溜ため息いきを吐つく気にすらならず、パフェを、見上げた。

「馬鹿すぎる」

　ジャンボスノウパフェ、それが名前だった。

　高さが五十センチ程度の水すい仙せんの花のような器に入った大量のアイスクリームとコーンフレーク、飾りのようなフルーツたち。

「まあまあ、食べよう、折せつ角かく注文したんだし」

　頭を抱えた私の肩かたを軽く叩たたき、委員長がなだめた。アイスクリームよりも白いパールホワイトの眼鏡めがねが今日もよく似合っていた。

「この人数ならば、不可能ではないと夕ゆう凪なぎは進言します」

　淡たん々たんと夕凪が告げる。

「そうそう、きっと大丈夫」クラスメイトが無む責せき任にんに言ってくれた。

「心配なのは体重計のほうでしょう」

「最近、咲さ希きさんをだしに色々回ってるもんね」

　おかげで、私はいい迷惑だ。

「塚つか木ぎ咲希」冷静な夕凪が妙に頼もしい。「アイスクリームが溶け始めています」

　いや、全然頼もしくなかった。

　今度こそ、溜め息を吐き、自ヤ棄ケ気味にスプーンを手に取った。



    

  
    
      



    

  
    
      「食べますよ、さっさと」

「はーい」と、声の色が違う返事があり、私たちはパフェに挑むことになった。

　因ちなみに、結果は辛勝だった。

　しばらく、甘いものは見たくもない。

　その期待すらも、淡あわく、そして甘く、

　結局、週末まで、私は連れまわされることになった。



　ようやっと解放されると思った週末、午後一番に私は音おと亜あの家に招待された。

　学園とは丁度正反対、東の外れの小さな山の頂上にある洋風の屋敷だった。

　一言で言えば、学園を縮小した屋敷。あるいは、学園が屋敷を拡大したものなのか。

　これもまた、学園を思わせる緑の芝生の上、パラソルの下、白いテーブルと白い椅い子す、湯気の立ち昇る甘い紅茶と、その芳かんばしい香り。

　ぼんやりとした白い煙越しに見るくすんだ銀の髪かみと緑の瞳ひとみ。制服をフリルとレースで飾られた少女趣味な白いドレスに着替え、白い長手袋をはめ、車くるま椅い子すに腰こし掛かけて澄ました笑顔を浮かべている。

　音亜もまた、私を見ていた。

　羨うらやましそうに長い黒髪を、覗のぞき込むように黒い瞳を、夜に溶け込んでしまいそうな私の姿を、興味深そうに、じっ、と、探るように。

　彼女の傍かたわらには私服に着替えた夕ゆう凪なぎが立っている。制服に似た群ぐん青じようの装束、カラシニコフを隠すための長いスカート、カチューシャとエプロンさえつければどこかのメイドで通りそうだった。

　実際、そう間違いでもないのだろう、常に、彼女は音亜の傍そばにいる。

「何の用ですか」

　紅茶に手もつけず、私は聞いた。

「あら、お友達を招待するのはいけないことかしら。それともわたし、そんなに嫌われているのかしら？　なんども一緒に遊んだじゃない」

　ねえ、とからかうように、音亜が傍らの夕凪に目を向ける。

「本質的に」夕凪が言う、「塚つか木ぎ咲さ希きとは孤こ立りつ主しゆ義ぎであると、夕凪は推すい測そくします。同時に合ごう理り主しゆ義ぎであり、孤こ高こうでもあり、実じつ利りを伴わない行為を無む価か値ちと断ずる冷徹さを備えています」

「ふぅん」音亜の声に混ざる小さな棘とげ。

「先ほどの質問は単純な探りであって、音亜さまが嫌われている、というわけではないと夕凪は断言します」

　くすり、と私の口から笑いが漏れた。

「なかなか、面白い考察です」

　私は髪かみをかき上げ、紅茶を一口含み、味わう。

「……美お味いしい」

　溜ため息いきと一緒に言葉を出した。

「光こう栄えいです」

　無表情に答え、夕ゆう凪なぎは頭を下げた。

「咲さ希きと夕凪は、いつのまにそんなに仲が良くなったのかしら」

　不ふ機き嫌げんそうな声だった。玩具おもちやを奪われた子どもの声だった。実際に不機嫌そうな顔でカップを手に取り、さして美味くもなさそうに口に含む。

「夕凪」鋭い声、柳りゆう眉びを寄せて不快感を顕あらわにする音おと亜あ。「いつもより苦いわ、淹いれなおしてきなさい」

　ことり、とカップを置く小さな音。

「申し訳ありません」

　一度頭を下げ、夕凪がカップを取るべく腕を伸ばす。

　水音がした。

　音亜の手が素早く動き、未いまだ湯気の立つ紅茶を、夕凪にぶちまけていた。

　夕凪は眉まゆ一つ動かさず、白いテーブルを拭ふき、空になったカップを持ち屋敷の中へと静かに歩いていった。自分の体を拭ぬぐおうともせず、紅茶を滴したたらせながら、機械のように正せい確かくな優美さで歩いていった。

　その背中を横目で一いち瞥べつし、音亜が私に向き直る。

「何も言わないのね」

「何か言って欲しかったんですか、たとえば、『そこまでする必要はないでしょう』とか、『あれでは夕凪が可哀想かわいそうです』とか」

　紅茶を飲みながら目を伏せて告げる。

　音亜が面白がるような顔で頬ほお杖づえをつく。

「変な人」

「時折言われます。私が気になるのは、そう言う人間に限って私よりも余程にいかれているということです」

　飲み干した紅茶、空のカップを置き、音亜と目線を合わせる。

　好奇心と僅わずかな不安が宿ったグリーンの瞳ひとみ、映る私の姿はぶれない。

「わたしね……」音亜が口を開き、そのまま、言葉を探すように立ち止まった。

　私は知っている。

　急に深い森の中でひとりぼっちになってしまったとき、人はこんな顔をするのだ。

　何かを探していたのか、どこかに行こうとしていたのか、ひょっとしたら帰ろうとしていたのか、何もわからなくなって、それでもわからないものを無む理り矢や理り形にしようとしている顔だった。

　何も言わず、私は待っていた。

　空のカップを弾はじき、髪かみをかき上げ、ぼんやり、と、

「咲さ希きが好きみたい」

　他人の胸きよう中ちゆうを口にするような声だった。

　夢と現うつつの狭間はざまにいるような声だった。

　口に出してそれを初めて確認するような、そんな声。

　戸と惑まどう少女の告白。車くるま椅い子すから身を乗り出した音おと亜あの手が私の首くび筋すじに触れる。

　私は目の端で音亜の手を見た。細く、白く、小さな、傷一つない可か憐れんな手だった。

「綺き麗れいな顔」小さな手が私を撫なでる。

　頬ほおに、鼻筋に、目ま蓋ぶたに、唇くちびるに、光を失った者が他者の存在を確かめるように。

「咲希を一目見たときから、咲希が街にやってきたときから、胸が騒ぐの、ざわざわとして、どうしようもなく落ち着かないの」

　私は彼女の好きにさせておいた。音亜の手は柔らかかったし、手つきも図ずう々ずうしいものではなく優しいものだった。

　熱っぽい溜ため息いきの後に、音亜は手を戻し、また車椅子の上にちょこんと座る。

「ねえ、咲希はわたしのこと、好き？」

　素朴で、直線的な疑問。

「わたしより、委員長のほうが好き？　それとも夕ゆう凪なぎが好き？」

　私は答えなかった。

　だが、答えることもできたのだ。

　風が芝生を撫でる音だけが、しばらくの間、そこを満たした。

「お待たせしました」

　と、夕凪が静せい寂じやくを破る。

　手には小さな盆、淹いれなおした紅茶。私の分も用意されており、夕凪は手早く私たちの前に紅茶を置き、また、音亜の横手に控える。

　私は新しい紅茶を手に取り湯気を吹いた。

　白い霧のように広がり、薄く散って宙に消え、その奥から音亜と夕凪の姿が見えた。

「先約が、いるんです。あなたではない、別の誰だれか」私は言った。

「そう、悲しいわ」

　本当に悲しそうに、音亜は目を細めて唇を吊つり上あげた。笑みと呼ぶには悲しすぎる笑みだった。

「どんな人？　咲希が好きになった人って」

「人じゃありません――以前、少しだけ、話をしたでしょう」

　熱い紅茶を飲む、口こう腔くうを通り、喉のどから胃に落ちて、ほうっ、と熱を伝える。

　この街はあまりに過ごしやすい気候だから忘れかけていたけれど、今はもう冬なのだと、なんとなく思い出した。

「白い、真っ白な、輝く雪のような毛をした狼おおかみです」

「素す敵てきね」

　音おと亜あが頷うなずく。

「ええ、とても」

　私が頷き返す。

「好きになった理由、聞いてもいいかしら」

「大した理由じゃありません」

「それでも聞きたいわ」

　私はカップを置いて、両りよう肘ひじをテーブルについて組んだ指に額ひたいを預けた。

「私たちは」目を閉じて、白はく銀ぎんの狼を幻げん視しする。

　強く弱い、永遠の孤児。故こ郷きようを失い、行く道すらない、異い邦ほう人じん。

「孤独だった。それだけです」

　僅わずかな風がほんの少しだけカップを揺らす音、短いような長いような会話の間かん隙げき。

　音亜が口を開く。

「優しいお話ね、咲さ希きには似合わないけど、とてもよく似合うと思う」

　彼女に見えない位置で、私は少し微笑ほほえんだ。

「そうかもしれません」

「会いたいわ、今、どこにいるの？」

「はぐれてしまいました。捜しているんですけど、見つかりません」

　組んだ指の間で、視線を持ち上げる。音亜の言葉に嘘うそはないように見えた。

　見えた、だけだ。

「見かけたら教えるわね」

「お願いします」

　私は夕ゆう凪なぎを見た。

　無表情のまま、静かに私たちに目線をやっている。

　背景に溶け込んでしまいそうなぐらい完かん璧ぺきに気配を消していて、少しでも目を離せばそのまま紅茶の香りのようになくなってしまいそうだった。

　音亜の元にシロがいると、夕凪は言った。

　果たして、嘘を吐ついているのは誰だれだ。

　それとも、誰も嘘を吐いていないのか。

「美お味いしい紅茶ですね」

「夕ゆう凪なぎは紅茶を淹いれるのが上う手まいのよ」

　微笑ほほえんで、音おと亜あは言った。少し、無理をしたような笑みだった。

　そして、淹れなおされた紅茶を飲み、もう一度言う、

「うん、やっぱり夕凪の淹れる紅茶は美味しいわ」

　夕凪は何も言わなかった。

「この後、予定はあるの？」

　音亜の問いに対して、私は首を横に振った。

「だったら、夕食を一緒にどうかしら。寮りようには連絡を入れておくから」

「いいんですか」私は音亜ではなく夕凪に聞いた。

　黙したまま、夕凪が頷うなずく。

「でしたら」今度は、音亜に向けて。「ご馳ち走そうになります」

「楽しみだわ、咲さ希きと二人きりで食事ができるなんて」

　くすくすと笑いながら、音亜は紅茶を飲み干した。



「……ねえ、夕凪。どうしてこんなことになったのかしら？」

　二人きり、という音亜の望みは叶かなわなかった。

「夕凪が推理するに、音亜さまが皆さまを迎え入れたからではないかと」

　それは正論で、音亜は頭痛でもこらえるように頭を抱える。

「そうね、そうよね、いいのよ、大勢の食事は楽しいから……二人きりだと思ったのに、でもね」盛せい大だいな溜ため息いき。「悩ましいわね」

「ごめんね、音亜さん。なんだかわからないけど、みんな盛り上がっちゃって」

　いつものように、困り顔で委員長は言った。

　屋敷の広間、十人以上が同時に食事をとれるだろう、大きなテーブルが、綺き麗れいにうまっていた。

　寮に連絡を入れた際、電話に出たのはよりにもよって委員長で、夕食のことを何気なく話した結果。

　暇をもてあましていた寮生が音亜の家に押しかけてきたのだった。

　あの学園は、生徒数が少なく――三学年合わせても百名に届かないそうだ――全員が全員顔見知りという状況らしい。

　よく言えば、距きよ離りが近く。悪く言えば、馴なれ馴なれしい。

「まあ、たまにはそういうこともありますよ」

　お茶会ならぬ、晩ばん餐さん会かい。

　色とりどりのドレスで着飾った少女たち、鳴くカナリアの群れのよう。

「いいじゃないの。独り占めはずるいわよ」

「ええ、まったく。音おと亜あさんと委員長――咲さ希きさんを射止めるのはどちらかしらね」

「うう……話が一人歩きしている」

　眼鏡めがねのフレームに触れながら、いつものように、困りながら委員長は応じる。

「あら、わたしは委員長に負けるつもりはないわよ」

「ううう……そんなつもり全然ないのに」

「騙だまされないで音亜さん、委員長はそんなことを言って油断を誘う作戦よ」

「さすが委員長、眼鏡をかけた野獣ね」

　テンションの高さに、付き合いきれなくなりそうだった。

「ねえ」静かに、音亜の傍そばを離れようとする夕ゆう凪なぎを呼び止める。「これから食事の準備ですか」

「はい、予想外に来客がありましたので、少々時間がかかります」

「手伝いますよ」

　すっ、と席を立った。

　きゃあきゃあ、と上がる黄色い悲鳴。

「新展開ね」

「そっか、塚つか木ぎさんは夕凪さん狙ねらいだったんだ」

「わたくし、修しゆ羅ら場ばって初めて見ますの」

「わたしもですよ、これは見逃せませんわねえ」

　本当に付き合いきれない。逃げ出そうとするが、

　私の手をぎゅっ、と音亜が掴つかんでいた。

「……行っちゃダメ」

　上目遣いの、緑の瞳ひとみ。潤うるみ、シャンデリアの光を宿し、宝石のように輝く。

「わかりました」溜ため息いきを吐ついて、再び席に着く。

　いつのまにか、夕凪は姿を消し、私はこの場に取り残された。

　かしましく、華やかな少女たち

　ただ一人、私だけが漆しつ黒こくを纏まとい、そこにいた。



　人が増えたのを幸い、話題が盛り上がったのを見計らい、一度席を外し、音亜の屋敷を歩き回った。

　シロを捜した。

　しかし、何も見つからなかった。

　本当に、何も見つからなかったのだ。白はく銀ぎんの狼おおかみどころか、他ほかの使用人も、音亜の両親すら見当たらない。

　がらんとした、空々しいほどに、生活感に欠けた屋敷。空き部屋ばかり。

　人形の家、家族の形けい骸がい、空っぽの玩具おもちや箱――辛うじて、夕ゆう凪なぎの私室らしき場所に僅わずかな生活感。

　二階の廊下から見た空では、燃えるような夕焼けが闇やみに呑のまれようとしていた。

　私は、氷の手で抱きしめられたような寒さを急に、感じた。

「……嫌な街」

　窓を開けると赤い光が私を照らし、風がゆるやかに髪かみを揺らす。

　ぼんやりと、空を眺めていた。

　シロはどこに消えたのか、一番怪あやしいと思っていたここにすら、いなかった。

「見つけた」

　微かすかな風の音しかない静せい寂じやくを破り、声がする。

　廊下の端に、委員長が立っていた。

　いつもどおり、ちょっと困ったような、気弱な笑みを浮かべていた。

　静かな足取りで、こっちへとやってきて、隣に並び、私が見下ろしていたものを、彼女も見下ろした。

「音おと亜あさん、咲さ希きがいないってぶつぶつ言ってるよ」

「そうですか」

「冷たいね、塚つか木ぎさん」

「別に、私は誰だれに対してもこんな感じですよ」

「まあ、その通りなんだけどね」

　委員長は苦笑して、また少しの間、沈黙した。

　私から話しかける理由もないので黙っていた。

　変な話だが、遠くから私たちを見たらとても品の良い恋人たちのようだったろう。

　性別の問題は、この際、論じないことにして、だ。

「この街は、気に入った？」

「悪くありません」

「わたしは、この街が好き。生まれて、育った街だから、たとえば、もし、この街がなくなってしまうならば、守りたいと思う」

　生まれた街を捨てた私には、わからない感覚だった。

「好きになれそう？」

「わかりません」

「塚木さん、素そっ気けないけど、正直だよね」

「嫌ですか」

「いいことだと思うよ、ただ、あんまりにも正直だから、一緒にいると、少し寂さびしくなるだけ」

「食堂に戻れば、すぐに忘れられますよ」

「そうだね」彼女が私に体を向けて、ダンスにでも誘うように左手を差し出した。

「一緒に戻ろう。みんな待ってるよ」

　不ふ思し議ぎな言葉だった。

　私はすっかり、彼女たちの中心にされているようだった。

　これではまるで、私が、普通の、十六歳の女の子で、

　普通の女の子らしい、普通の生活を送っているような気がした。

「あまりうるさく言われるのも、面倒ですしね」

　目を伏せ、溜ため息いきを吐ついて、委員長の手を取った。

「うん」

　ごく自然に、委員長は歩き出した。

　こういうのも悪くないと、思ってしまったのは、気のせいだろうか。



　二人で食堂に戻ると、

「なんで委員長と咲さ希きが手を繋つないで戻ってくるのかしらね？」

　唇くちびるを尖とがらせた音おと亜あが待ち受けていた。

「はうっ！」指摘されてようやく気付いたのか、びっくりしたように委員長が手を振り解き、わたわたと、言い訳を考える。

「えーとね、これは、そのー、別に特に理由があったわけじゃなくて、えうー」

　外野の生徒たちはこの状況を楽しむ気はあれど、助ける気はまったくないようだった。

　私は委員長の手を強引に掴つかみ、そのまま引っ張り、音亜の前に立った。

「なによう」唇を尖らせたまま音亜が呟く。

　答えず、私はもう一方の手で音亜の手を取った。

　戸と惑まどう音亜と、委員長。

　私は二人の手を引っ張り、互いに手を繋がせ、己の手を自由にした。

「へっ？」

「えっ？」

「ごゆっくりどうぞ」

　そのまま、私は二人から離れた席に座り、夕ゆう凪なぎに紅茶を頼んだ。

「ミルクと砂糖はなしで、少し濃いめに淹いれた紅茶をお願いします」

「かしこまりました」一度、夕凪は頭を下げ。「何か、見つかりましたか、塚つか木ぎ咲希」

　そう、問うた。

「いいえ、何も」

　頭を上げて、夕ゆう凪なぎは去っていった。

　ほどなく用意された紅茶は、悪くないものだった。



　夜も更けて、晩ばん餐さんはお開きになり、皆で、寮りようへ戻った。

　音おと亜あもついてきたがったが、さすがにそれは、と夕凪が止めた。

　正しい判断だろう。その時点で、音亜の目はとろん、としていて、枕まくらとベッドを与えればすぐにでも眠ってしまいそうだった。

　寮で、委員長をはじめとするクラスメイトたちと、就しゆう寝しんの挨あい拶さつを交わし、自室へ戻る。

　夕食は食べた。入浴して体は温めた。ベッドは柔らかい。

　夜空に月は細く、星は数えるほどに暗い。

　このまま、電灯を落として眠れば、きっと、心地のよい眠りにありつけただろう。

　私は窓を開ける。ひんやりとした夜の空気が囁ささやくような風に乗って部屋に吹き込んでくる。

　手招くような夜よ闇やみが眼前に広がる。

　髪かみをかき上げ、唇くちびるをなぞり、微笑をつくる。

　誰だれも見るものがない場所で浮かべた、薄く、薄く、薄氷のように鋭い笑み。

　床を蹴けり、窓から、夜空へと身を躍らせる。

　薄暗い大地には影すら残さず、私は街へと駆けていく。



　静まり返った夜は、立ち並ぶ街灯だけに照らされていた。

　夜歩く人の姿も、私を除いて見当たりはせず、石の建物に囲まれた街の全てが寝静まってしまったような夜だった。

　私は、どこに行くでもなく、街を彷徨さまよう。

　石いし畳だたみに足音が僅わずかに響き、すぐに、夜の静せい寂じやくに呑のみ込まれて消えていく。

　当てもなく歩き、ふと、私は足を止める。

　いくつかの路地を過ぎた少し大きめの通り、向こう側からゆっくりと、彼女が歩いてきた。

　スカートの裾すそを僅かにゆらしながら、機械のような正せい確かくな歩調で進む、夕凪だった。

　落ち着いた紫の髪と紫の瞳ひとみ。籠かごから出された鳥のような、首輪を放された犬のような、そんな、不安定な空気をまとっていた。

「よい夜ですね。塚つか木ぎ咲さ希き」

「ええ」私は頷うなずく。「暗く、静かな、いい夜です」

「どちらまで？」

「特に、当てはありません」

「でしたら、お茶はいかがですか」

「お茶？」私は首を傾かしげた。

「はい、お茶です」丁寧に、夕ゆう凪なぎが頷うなずく。

　夕凪に促され、私は道の傍かたわらにあった石のベンチに腰こし掛かける。

　制服の布地ごしに伝わる、氷のように冷えきった石の感触。

　同じように、私の隣に夕凪が腰を下ろす。

「冷たいですね」当たり前のことを確認するように夕凪が言い、スカートのポケットから取り出したのは、

　どこでも見かけるような、缶に入った緑茶だった。

　逆に、意表をつかれた気分だ。

「どうぞ」

　差し出された缶入り緑茶を、受け取る。

　まだ、暖かく、掌てのひらから温ぬくもりが伝わってくる。

「紅茶では、ないんですね」

　冷えた指先にじわりと、痛みにも似た感触、僅わずかに赤くなる。

「はい」機械的な動作でプルタブを開け、夕凪が缶を口に運ぶ。

　飲み口からうっすらと昇る湯気、風に流され、紫の髪かみをかすめて消える。

「以前に、寮りようの部屋に訪ねてきたとき、スカートの中から紅茶を取り出したでしょう。今日もあれをするのかと思いました」

「あの紅茶は音おと亜あさまのものです、それ以前に、熱いお湯をスカートの中に持ち歩くのは夕凪にも不可能です」

　リアリズム溢あふれる事情に思わず苦笑する。それはまあ、そうだろう。

「あなたが一人というのは、なんだか奇妙ですね。音亜はどうしました」

「おやすみになっています」

　瞬間的に巨大なテディベアを抱いて眠る、ふりふりパジャマの音亜を想像した。

　現実にそうだったとしても不ふ思し議ぎではないけれど、そんな想像をした自分自身がどうかと思った。

　この街に毒されすぎたか、まったく、今の私はどうかしている。

「持て余すのです、この時間を」夕凪が言った。

　手の中で安っぽい缶入り緑茶を振る。味よりも、その熱を美お味いしいと思う。

　夕凪は最初の一口を飲んだまま、じっと、飲み口から立ち昇る湯気を見ている。

「自由時間だと、思えばいいでしょう」

「そうかもしれません」そうは思えてない口調だった。

「……確かに少し、夜が、長いですね」

　一人で過ごすには、夜は長すぎる。

　だから私は、こんな、深夜に、街を彷徨さまよっている。

「朝を――」夕ゆう凪なぎが空を見上げていた。「待っているのです」

「朝、ですか」私もまた、空を見上げていた。

　あまりにも暗い、空を見ていた。

　お互いではなく、空を見ていた。

「音おと亜あさまが目覚めて、学校が始まり、また、いつもどおりの一日が始まります」

「そうですね」夜は嫌いではない、だけど本当に、

　一人では長すぎる。

　悲しいことに、夕凪に私がいても、私に夕凪がいても、夜の長さは変わらない。

　多分、私と彼女の求めるものが、似すぎているせいだろう。

「もう、戻ります」

　私は席を立った。少し眠りたかった。

　色々と聞くべきことはあったが、どうしても、そんな気分にはなれなかった。

「おやすみなさい、塚つか木ぎ咲さ希き」

　淡たん々たんとした声、果たして、夕凪もまた、眠るのだろうか。それともじっと、夜が明けるのを待つのだろうか。

「さようなら、夕凪。また、学校で」

　互いに顔を見合わせて別れの挨あい拶さつを交わす。

　交わしながらも、夕凪は私を見ていなかったし、私も夕凪を見ていなかった。

　それも、悪くない。

「お茶、ありがとうございます」

「どういたしまして」

　気付けば冷めたお茶を飲み干して、空き缶を手に、背を向ける。

　暗い影の中へと、沈み込むように、私は歩く。



　そして夜が明けて、その日、音亜と夕凪が学校を休んだ。

　放課後、見舞いに行くという話があり、逃げようとしていた私は委員長に捕まった。

　が、その当の委員長が用事ということで、時間が少し宙に浮き、私は図書室に向かった。　夕焼けが差し込む図書室に司書の老教師――担任だ――を除いて誰だれもいなかった。

　学園の三階にある埃ほこりとカビの混ざった本の匂においのする小さな図書室、重厚な木もく製せいの本棚が軍隊のように整然と並んでいた。

　閲覧用のテーブルにつき、本に目を通しているといつのまにか司書の老教師が近くに来ていた。

　後ろで手を組み、にこにこと笑う老眼鏡をかけた小柄な教師は、教師というよりは好こう々こう爺やといった雰ふん囲い気きをしていた。

　とある屋敷に仕える執事です、とか、庭にわ師しです、とか言われても納得してしまいそうだった。

「なにか、調べものですかな」老教師が口を開く。「塚つか木ぎさん、でしたねえ転校生の。熱心に本を読んでらっしゃる。なんだか嬉うれしいものです。わたしのような年寄りにはともかく、若い娘さんには読書など退屈なのでしょうね、いつも図書室は閑かん古こ鳥どりが鳴いていますよ」

　私は本は閉じず、目線だけを上げて軽い会釈をした。

「このあと、その若い娘さんと一緒にお見舞いに行くことになっています」

　嬉しそうに老教師は何度か頷うなずいた。

「いいことです。特にあなたのような少女にとって、それはよいことです。友情は時に全てに勝る宝となりますが、それに気付けるものはあまりに少ない」

　と、老教師は私が持ってきた本を見る。

「ふむ、この街の歴史について調べていたんですか？」

「この街」私は本を閉じ、表面を撫なでる。この街の歴史について記した本。「古い造りのわりには旧跡の類たぐいがないんですね」

「ほう」老眼鏡の奥の目を細めた。「それが気になりましたか」

　頷き、私は指を組んで肘をついた。すぐにそれが、あんまりな態度だと気付いたが、老教師はなんとも思っていないようだった。

「ええ、いかにも、不自然です」と、結局、私は肘をついたまま答えた。「よほど新しん興こうの住宅街でもない限り、どこかに歴史の跡はあるはずです。古い匂においがするのに、実体がない、どうしてなんでしょうね」

「塚木さんはなかなか鋭いですねえ、目のつけどころも悪くない」

「ありがとうございます」

　僅わずかに変質する空気。どこかに隙すき間までもあるのか、窓を閉めた図書室に風が流れ込む。

「消灯後も寮りようを抜け出して街を調べていたようですが、何か見つかりましたか」

「見ていたんですか？」

「ええ、たまたま」こともなげに、老教師は肯定した。

　私が抜け出すところを老教師が見ていた？

　終業後の深夜、学園内にある寮の傍そばにいた理由は？

　ばかばかしい――それ以前に、老眼鏡が必要な視力で、闇やみに溶け込むような私の姿を捉とらえたというのが、不自然だ。

「嘘うそですね」私は言う。

　放課後、音おと亜あたちに連れまわされるのも無む駄だでない。

　案内つきで街を巡っているようなものだ。

　街の地理は理解した、なら、空いた時間に私は一人で街を調べていた。

　この行動を予測するのは難しくない。

　ただしそれは、私がシロを捜していると知っている、という前提があれば。

　つまり、私は最初から、

「監かん視しされていたわけです、か」

　それも、複数名に。

「本当に」と、老教師が後ろに組んでいた手を前に回す。

「あなたは鋭い」

　ＡＫ47、玩具おもちやのようなそれが、老教師の手に握られていた。

　引き金が引かれるよりも早く、私は椅い子すから滑り落ちるように身を倒す。

　椅子の背もたれを弾だん丸がんが粉ふん砕さいする。脚あしを跳ね上げてテーブルを蹴けり飛ばし老教師にぶつける。

　手ごたえ、老教師の呻うめき声ごえ、私は立ち上がる。

　老教師はテーブルに押しつぶされ、端から手足が覗のぞいていた。

　取り落とされたカラシニコフが、寂さびしく床に転がっている。

　私は銃じゆうを拾い上げようとした、そのとき、

　ドアが開いた。

　反射的に体をそちらに向けて身構える。

　二人のクラスメイトが立っていた。

「塚つか木ぎさん、委員長そろそろ仕事終わるってさ」

「早く行きましょう、お見舞い」

　図書室の状況に気付いていないかのような日常の会話だった。

　彼女たちの両手には、状況に似合いすぎるカラシニコフが握られていた。

　恐怖や、危き機き感かんよりも、ひどい違い和わ感かんが先に立った。

「あなたたちも、ですか」

　言い終えるよりも速く、私の体が動いていた。

　準じゆん備び動どう作さなしに即そく座ざの全力疾しつ走そう。絞られる引き金。銃口から解き放たれる銃弾。

　フルオートの掃そう射しやで穴だらけになる図書室の床を、駆け、ない。

　強く床を蹴り跳ちよう躍やくする。

　二人がそれに反応して銃口を上に向ける、と同時に、天井を蹴り床に着地。

　四つ足の獣けもののごとくに低めた体勢のまま、短い距きよ離りを一息に詰め、四本の脚を狩る。

　勢いを殺さず、廊下に出る。

　ひとまず、脱出、どこに向かうか、一瞬の間に七つの候補が浮かぶ。

　妥当なのは、夕ゆう凪なぎ。彼女なら何か知っているだろう。

　つまり、私は音おと亜あの屋敷に向かえばいい。皮肉にも、行動自体は変わらなかったわけだ。

「塚つか木ぎさん？　どうしたの、そんなに慌てて」

　顔を上げる。廊下に飛び出した私に声をかけてきたのは委員長だった。すぐ目の前で、両手で鞄かばんをぶら下げて立っている。

　どこにも、カラシニコフを持っている様子はなかった。

「説明は後です」体勢を立て直し、ぽかん、としている委員長の首根っこを掴つかんで私は走り出す。

「えええええええ！」引ひき摺ずられながら委員長が叫ぶ。「ちょ、ちょっと、どうしたの塚木さん！」

「説明は後だと言ったでしょう。蜂はちの巣にされたくなかったら急ぎなさい！」

　早急に区別する必要がある、誰だれが敵なのか。

　いや、そもそも、どうして私が狙ねらわれているのかわからない。

　考えてわかることでもないだろう。私は思考を遮しや断だんし、脳を行動の選択に回す。

　長く延びた三階の廊下、右手に階段、左手に窓、直進すれば立ち並ぶ教室。

　学校からの脱出を優先すべきと判断し、階段を折れ――靴の底が廊下に擦こすれる耳みみ障ざわりな音と共に、私は停止した。

　カラシニコフの銃じゆう口こうが前後二列の横おう隊たいに並んでこちらを向いていた。

　見据えるような、十の銃口。

　記憶にある顔、ない顔、口元に微笑さえ浮かべて、銃口を向ける。

「はーい、塚木さん発見ですぅ」横隊の一人が舌した足たらずな声で言う。

　それが合図だったわけでもなかろうが、一斉に引き金が絞られた。

　反射的に襟首を掴んでいた委員長を盾にしようとして、思いとどまる。

　停止した体と、躊ちゆう躇ちよした思考と、僅わずかすぎる隙。針の穴のような時間ですら、銃弾が突き進むには充分すぎた。

「『弦げん月げつの影』！」

　袖そで口ぐちから伸びた柄え、腕を振って空に飛ばし、委員長の襟首をホールドしたまま柄を掴んで、宙を薙なぐ。

　雨のような弾だん丸がんの中で当たるものだけを選んで叩たたき落としつつ、後方へと跳ちよう躍やく。

「へぐうぅ、つか、塚木さ、ん……」

　呻うめき声ごえが聞こえるが無視し、そのまま後方の窓の中へと身を躍らせる。

　消える重力、一瞬の浮遊感、空を見上げながら、落ちていく。

　空から見放されるような、空に抱きしめられているような……こんな場合なのに、

「綺き麗れいな夕焼け」

「暢のん気きに言ってないで塚つか木ぎさん！　落ちる、落ちる落ちてるー！」

　悲鳴は、見事に私の気分を台無しにしてくれた。

「たかだか三階から落ちるぐらいで何を言うのやら」

「普通三階から落ちたら大おお怪け我がだよ！」

　そういえば、そうかもしれない。

　手て首くびを捻ねじり、委員長の体を回転させ、胸むな元もとで抱きとめる。

「ひゃう」

　委員長の体重分の衝撃が加算されながら、着地。一瞬よろめいたが、問題なく二本の足で立っている。

　抱きしめたままの委員長の顔を見る、頬ほおが赤い、それだけで、怪我の様子はない。

「あ、あの、ありがと」

「どういたしまして」

　言って、両手を離し、背を向ける。

「さっさと逃げましょう、何だかわかりませんが、学校に私を狙ねらう連中が紛れ込んでいるようです」

「それは、少し違うかな」

　かちり、と、小さな、たとえば、撃げき鉄てつを倒すような音がした。

　私は振り返った。

　委員長の手には、無骨な大おお型がた拳けん銃じゆうがあった。何の冗談か、携帯電話のように、じゃらじゃらとストラップがついていた。大半が、デフォルメされた猫だった。

　銃口は額ひたいに、ぴたりとポイントされていた。

　まったくもって、わかりやすい因果関係だった。

「みんな、だよ。塚木さん」

　私の知る委員長の顔、声、そのままで彼女は銃を向けていた。

　銃口の持った微かすかな熱さえ、皮ひ膚ふで感じることができた。

　この距きよ離りでは、避けるのは難しいかもしれない。

「……どうして？」

「ずっと見てたから」奇妙に淡たん々たんと委員長が呟く。「みんな、わかってるよ」

　目線だけを下ろして、委員長を見る。

　一瞬、別の人間を思い出した。

　人形のような、夕ゆう凪なぎ。

　嫌になるぐらい、今の委員長と夕凪は似ていた。

　委員長の声で夕凪が、あるいは、夕凪の声で委員長が――錯さく誤ごでしかなく、

　実際には委員長の声で、委員長は告げる。

「塚つか木ぎさんは、『街』を、壊しに来たんだって」

　笑ってしまいそうだった。

「フフッ」

　実際に笑ってしまった。

「私としたことが、すっかり忘れていました」

　眉まゆ根ねを寄せる委員長、パールホワイトの眼鏡めがねフレームと、小さな顔と、全部が夕日に染まった。

　血ちの雨を、浴びたようだった。

「私は、異い邦ほう人じんで、旅人で、客人で――決して、街の住人ではない」

　本当に、似合わないことをした。

「委員長」薄く、微笑ほほえむ。

「なにかな、塚木さん」

「悪くありませんでしたよ」

　言葉の最中で体を捻ねじり額ひたいから銃じゆう口こうを外し、裏うら拳けんで拳けん銃じゆうごと委員長を殴り倒す。

　微かすかに遅れて引き金が引かれ、こめかみを掠かすめるように銃弾が一発、茜あかね色いろの空に向けて祝砲のように放たれた。

　頬ほおを伝い滴したたり落ちる一筋の血を拭ぬぐいもせず、落ちた拳銃を踵かかとで踏み砕くだいた。

　視線を持ち上げる。

　窓という窓から、ずらり、カラシニコフの銃口が突き出されていた。

　当たるものか、この距きよ離りで。もし当たりそうになっても、全て打ち落とす。

　私は背を向けて走り出す。

　こんな連中に構っている暇はない。

　誰だれにも、私の邪じや魔まをさせない。

　風の音と、己の鼓こ動どうの音と、長い髪かみが風になびく音が耳に響く。

　石の道を、橋を目指して、駆け抜ける。

　委員長の言葉は完全な真実で、散発的な銃撃が左右から後方から飛来した。

　建物の二階に、路地の隙すき間まに、銃口とそれを持つ住人の姿がある。

　主婦から老婆、小学生まで実にバラエティにとんだ連中だった。

　私は全力で疾しつ走そうしているにもかかわらず、彼らの銃撃は正せい確かくだった。

　命中こそしないものの、際どいところで外れて――避けて――いる。

　まったくの素人が動き続ける目標に銃弾を命中させるのは難しい。

　それを考えれば、住人の腕は悪くない。

　悪く、なさすぎた。

「……全員が、軍人？」

　途切れることない銃じゆう声せいの中で、私は呟き、すぐにその考えを捨てた。

　考えそのものが阿あ呆ほうらしかったことが一つ、もう一つは、橋が見えてきたことだ。

　古びた街に似合いの、古く、しかし頑がん丈じような橋。

　街の向こう側に渡るには、絶対にそこを通らなければならない。

　罠わなが、待ち伏せがあるなら、間違いなくそこだ。

　だからこそ、停止せず一気に突き抜ける必要がある。

　はずだった。

　私は、思わず足を止めた。

　私に無数の銃弾が降り注ぎ、ほとんど反射動作で『弦げん月げつの影』を振り回す。

　ばらばら、ばらばら、ばらばらと、鉄の雨のように銃弾が落ちていく。

「ああ」

　私は目を奪われる。



「来ていたんですね」



　全身が沸き立つような、髪かみが逆さか立だつような、電流のような衝しよう動どう。

　車くるま椅い子すに座った銀髪の少女を従えて、



　彼女が、そこにいた。



　茶色がかったショートカット、季節を無視した薄手のセーラー服、スカーフを失い開いた胸むな元もとから見える紅あかい傷きず痕あと、短いスカートから伸びた脚あしを包むニーソックス。

　風になびく汚れた包ほう帯たいと、

　燃えるような隻せき眼がんと。

　救いがたいほどの憎悪で私を貫き、行き場のない苦痛と終わりのない煩はん悶もんで己自身を貫く。

　そこが戦いの最さ中なかであることすら忘れて、私はゆっくりと、髪をかき上げた。

　

「蝶々ちようちよう――」

　

　私は彼女の名前を呼び、彼女もまた私を呼ぶ。

　否いな、渇かつ望ぼうと憎悪を混ぜて叫ぶ。

　

「塚つか木ぎ咲さ希きぃぃぃぃぃぃぃ――」

　

　私の黒い髪かみに、

　蝶々ちようちようの白い包ほう帯たいに、

　鋭い風が触れ、それは合図になった。



    

  
    
      



    

  
    
      


　二章　彼女は飛べない





「――普通の人間なら気付かずに通り過ぎてしまう。だけど、塚つか木ぎ咲さ希きや『月つき喰くい』の狼おおかみならば気付かずに入り込んでしまう。この結界はどうしようもなく不完全よ。本来防ぐべきは後者であるのに……ねえ、蝶々ちようちよう、聞いてるのかしら？」

　澄んだ声であたしの連れが言った。

　そこは、どこにでもあるアスファルトの上、寂さびれた国道の一つだった。あたしは錆さびの浮いたガードレールにもたれかかって地面を見ていた。

「ん、ああ、聞いてる聞いてる。で、地面から顔を出す紫の妖よう精せいさんがどうしたって」

　あたしは顔を上げて連れの顔を見た。

　ヴェルザンディ、女神を名乗る美しい女。

　絹の一枚布をドレスのようにまとい、蔓つるを編み上げたサンダルを履いている姿は古代の絵画から抜け出してきたようだった。

　実際、その容姿も絵画の世界の住人だ。

　金色の川のように流れる髪かみ、澄んだ海の色をした瞳ひとみ、パウダースノウみたいなきめ細かく白い肌はだ――生まれてから一度も、化粧なんてしたことはないのだろうし、その必要もないだろう。

　確かに綺き麗れいだけど自称女神はかなり危なくないか、とあたしなんかは思うわけだが、やってられないことにどうやら本当らしい。

　世の中って不公平なもんだ、まあ、わかってたことだけど。

「……あなたねえ」憂ゆう鬱うつと疲労を混ぜて二で割ったような溜ため息いき。そんな仕し草ぐさですら気品を感じさせるというのは、さすが女神ってところだ。

「全然、聞いてないじゃない」

「そっちがどうでもいい話をしてるからだろう」

　あたしはぼやきながら、さり気なく自分の姿を見下ろした。

　手入れができず傷んだ短い髪、軽い茶色を入れていたが、それも落ちかけでまだらになりかけていた。未いまだに上う手まく結べない包ほう帯たいで抉えぐれた左目を隠し、余った端は適当に肩かたにひっかけ、服装といえば、裾すそを短くしたセーラー服。スカーフは随分前になくしたままだ。

　足元に置いている着替えを詰めたリュックサックは色気もなにもない登山用。

　こいつに一週間ばかりつきまとわれていたけど、この差はなんなんだろうか。

　ヴェルザンディに至っては荷物一つ持っていないのに――そのくせ、金やら、物やらどこからともなく取り出してくる。

　あたしも炎ほのお以外にそういう魔法を習っとけばよかった。

「本当にあなたは」からかうようにヴェルザンディが笑う。「咲さ希きが好きね」

　両手がごく自然に動いていた。

　ポケットから折りたたみナイフを取り出し、片手で刃やいばを開く。

　噛かみ締めた歯が軋きしむ、体が動き刃が風を裂いて、ヴェルザンディの首くび筋すじでハサミのように交こう差さする。

「黙れよ」

　あたしを突き動かした感情に、あたしは名前をつけることができない、それは暖かくて冷たく、残ざん酷こくで優しく、とても醜しゆう悪あくなのに、どうしようもなく大切だった。

　フラッシュバックする記憶。

　嘲あざ笑わらう塚つか木ぎ咲希。

　彼女の名前が呪のろいのようにあたしを苛さいなむ。

　それは体の内側から針で突かれるのに似ている。

「あいつを、あたしは……」

　殺したい。殺さなければならない。

　精神がぎりぎりと締めつけられる、種たね火びに油を注ぐように、憎悪は燃え続ける。

「哀あわれな蝶ちよう」

　ヴェルザンディが囁ささやく。刃を怖れもせず、鼓こ動どうすら聞こえてしまいそうなぐらいに彼女は顔を近付ける。

　青の目があたしを覗のぞき込み、内側に捉とらえる。

　典てん雅がな笑みを崩さない女神、その瞳ひとみに映るあたしの姿はひどいものだ。

　本当に、ひどいもんだ、薄汚れてて、傷ついてて、地を這はう虫のようだ。

　一つだけ残った右目は、駆り立てた憎悪でぎらぎらと輝いている。

　塚木咲希、とあたしは無意識のうちに呟いていた。

「会いたいのでしょう」

　ゆっくり、と、ヴェルザンディが自身の指を持ち上げる。

　標しるべのように、指は道の先を指している。

　二ふた股またに分かれた道路、一つは、そのまま、国道の続き。

　もう一つは、石いし畳だたみの道に続いている。

　石畳とアスファルト、その境目に何があるわけでもない。

　しかし、普通の人間はそんなものの存在には気付かない。

　分かれ道になっていることすら気付かない。

　気付くのは、薄皮一枚向こう側の世界を認識する者たちだけだった。

　結界という技術らしいが、詳しいことは知らない。

　魔術師は普通知っているらしい。そしてあたしは魔術師の端くれだったりするが、知らないものは知らないんだから仕方ない。

　大体、あたしが魔術師になってまだ一ひと月つきと過ぎちゃいないんだ。

「いるわよ、あの中に、塚つか木ぎ咲さ希きはいる」

　女神は微笑ほほえむ、毒があるのに美しく、

　逆か、毒があるから、こいつはこんなにも綺き麗れいな顔をしているんだ。

　こいつ、ちょっと塚木咲希に似てるな。

　今更ながら、吐き気がした。

　誰だれか教えてくれよ、選択の余地なんて、どこにあるんだ？

「おまえはどうするんだよ」

　あたしはナイフを下ろし、刃やいばを収めてポケットに戻す。

「なにもしないわ」優ゆう雅がに広げる、両の掌てのひら。「全ては私の手の上にあるのだから」

　青い瞳ひとみの中にヴェルザンディの真意は映らない。

　溜ため息いきが漏れそうなぐらいに美しくて、そんだけ。

「ふん」

　鼻を鳴らし、あたしはヴェルザンディから離れた。

　踊らされているのは承知の上で、あたしは行くしかなかった。

「ごきげんよう、ごきげんよう、ごきげんよう、地を這はう蝶ちよう」



　街に入ってまず感じたのは、秋、いや、そろそろ冬のくせに暖かいこと。

　次にあたしはつま先で何度か石いし畳だたみを蹴けり、それがちゃんとそこにあることを確かめた。

「不ふ思し議ぎなもんだね」

　思わず呟いたが、返事をするような連れはもういなかったことを思い出して肩かたをすくめた。唇くちびるが歪ゆがみ、自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑みをつくっていた。

　周囲には石とレンガの建物、洒落しやれたつくりの街灯と西に流れる広い川。

　観光するには悪くなさそうな街だと思った。実際住むなら、まあ、どこでも一緒だろ。

　試しに、と携帯電話を取り出すと、圏けん外がいの表示。時刻は十時を少し回ったところ。

　こんなものを未いまだに持っている、我ながら未練がましい。

　何気なく、洒落た彫ちよう刻こくの入ったガードレールを蹴って、ふと、あたしは魔法の師匠を思い出していた。

　アロハにサングラスのへらへらしたおっさんだった。

　なんとなく、あのおっさんはこういう街が好きそうだ。

　表面上はへらへらしているくせに、心の奥ではどろどろした重苦しいところがある奴で、教える気がなかったのか、それとも単純にそういうのが苦手なのか、魔法の師匠としてはいまいちだった。

　魔法に関して、あたしが習ったことは皆無に等しい。

　印象に残っているのは一つだけだ。

『結局のところ、魔法に必要なのはイメージってやつさ』

　元となる『炎ほのお』はどこにでもある、あとはそれを、膨らませるだけだ。

　呼吸は酸さん素その燃焼、活動はエネルギーの燃焼、体温ですら熱、つまるところ、人は生きているだけで『炎』。

　イメージ――それは方向性と形なのだとあたしは理解した。

　だから、今ではこんなこともできる。

「シーゲル」

　小さく呟く、胸の傷が痛む、心が疼うずく。

　イメージ――だ。

　あたしの指先から、一羽、炎の蝶ちようが飛び、ひらひらと周囲を舞い、それを誰だれかに見られる前にあたしは握りつぶした。

「ま、進むか、とりあえず」

　言葉どおり、とりあえず、あたしは歩き出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　何をするにしても地理がわかっていなけりゃ話にならない。

　随分遠くに、橋が見える、とりあえず――また、とりあえずだ――そこを目指すことにした。

　飾ってはいるが、街は街、人が住んでいるのは当たり前で、人や車があたしの横を通り過ぎていった。

　土ど嚢のうを満載して走る軽トラック、映画でしか見たことのないような野や砲ほうをロープで引っ張る軽自動車。

　でかい銃じゆうを何丁も抱えたサラリーマン、スコップを抱えたエプロン姿のおばさん。

　どちらも人形のような無表情で、行進の見本になりそうなぐらい規則正しい歩き方だった。

　うん、当たり前の光景、

「いや、さすがにそれは違うだろ」思わず自分で突っ込みをいれてしまった。

　いったいなんだこりゃ？

　映画の撮影でもあるんだろうか……そんなわけない。

　あたしは少し考えたが、すぐにやめた。そのうちわかるかもしれないし、永遠にわからないかもしれない、別にそれでもあたしは困らない。



　遠い橋に少しだけ近付いて、あたしはその女の子に気付いた。

　街灯の傍そばで、置き忘れられた子猫のように、小さく、俯うつむいていた。

　くすんだ銀の髪かみをしていて、車くるま椅い子すに乗っていた、

　いっそ少女趣味なぐらいにフリルとレースで飾った白いドレスに、白と赤の長手袋をはめ、これから舞踏会にでも出かけるみたいな格好だった。

　あたしはその少女の元へと歩み、腰こしを屈かがめて声をかけた。

「なあ、あんた、大丈夫か？」

　桜の木が伸びるような、ひどくゆっくりとした動作で上がる顔。

「……夕ゆう凪なぎ？」

　五月の緑葉のような目は、焦しよう点てんがずれていた。幻でも見ているんだろう。

　そこに残っていたのは、困こん惑わくと不安。

「人違いだよ」あたしはゆっくりと、その何も見ない目を覗のぞいて告げる。「あたしは……『蝶々ちようちよう』って呼ばれてる」

　本当の名前を言おうかと思ったけど、言えなかった。

　ちくしょう、あたしも人のことは言えない。

　本当の名前を思うたびに、あたしは過去を見てしまう。

「ごめんなさい、ちょっと、ぼうっとしてたの」

　聞いているだけで胸が痛くなりそうな声をしていた。

「大丈夫よ、うん、私は大丈夫だわ」

　あたしの顔を見ていながら、全然あたしのことを見ちゃいない。

　あたしの声を聞いていながら、全然あたしの声を聞いちゃいない。

　やめてくれ、そんな目で見ないでくれ。そんな姿を見せないでくれ。

　思い出してしまう。失ったものを――フラッシュバックする記憶、幼おさな馴な染じみの記憶。

「ごめんなさい、失礼するわね、学校に行かないと、学校で夕ゆう凪なぎが待ってる、きっと、待ってるから。大丈夫、大丈夫よ」

　自分に言い聞かせるようにして、彼女はゆっくりと橋の方へ車くるま椅い子すを動かし始めた。

　その手つきはひどく不器用で危なっかしいものだった。

　一体、どこからそんな風にやってきたのか、手袋の赤は、血ちの色だった。

　指か、爪つめか、そのあたりが裂けているのだろう。

　あたしが捜しているのは塚つか木ぎ咲さ希きであって、こんな痛々しい子どもじゃない。

　事情もわからないし、放ほうっておくのが一番だ。

　のろのろと進む車椅子の背中は悲しいほどに小さく弱い。

「ああ、もう、ちくしょう！」

　あたしは二歩で追いつき、車椅子の取っ手を掴つかむ。

「送ってくよ、どこまで行きゃいいのさ」

「やめて」

　鋭い制止の声だった。彼女は顔を上げもしないまま、強く自分を抱きしめていた。

「わたしの車椅子を押すのは夕凪の役割よ」

　緩かん慢まんに首を持ち上げて上を向き、下から覗のぞき込むようにあたしを見る。

　はっきりと言おう、あたしはイライラしていた。

「嫌だ。あんたみたいに弱ってるくせに意地張ってる奴を見てると落ち着かないんだよ！　あんたは黙ってあたしに助けられてろ！」

　少し、驚いたような顔。新緑色の目があたしを見て、なんともいえない感情を宿す。

「変な人」

「知ってるよ」

　その女の子はようやく笑った、くすり、と、ほんの少しだけ。

「学園までお願い。まず、橋まで行って、そこからメインストリートを西の外れまで行けば着くから」

「ん、了解……そういや、あんた名前は？」

「わたしはね、音おと亜あ」

「変な名前だな」

「あなたも似たようなものじゃない」

「言うじゃないか」あたしも少し笑った。「さっきまでめそめそしてたくせに」

「ふん」音おと亜あは照れたようにそっぽを向いて唇くちびるを尖とがらせた。「ちょっと動どう揺ようしていただけですわ」

「動揺、ね。その夕ゆう凪なぎってのと、喧けん嘩かでもしたのか」

　返事はない。ころころ、と石いし畳だたみの上で車輪の音がする。

　ころころ、ころころ、両脇わきに立ち並ぶ古臭い建物を通り過ぎていく。

　時折あたしたちを追い越していく住人は規則正しい駆け足で、手に手に、同じ型の銃じゆうを持っていた。

　どんな銃だったか、思い出せそうで少しばかりその形を見ていた。思い出せそうで、微び妙みように思い出せない。

　それにしても、変な街だ。なんで当たり前に銃があるんだか。

「いなくなっていたの」

　ぽつり、と、唐突に音亜が言った。

「朝、目を覚ましたら、隣にいたはずの夕凪がいないの。キッチンにもトイレにもバスルームにも、家中を捜したけれど、どこにもいなかったの」

「わかるよ」あたしは頷うなずいた。「いつも隣にいた人が急にいなくなるってのは、なんだか悲しいよな。心を半分ぐらい、持っていかれたみたいだ」

　音亜が振り返る。すがるような眼まな差ざしがあたしを見上げる。石畳の上を進む車輪の音が少し乱れる。

「それから、蝶々ちようちようはどうしたの」

「何もできなかったし、どうにもならなかった」

　あたしは左目の傷きず痕あとを撫なで、右目を閉じる。鮮やかなまでに浮かび上がる幼おさな馴な染じみの姿。

　暗くら闇やみに浮かぶ小さな背中、気弱な微笑ほほえみ、たまに見せてくれた柔らかい笑顔。

　脆もろくて儚はかなかった――愛していた。

　あたしは目を開ける。血ちと傷に濡ぬれた音亜の白い手が伸びてあたしの頬ほおに触れている。

「わたし、その人に似てるの？」

「どうしてだよ」

「あなたが優しいから」

　言われて、あたしは肩かたをすくめた。

「あんまり……っ、と」車くるま椅い子すを止める。近場に薬局らしい建物を見つけた。

　まあ、それもレンガの無む駄だなぐらいに洒落しやれた建物で、銅版に『薬』と彫られた看板がなけりゃわからなかっただろう。

「ちょっと待ってて」

　音おと亜あを置いて、その建物の中へ、中は予想通り、店に入るとすぐにカウンターがあって、その奥にずらりと薬の並んだ棚がある一昔前の造りをした薬局だった。

　よくあるコンビニもどきのドラッグストアとは違って、客が薬を勝手に選べないので結構面倒くさい。

　店内を見回すが店員の姿はなく、カウンターから身を乗り出して呼びかけてみるが、それでもやっぱり姿は見えない。

　なら仕方ない。カウンターを乗り越え、奥の棚から消毒液と包ほう帯たい、絆ばん創そう膏こうなんかを適当に掴つかみ、またカウンターを越える。

　一応、代金を置いて、それから音亜のところへ戻った。

　五分にも満たない時間だった。音亜は、ぼんやり、と宙を見上げていた。

　多分、夕ゆう凪なぎって人のことを考えているんだろうと思った。

　あたしは軽くその肩かたを叩たたき、音亜をこっち側に引き戻す。

「手、借りるよ」

　正面で腰こしを落とし、音亜の手を取る。

　血ちで汚れた白い手袋をそっと外す。乾いた血がぺりぺりと音を立て、音亜が痛みに眉まゆ根ねを寄せる。

「しみたら言って」

　傷に消毒液を塗ぬりながら言う。

「ッ……しみるわ」

　さらに寄る眉根、細くなる目、体が硬こう直ちよくする。

「んじゃ、我慢して」言って、消毒を続ける。

　声にならない音亜の悲鳴。

「もっ、と、優しく、しなさい、よ」

「どうやっても、しみるもんはしみるんだから諦あきらめなって」

「……正論なんだけど、なにか納得いかないのはどうしてかしら」

「あんたも歳とし食えば理解できるようになるよ」

「わたしはもう、十四です！」

　はいはい、と流しながら、消毒を続け、傷に絆創膏をはる。一応持ってきたが、包帯を使うほどの傷ではなさそうだった。

「よし、これで終わり」最後の絆創膏をはって、屈かがめていた体を起こし、汚れた手袋を指の間に挟んで振る。「手袋はどうする、またはめとく？」

　頷うなずく音亜、絆創膏だらけの手の上に手袋を置く。

　慎重な手つきで、血に汚れた白手袋に手を差し入れた。

「この服、ね」満足そうに、音亜は綺き麗れいにはまった手袋を顔の前に掲げる。

「夕ゆう凪なぎが一番好きなの、とってもわたしに似合うそうよ」

　ちっぽけな手だ。握り締めたら、そのまま潰つぶれてしまいそうだった。

　人形というならば、それこそ、音おと亜あそのものが繊せん細さいな人形のようだ。

　薄い、小学生でも通りそうな彼女の体を見下ろして思う、

　十四歳って、あたしと大して歳としが変わらないじゃん。

「……こんなに小さいのに」

「ちょっと！　今、なにかとても失礼なことを考えませんでした！」

「いや、別に、ところで牛乳って好き？」

「あまり、匂においが苦手ですわ」

「飲んだ方がいいよ。色々大きくなるらしいから」

「やっぱり失礼なことを考えてますわね！」

「さて、どうだろうね」

　下らないことを言いながら、あたしはまた車くるま椅い子すを押す。

　黙っていた方が楽なんだろうけど、黙ったままじゃ、味気がない。

　ころころ、ころころ、石いし畳だたみと車輪の音だけじゃ、少し寂さびしい。



　そろそろ、橋が大きく見えてきた。

「あんた、その夕凪さんが好きなんだ」

　何となく、あたしは問うた。

「わからないわ」音亜は顔を伏せる。「好きな人は他ほかにいるの。でも、夕凪がいなくなって、とても落ち着かないの、あなたの言ったとおりよ、心の半分が消えたみたい……本当に、わけがわからない」

　深い溜ため息いき。

「一人の人だけをずっと思っていて、決して心が揺れなければ、もっと簡単なのに」

「どんな人、あんたが好きなのって」

　片手だけ外して、音亜の銀の髪かみを掌てのひらで撫なでた。

　子どもの頃、幼おさな馴な染じみにしてあげたみたいに、優しく。

　音亜の肩かたから力が抜ける。リラックスして、車椅子の背に体重を預けて、声が柔らかいものになる。

「綺き麗れいな人。雪のように冷たくて、氷のように透き通っていて、刃やいばのように鋭い人。わたしは時々、その人は別の世界にいるんじゃないかって思ってしまうの。ほんの一時、そこにいるだけの旅人みたいにね」

　体を背中に預けた分、顔が上を向いていて、彼女が澄んだ笑顔を浮かべているのが見えた。綺麗と、愛らしいと、両方を足して二で割ったような、

　守ってあげたくなるような笑顔だった。

　守ってあげたとして、その行為は、果たして正しいのだろうか――唐突な自問自答。

　鎖のように絡みついてくる過去と、何の役にも立たない後悔。

　あたしは幼おさな馴な染じみを守りたかった。大切だった、はずなんだ。

　そのために、あたしは敵をつくろうとした。クラスの一人を徹てつ底てい的てきに攻撃し、生いけ贄にえに祭り上げることで、残りの連中は結束できる。

　最低の手段だ。

　藪やぶをつついて蛇どころかドラゴンを出してしまったし、他ほかの意味でも褒ほめられたものではなかった。

　馬鹿、だった。

　死んでしまいたいぐらいに、馬鹿だった。

　がつん、と、車輪が大きめの石に乗り上げた。

「きゃっ」音おと亜あが小さく悲鳴を上げて、車くるま椅い子すの肘置きを掴つかんだ。

「あ、ごめん……」

　唇くちびるを尖とがらせて不満そうに見上げる音亜に謝って、今度は慎重に車椅子を押した。

「まったく、ぼうっとして、ちゃんとわたしの話を聞いてるの」

「はいはい」聞きすぎて、ぼうっとしたんだけどね。「悪かったよ」

　ころころ、ころころ、言葉に混ざって車輪の音。

　意味のない、ただの会話がとても楽しかった。

　凄すごく、久しぶりに、あたしはただのあたしに戻れた気がした。

　このまま、回れ右して、家に帰り、眠って、全部忘れてしまえばいい。

　戻れないことはないだろう。

　怒られるだろうけど、怒られるだけだ。

　もう一度学校に通って、普通に卒業して、普通に生きる。

「あたし、何やってるんだろ」

　誰だれにも聞こえないぐらいに小さな声で呟いた。



　帰りたい。



　だけど、そんな願いは幻に過ぎない。

　橋に到着して、学園へ向かうために方向を変えて、

　全ては、転うた寝たねの最中に見た夢のように消え去った。

　気付けば、周囲はなんだかよくわからないことになっている。

　建物のあちらこちらに銃じゆうを構えた連中が見えるし、そいつらは、揃そろいも揃って、大通りに銃じゆう弾だんを撒まき散らしている。

　誰だれかが放ほうり投げた手しゆ榴りゆう弾だんが爆発し、破片が舞い散る音がする。脇わきに逃げられないようにバリケードもあれば、爆発物もあったし野や砲ほうもあった。

　まるで、戦争でもしているような光景の中で、

　あたしの目を奪うのは、たった一つ。

　銃弾の嵐の中を、あまりにも悠ゆう々ゆうと歩く一人の少女。

　磁じ器きのように白い肌はだと夜を染め抜いたような黒い髪かみ。

　飾り気のない学校の制服がよく似合っている。



「あっ――あああ、あ」



　最初に、色が消えた。

　次には音が消え、最後に視界の全てが、そいつで埋め尽くされる。

　皮ひ膚ふに走る電流、逆さか立だつ髪、内側から溢あふれ出す熱。



　燃える。



　迷いが燃える、幻想が燃える、後悔が燃える。

　脳のう髄ずいの全てがあいつの姿に染まり、他ほかの全ては焼き尽くされる。

　幼おさな馴な染じみも、音おと亜あも、ヴェルザンディも、未来も、過去も――

「ああ――」あいつの声が聞こえる。

「来ていたんですね」あいつが微笑ほほえみを浮かべる。

「蝶々ちようちよう」あいつは残ざん酷こくなぐらいに美しく、

　優ゆう雅がなほどに恐ろしい。

　おまえは、どうして、そんなにも、



「塚つか木ぎ咲さ希きぃぃぃぃ」



　それは爆発のイメージ。胸に刻まれた傷きず痕あとが赤く輝く。

　あたしの意思が、世界を塗ぬり替えていく、酩めい酊ていにも似た感覚。

　両手が当たり前のようにナイフを取り出す。

　刃先に赤い火を灯ともし、あたしは駆ける。

　石いし畳だたみの上に傲ごう然ぜんと立つ黒と白の姿、無む慈じ悲ひな氷の女王にも似た塚木咲希へ。

　長いその黒髪をなびかせ、塚木咲希が両腕を広げる。

　迎え入れるように、誘うように。黒くしなやかな腕と雪ゆき細ざい工くの指先。

「殺してやる、おまえだけは、おまえだけは――！」

　唐突に始まった銃じゆう撃げき戦せんの中で、塚つか木ぎ咲さ希きは歩く。

　闇やみのように黒いその姿が、ひどく、眩まぶしい。

　銀のように白いその顔が、ひどく、おぞましい。

「『シーゲル』！」

　胸に刻まれた文字の名前を叫ぶ。叫びが引き金となり魔法が動く。

　足の裏で小さな爆発が起こり、それに乗ってあたしは跳ちよう躍やくする。

　両手のナイフを逆手に構え、己を一つの矢へと変える。

　だが、塚木咲希は動こうともしない。

　ただ、鋭えい利りに微笑ほほえむだけだ。

　吐く息すら炎ほのおのように熱く。ただ一つの目を開く。

　肉にく薄はくする体二つ、十字を描く赤い閃ひらめき、風の焼ける音。

「『シーゲル』！　火の国の魔剣を擬し、咆ほう哮こうする灼しやく熱ねつとなれ」

　ナイフに宿る炎が激しさを増し、炎の剣を模かたどって薙なぎ払う。

　タイミングをずらした二度の横薙ぎ。

　ダンスのステップでも刻むように、塚木咲希の体が揺れる。

　流れる髪かみに膨らむスカート、ただの回避動作ですら、風に乗った黒い花のように見えて……見とれて、しまいそうで。

　あたしはやっぱり、おまえが、

「大嫌いだ！」

　体を捻ねじり、塚木咲希を追ってナイフを振る。

　塚木咲希はゆらり、ゆらりと、避け続ける。

　二度の攻防で、互いの位置が入れ替わる。

　塚木咲希を挟んで、橋と音おと亜あが見えた。

　その瞬間に、理解する。

「おま、えっ！」

　今のは攻防なんてもんじゃない、あたしが突っかかっただけだ。

　塚木咲希は戦う気などない。

　相手にされてない。

　この女はあたしを相手にしていない！

「なめる、な……」

　裂れつ帛ぱくの気合、喉のどが裂けるほどの咆哮。

　そっちがその気なら、あたしが無む理り矢や理り、相手をさせてやる！

　ナイフにまとわりついた炎ほのおの形を変える。

　イメージを注ぎ込む。

　あたしの、名前。塚つか木ぎ咲さ希きがつけた、あたしの名前。

「あたしを見ろ！　塚木咲希！」

　ナイフから飛び立つ、炎の蝶ちよう。

　無数の赤い蝶が、羽を広げて、塚木咲希の周囲を回る。

　触れれば、燃やされる。

　塚木咲希が足を止める。

　その理由は、恐れではない。

「なかなか綺き麗れいですね。夕焼けに負けない、いい赤です」

　蝶を愛めでるように、蝶を求めるように、指先を伸ばす。

　ずきりと、左目が痛んだ。

「なら、そのまま燃えろ！」

　一斉に、蝶を動かし塚木咲希に突っ込ませる。

「本当、愛いとしいほどに健けな気げな人」

　からかうように、綺麗な声。

　指先を突き出したまま、艶つややかに笑んだまま。

　塚木咲希は――

「やめて蝶々ちようちよう！」音おと亜あが叫んだ。

　塚木咲希の直前で、蝶が、止まる。

　止めたのはあたしで、止めさせたのは、あいつだ。

「やめて、わたしの好きな人を、殺さないで」

　哀あい願がんする、幼い声。

「……あんた、馬鹿か」

　好き？　こいつが？　何言ってんだ？

　正気か、音亜。

　ナイフの柄えで、こめかみを突いた。スイッチでも入ったかのように、笑いがこみ上げてきて、哄こう笑しようが高らかに夕焼け色の空を焼く。

「こんな、生きた地獄を好きになってどうするんだ！」

　あたしはどんな目をしていたのだろう、音亜は息を呑のみ、車くるま椅い子すが僅わずかに下がる。

「別に、あなたが心配することでもないでしょう」

　焼けつくような哄笑すら、一瞬で消し去る、冴さえた響き。

　ほんの何秒間か、塚木咲希から意識が外れていた。

　塚木咲希は、どうやったのか、隙すき間まもないほどに密集した蝶をかいくぐっていた。

　無意識の動どう揺ように魔法が乱れる。炎ほのおの蝶ちようが形を失って散る。

「それに、逃げないと、あなたもやられますよ」

　蝶を求めるように突き出された指先は、そのまま、あたしの背後を指していた。

　ざっ、ざっ、ざっ、と足音がする。

　首だけで後ろを見る。

　揃そろいの銃じゆうを構え、能のう面めんのような表情をし、隊たい伍ごを組んだ制服姿の少女たち。

　箱に並んだ菓子のように、一糸乱れぬ、無機質な行進。

　思わず、絶句する。連中が全員、どこかの軍服にでも身を包んでいたなら、まだ、納得できたのに、どう見ても、あたしと同じ年頃で、ブレザーの制服姿なんだ。

　塚つか木ぎ咲さ希きが走り出すと同時に、少女たちが足を速める。

　あたしは正気を取り戻す。

「なんだってんだ、この街は！　戦争でも――」

　いきなり頭を抱えたくなった。

　そういえば、それらしい準備をしてたような気もする、ってうか、おもいっきりやってた。さっきも見た！

　他人事だと思って全力でスルーしてた！

「常識的に考えてありえないだろ！　戦争してんのかこの街は！」

　それも、塚木咲希を相手にか。

「最悪だ！」

　髪かみをなびかせ遠ざかる塚木咲希の背中に毒づいた。

「ちょっと、咲希、蝶々ちようちよう、これは何事なの！」

　あたしよりも立ち直るのが遅かった音おと亜あは、塚木咲希の走り去った風に銀の髪を揺らして叫ぶ。

「あたしに聞くな！」

　反射的に怒鳴り返していた。

　音亜の車くるま椅い子すを引っつかみ、塚木咲希を追いかける。

　ちりちりとした背中の悪寒。銃口の圧力。

　なんだあの連中、追いつかれたらどうなる、っていうか、どう考えてもやばい！

「ほんっとうに、ほんっとうに、最悪だ、これだから塚木咲希は！」

　疾しつ走そうし、橋の上を進む、学園とは逆方向だがこのさいどうしようもない。

　幸い、後ろの連中は撃ってくる様子はない。

　橋の上にも誰だれも……なんで、いないんだ？

　先行する塚木咲希はそれを疑問に思った様子もなく、迷わず進んでいく。

　迷わない、というよりは、あれか……焦ってる？

　そういえば、あいつの傍そばにいた白い狼おおかみがいない。

「ねえ、蝶々ちようちよう――」

「黙ってろ、舌した噛かむぞ」

「わたし、凄すごく恐こわいことを思いついたんだけど」

「だから黙ってろって！」

「映画でこんなシーンを見たのよ、主人公はやっぱり橋の上にいて、追っ手がかかってた、逃げ場のない橋の上で」

「言うなよ、あたしもそんな気がしてしょうがないんだから」

　自然と、唇くちびるが吊つり上あがるのを感じた。皮肉な笑みの形をつくる。

　本当に、本当に、何も感じてないのか、塚つか木ぎ咲さ希き？

　小さくなる背中に向けて、あたしは問いかけた。

　そして予想通り、橋が、爆破されて、あたしたちは宙に投げ出される。



　音おと亜あを庇かばうように抱きしめ、重力に身を任せる。

　さっきまで橋だった残ざん骸がいが、あたしたちを追い抜いて、川の中へと落ちていく。

「お願いがあるの」

　抱きしめた小さな体。微かすかな温ぬくもり、銀の髪かみの感触と、心しん臓ぞうの音と。

　ああ、どこか懐かしい感触。昔もよく、泣く幼おさな馴な染じみの彩あやを、こうやって慰めた。

「なんだよ」

「夕ゆう凪なぎに会いたい」

「いいよ」

「お願いよ、本当に、お願いよ」

「いいよ、約束する」気軽に、言ったものだ。

「わかった、信じる。お願いね、蝶々――わたしを、夕凪に会わせて」

　やめてくれよ。

　大きな水柱を立て、あたしたちは水の中に落ちていく。

　水みな面も越しに見る夕暮れは、薄い靄もやに覆われた別世界のようで、

　世界は、こんなにも……

「綺き麗れいなのに」

　どうして、あたしは、

　水を吸った服が重く、石のように纏まとわりついて沈み行く中で、白い光に包まれて、

　あたしは意識を失った。



　気がつけば、暗くら闇やみの中で土の匂においに包まれていた。少し遅れて、木の匂いがした。旧ふるく、どこか懐かしい木の匂においがした。

　あたしは橋を壊されて、川の中に落ちていったはずだ……

　ひょっとして、死んだ？

　ここ、地獄？

　あー、死んだのかー、まあ、それもいいか、どうせ、下らない人生だ。下らない終わり方もお似合いだろ――塚つか木ぎ咲さ希き――不意に、その名前が浮かぶ。

　意識の闇やみに浮かぶ、あいつの笑顔。

　闇の中でなお暗い闇の姿、艶つやっぽい濡ぬれた鴉からす色いろの髪かみ、薄く鋭く、赤い唇くちびる。

　嘲あざけりすらない、ただの笑み。無む価か値ちなものを見るような、ただの笑み。

　あいつが、あたしに、向ける笑み！

　まだ、死ねない。あいつを、殺さないと死ねない！

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうを見る、血けつ流りゆうを聞く、胸に刻まれた魔法の文字が脈打つ。

　あたしは、まだ、生きている。

　声にならない声。微かすかに動く唇、鉄でできているかのように重い右目の目ま蓋ぶたを、強引に持ち上げる。

　眼球だけを動かして自分の状況を探る。

　あたしは土の上に寝ていた。薄いセーラー服の布地越しに感じる土の感触、柔らかく、少し湿っていて、墓場みたいに冷たい。

　どこか、森の中なのか。周囲には無数の樹じゆ木もく、厳密には根と少し上ぐらいまでが、見えた。奇妙なぐらいに木々の色は悪く、灰色がかっていた。

　生きている、意識もある、だけど体は動かない。

　別にどこか痛いわけでもない、ただ、肉と骨ほねの全てが鉛なまりになってしまったみたいに、動けなかった。

　ある意味、死んでるのと変わらない。

「おや、目が覚めたみたいだね」声は死角からした。ぐるり、とあたしの横を回りこんで姿を見せたそいつは、

　一匹の、赤い狼おおかみだった。

　燃え盛る炎ほのおに似た輝く毛皮と知性的な深く、色の濃い瞳ひとみ。

　大きな口に咥くわえた小さな林りん檎ご――ただし、灰、いや、鉄の色をしている――を土の上に置いた。

「少しだけだよ。少しだけ食べるんだ。そうすれば、すぐに動けるようになる。食べすぎちゃだめだ、帰れなくなってしまうからね」

　言って、赤い狼は爪つめの先で灰色の林檎を転がす。

　ころころ、ころころ、転がった林檎はあたしの口に当たって、ほんの僅わずか後ろに戻って静止した。

　あたしは錆さびたシャッターをこじ開けるようにして口を開け、灰色の林りん檎ごを、一口、歯の先で削り取るようにして食べた。

　小さな欠片かけらが胃の腑ふに落ちると同時に、赤い狼おおかみの言葉どおり、少し楽になった。

「やれ、やれ、しんどいな、まったく」

　大きな溜ため息いきを吐ついて、愚ぐ痴ちを零こぼした。激しく動かせないものの指先の感覚も戻ってきている。

　もう一口だけ、あたしは灰色の林檎を口に含み、そこで、終わりにした。

　食べすぎない方がいい、というなら、きっとそうなんだろう。向こう側にあたしを騙だます理由はないし、危害を加えるつもりなら、チャンスはいくらでもあった。

　そもそもあたしは巻き込まれただけだ。他人に恨みをかうようなことは……してない、と思う、多分。

「それぐらい食べれば充分だ、しばらくしたら立てるようになるよ。君は魔法使い、こっち側への適応は早いさ」

「おい」

　あたしは首を動かし、上目遣いに赤い狼を睨にらむ。

「あんた、誰だれだ。どうして、そんなことを知ってるんだよ」

「名乗るほどの者じゃあない。ただ、ボクは少しばかり塚つか木ぎ咲さ希きのことを知っていて、彼女に付ふ随ずいする諸もろ々もろもついでに知っている、それだけ」

　そろそろ、と、指先を動かす。じんわりと、たとえば温かいお風呂に浸つかったときのように、末端から中心へ微かすかな痺しびれと痛みが伝わる。

「だから、当然君のことも知っているよ……うん、ここは本名よりも『蝶々ちようちよう』と呼ぶべきかな。君は塚木咲希に名付けられてしまって、塚木咲希に憑つかれてしまって、塚木咲希の暗黒に取り込まれたあげく、『蝶々』以外の誰でもなくなってしまったんだから」

「知った風な口を利くじゃない」

　一瞬、あたしは口ごもる。

「否定は、できないけどさ」

「ボクは」と、赤い狼が微笑ほほえむ。口の端が吊つり上あがり、目の端が少し垂れた。

　なんだか噛かみつく直前にも見えたが、まあ、微笑んだんだろうと思う。

「けっこう好きなんだよ、君のこと」

「……ケダモノにそんなこと言われてもこっちは困るんだけど」

　寝転んだまま、あたしは小さく肩かたをすくめた。

　赤い狼は嬉うれしそうに一度尻尾しつぽを振る。

「そういうところが好きなんだ。とっくに狂ってるくせに、塚木咲希と同じ場所に行けば楽になるくせに、最後の一線だけは越えずに足あ掻がいている」

　ぎちり、と、空っぽの左目が痛んだ。

　眼がん窩かの中を虫が這はいずっているような、凄すさまじい痛つう痒よう感かんと苛いら立だち。包ほう帯たいの奥に指を突っ込んで、傷口を抉えぐるほどに掻かき毟むしってしまいたい。

「少し、妬やけるね。君は塚つか木ぎ咲さ希きのために刻こく印いんを受けた。胸には証あかしが、失われた瞳ひとみには傷を、魂には魔法、それがどんな意味を持っているのか、君は確かに理解したうえで、それでも塚木咲希を選んだ」

　やめろ！

　痒かゆい、痒い痒い痒い痒い、疼うずいて、痛くて、痒くて、

　熱い。

　胸の『シーゲル』が淡あわく輝く、魔法が強引に体温を調整し血けつ流りゆうを速める。ほんの一瞬だけ神経を焼き、文字通りの純粋な苦痛が全身を走り、その苦痛から逃れるために膨大な脳のう内ない麻ま薬やくが分泌される。

「くあっ、はっ、ああっ、あっ――」

　荒い息が漏れる、肺が火の塊になったみたいに熱く、目に自然と涙が浮かぶ。

　明めい滅めつする視界、赤と黒、像を結ぶ。

　長い髪かみをなびかせ鞭むちを持つ女、黒いセーラー服を着た白い肌はだの女、彫像のように綺き麗れいで氷のように冷たい女。

「呪のろいか、それとも恋こいか、君は本当に難儀な生き方を選んだ」

「黙れ！」絶叫、塚木咲希の幻影を振り払う。

　四つ足の獣けもののように後ろ足で地面を蹴けって、赤い狼おおかみに飛びかかる。

　左手を首に回す、右の手で頭を掴つかむ。

　弾力のある硬さを持った赤い毛皮、獣の肉体に染み込んだ血ちの匂におい、悲しみに満ちた赤い瞳。

「焼け死ね、駄犬」

　胸の傷きず痕あとが赤い輝きを発する。魔法があたしを炎ほのおにつくりかえる。

　口元だけの笑み、右目にぎらつく敵意、凶暴な衝しよう動どうが胸に渦巻く。

　赤い狼は身動みじろぎ一つせずに告げる。

「この場所での激しい感情の動きはもろに体へ作用する。今のように鋭く動ける場合もあれば、その前のように古傷が疼くこともある、気をつけたほうがいい」

「ご忠告、ありがとう」

　皮肉を告げる、体の中で昂たかぶる炎を別の形に変えて体外へ向ける。

　破壊するイメージ。

　何も迷う必要はない、塚木咲希の顔を思い浮かべればいい。

「『シーゲル！』、火の国の巨きよ人じんに――」

「そんなに、自分を傷つけなくていいだろう」赤い狼おおかみが慰めるように、鼻先をあたしの首くび筋すじに擦こすりつけた。

　急な、優しい仕し草ぐさ。

　イメージが乱れて炎ほのおがぶれる。魔法が、失われる。

　脳の奥に鈍どん痛つう、魔法に失敗した負荷だ。

「そんなこと、あんたに言われる理由はない」

　赤い瞳ひとみから顔を逸そらして吐き捨てた。

「そうだね」

　子どもに言い聞かせるように、ゆっくりと赤い狼が頷うなずいた。

「それだけ動けるなら、もう大丈夫だろう。さあ、行こうか」

「……どこへだよ」拗すねたような声になっているのが、自分でわかる。

「彼女――君たちが音おと亜あと呼ぶ少女のところへだよ」

　そうだ、音亜だ。

　あたしは思い出して、ふと、根本的な疑問を抱く。

　ここは、どこだ？　なんで橋から落ちて、こんな場所にいるんだ。

　あたしは周囲を見渡し、

　言葉を失う。

　多分、地球のどこにも、こんな場所はないだろう。

「ここは『鉄てつの森もり』と呼ばれていた」赤い狼は告げる。

　その名前の通り、立ち並ぶ樹じゆ木もくは、鉄の色をしていた。

　深く、深く、あたしの周囲に、森は広がり続けていて、そのまま世界の果てまで広がっていそうだった。

　風は吹かず、空は重く、土は冷たく。

「終末を告げる狼とその一族が住まう森だったんだ、今はもう、何もない。ただの、夢の跡だ」

　獣けものの声はない、鳥の声はない、虫の声はない。

　赤い狼は、鼻先で森の先を指して告げる。

「では案内しよう、音亜がいる、この『鉄の森』の中心へ」

　鼻先で、森の奥を指し、歩き出した。

　ここでも、選択の余地なんてあたしにはなかったわけだ。

　すっかり重さの消えた体で立ち上がり、自分の体の感触を確かめるように土の地面をつま先で軽く突く。

　つま先の形に抉えぐれる土、イメージどおりに動く体、あたしはずれていた左目の包ほう帯たいをなおして、余った端を肩かたから後ろに流した。

　次に、ポケットに触れて、ナイフがあることを確認する。

　問題ない、すぐにでも、戦える。

　あたしは左目の包ほう帯たいを撫なでて、赤い狼おおかみに続いた。



　ここが死んだ森だというのは、歩いているうちに、嫌というほどにわかった。

　歩く土の感触から、吸う空気から、命の存在を感じることはなかった。

　鉄てつ錆さびのような臭においと、異常なまでに冷えきった空気だけは嫌になるほど感じていた。

　黙々と歩く、赤い狼の揺れる尻尾しつぽを眺めて、胸きよう中ちゆうで溜ため息いきを吐つく。

　沈黙は苦手だ。こんなことならヴェルザンディがいたほうが……よかった、とはいえない気がする。

「なあ、おい、何か喋しやべれよ」

「恋人募集中」一瞬足を止め、またすぐに歩き出し、赤い狼が呟いた。

「好みのタイプは報われぬ想いに身を焦がす隻せき眼がんの少女だよ、そういう女性に心当たりがあったら是非ともボクに紹介して欲しい」

「もうちょっと役に立つこと喋れよ、馬鹿らしい」

　軽く、つま先で狼の腹を小突いた。

　くすぐったそうに顔を歪ゆがめて耳を動かす赤い狼、ふふっ、と軽く笑って、

「魔法とは――」急に真顔になった。「本来、人間のものではない。人間が人間以外の真ま似ねをしようとして足あ掻がいた、妄もう執しゆうの結晶だ」

　淡たん々たんとした、語り。

「それは強すぎる薬に似ている。当たり前だが、常用するものではない」

「たとえば、体に刻み込むようなもんじゃない」

　あたしは言こと葉ば尻じりを引き取って呟く。制服の布地越しに、赤い傷きず痕あとを撫でる。

　シーゲル。太陽の文字。

「その通りだ。普通は誰だれもやらない。薬は必要なときに使うもので、常用すれば体を蝕むしばむ」

「もう一度言ってやる、あんたには関係ない」

　突っぱねる硬い声、赤い狼は気にせず続ける。

「君はそういうことをしているんだ。簡単に、強い力を手にした、でもそのうち君自身が魔法に奪いつくされてしまう。燃え続ける蝋ろう燭そくと同じだ。最後に、君は大きな力が使えるようになるだろう。蝋燭の炎ほのおは燃え尽きる直前が一番激しいように」

「ほっといてくれ……あたしはそれを承知で魔法を欲したんだ」

　傷つけられた幼おさな馴な染じみのために、どこにも行けなくなってしまった、あたしのために、

　命の時間を、燃やし続ける。

「君に残った時間は、そんなに多くはない。炎ほのおが消えるときはほんの一瞬、ふっ、と揺らいで、それで終わりだ。そうなる前に、手を引けばいい」

「できない」

「できるはずだ」

　強い語ご気き、断言する赤い狼おおかみ。垣かい間ま見えた感情は、怒りにも似ていた。

　あたしは足を止めた。気配だけを察して、赤い狼も一歩先で立ち止まり、

　どうした、と聞くように首だけで振り返る。

　何も言わず、ひょいと赤い背中に腰こし掛かけた。

　薄い布地越しに毛皮の感触と体温を感じた。

「やめろよ、そういうの」

　自分の声が、他人の声のようだった。

「今更、虫がいいだろ。あたしはこれでいいんだよ」

　背中の毛に指を絡めて、顔を伏せて、目を閉じる。

　赤い狼は、それからはもう、何も言わなかった。

　あたしは背中に揺られて、少し、昔のことを思い出していた。

　大した話じゃない、あたしの身長がまだ半分ぐらいだった頃の話で、幼おさな馴な染じみの話だ。



　彩あや。幼馴染の名前。いろどり、という名前の割に地味な女の子だった。

　小さなあたしたちは、小さな公園で、小さな犬を飼っていた。どんな犬だったかはもう覚えていない。ただ、捨てられた小さな犬に、あたしたちは毎日餌えさをやっていた。

　飼う、というほど、大したことではない。ままごとのようなものだった。

　ままごとの終わりは、あっさりとやってきて、

　ある日、小さな獣けものは死んだ。なにか、斧おののようなもので、首を切り落とされていた。

　落ちた首の恨みがましい目だけは、奇妙に、強く覚えている。

　彩は泣かなかった。ただ、呆ほうけたような顔をして、呟いた。

「命って、脆もろいね」

　獣の骸むくろよりも、彩の言葉にこそ、あたしは強く、『死』というものを感じた。

　何かが死ぬということが、どういうことなのかをそのときに理解した。

「こんなに簡単に、消えてなくなる」

　服が汚れるのも構わず、彩は犬の首を両手で抱きしめた。

　失われた命を嘆くように、そうして暖めてれば、また、取り戻せるように。

　結局、犬は死んだままだった。彩は泣かなかった。あたしは見ているだけだった。

「帰ろうよ、もう、陽も落ちた」

　あたしが言えたのは、そんな、馬鹿みたいな台詞せりふだけだった。

　次の日、

　彩あやがどこかから二本のナイフを持ってきた。

　後になって知ったことだが、他界した祖父の趣味はナイフの収集だったらしい。

　折りたたみ式で、先端が鋭く尖とがった細身のナイフだったが、小さなあたしたちには、それは随分大きく見えた。

「あげる」彩がそう言った。

　どうしてナイフを持ってきたのか、どうしてナイフを持つことにしたのか、どうしてあたしにナイフをくれたのか、何一つ教えてくれなかったし、何一つわからなかった。

　昔のあたしは恐る恐るナイフを受け取った。

　鋼は、ひどく冷たく、ひどく重たかった。

「……ありがと」答えて、彩の手を握った。

　柔らかく、暖かく、でも、今にも壊れてしまいそうな手だった。

『命って、脆もろいね』

　彩の言葉が頭の中をぐるぐると回っていた。

　それきり、二度と、犬の話は出なかった。

　今も、そのナイフはあたしの手元にある。

　使うことはなかったし、使おうと思うこともなかった、ずっと、ずっと、

　何年も経たって、中学校に入って、入学式の日、学校の裏庭にあった桜の木の下で、

　闇やみと夜で編み上げたような、彼女の姿を見るまで――



　あたしは目を開けた。

　赤い狼おおかみの背中の上にいて、『鉄てつの森もり』の中にいた。

　ああ、そうだ……あのときの彩の言葉と、同じ匂においがするんだ。

　ここには、死の匂いが満ちている。

　それで、昔のことを思い出したのだろう。

　赤い狼の首くび筋すじに手を伸ばし、そっと、撫なでる。

　毛皮の手触り、肉の感触と、血けつ流りゆうの音。感じる体温。生きている証あかし。

　だけど、この狼からもまた、ひどい、死の匂いがした。

　生き急いでいるのか、死に急いでいるのか、絶望的な、何か。

「着いたよ」赤い狼の呟きと共に、

　前触れなく、

『鉄の森』が開けた。

　今までの加速が嘘うそだったみたいな静かさで赤い狼が停止する。

　あたしは赤い背中から降りて、それを見た。

　一際大きな、そびえる鉄色の木。

　

　その陰にいる、音おと亜あの姿。

　

　華きや奢しやな体に白いドレスを纏まとい、緑の瞳ひとみを閉じて、赤あか子ごのように全身を丸めて、

　半透明の輝く繭まゆで包み込まれていた。

「なんだよ、これ」

「終わろうとしているのさ」赤い狼おおかみも同じように繭を見ていた。

　違う、赤い狼が見ているのは、

「それとも、始まろうとしているのか」

　繭のすぐ傍そばでまどろむ、白はく銀ぎんの狼だ。

「ここが我々の始まる場所だった。ここで終われるならば、ボクたちはまだ幸福だったかもしれない――生き続けるよりも、よほどに、救いがあったはずなのに」

　嘆きのようにその声は響き、白銀の狼が目を開けた。

「もはやそれすらも、望ぼう外がいの歓かん喜き」

　ほんの一瞬、救いがたい虚無の色を、赤い狼に見た。

　それが、赤い狼の全てだと、今、気がついた。



    

  
    
      



    

  
    
      


　三章　彼女は人形になりたい





　気付いたときには、足場が崩れていた。爆発音を聞いていた。

　多少なりとも予期していれば対応も取れただろうが、完全に体勢を崩してしまって何もできなかった。

　できたとしても、足場はおろか、『弦げん月げつの影』を引っかける場所すらなかった。

　計算された、見事な橋の落とし方だ。

　眼下に広がる夕焼けを反射した水みな面もは炎ほのおを溶かした水のようだった。

　落下の衝撃は思ったほど強くはなく、かき回されて白く濁った水の中に沈んでいく。

　どぼん、上から誰だれかが見ていたら、噴水のような水柱が見えただろう。

『弦月の影』を皮ひ膚ふの上に戻し、沈みながら私は腕組みをした。

「ここで橋を落としたと、いうのはどうしてでしょうか。東西を行き来する手段が橋しかない以上、橋を落とすという選せん択たく肢しはそもそもがありえない。待ち伏せですらなく、いきなり爆破した理由？」

　実際にはこんな明めい瞭りような発音ではなく、ごぼがぼ、という音だけだった上に、水を飲む破目になったのですぐにやめた。

　川底に触れた体。水の中で扇のように広がる長い髪かみ、唇くちびるの端から零こぼれていく泡。

　遠い水面の向こうには、赤い光が見えた。

　ばらばらに広がる髪を掌てのひらで押さえ、赤を見上げる。

　……いつまでもこうしていても仕方がない、さっさと、岸に上がってしまおう。

　流れに逆らわず、斜めに横切るようにして、私は対岸に向かった。



　緩やかな傾斜を描く川の壁をよじ登り、道の上に体を投げ出す。

「ふぅ」

　溜ため息いきを一つ、さすがに、体が冷えた。何が悲しくて十二月に川を泳がねばならないのだろうか。

　こめかみから頬ほおを伝い顎あごの先から滴したたる水滴をなぞり、周囲を見渡す。案外長い時間、川中にいたのかもしれない。夕日は既に半ばまでを地平線に隠していた。

　西側の、どこかだろう。目の前には道路と、その向こうには石の建物が並んでいる。

　落ちた橋のあたりまで戻るか、このまま斜めに突っきるか？

　しかし、さすがに細かい道筋まではわからない。運悪く迷えば、それこそ間抜けだ。

　誰だれかに道を教えてもらえればいいんだが。

「あなた、私に道を教えてくれたりしますか？」

　と、川から姿を出して寝転がるや否いなや、カラシニコフを突きつけた幼い――小学生だろうご丁寧にランドセルまで背負っている――少女に言った。

　体たい躯くに比べてカラシニコフは不釣り合いに大きく見えたが、その姿勢にぶれはない。

「いいえ」無表情に、機械的に、彼女は答えた。

　もし、相手が人間ならばそこに震えや怯おびえを見て取ることができただろう。

　たとえ銃じゆうを突きつけていても、別にそれが、有利であるわけではない。

「では仕方ありません」

　言いながら、ゆっくりと立ち上がる。水を吸った服が肌はだにぴったりと張りつき、末端から雫しずくを落として、道路を濡ぬらす。

「動くな」

　無視する。

　額ひたいと頬ほおに張りついた髪かみをかき上げたかったが、さすがにこめかみの銃が邪じや魔まだ。

「動けば撃つ」

　ここで動けば、少女は引き金を引かざるを得ない。

　だからこそ、髪をかき上げる。

　少女が引き金を引く。

　僅わずかに頭を下げる。銃口と頭部の間にできた僅かな隙すき間ま、全神経を集中させる。

　コマ送りの時間。

　撃げき鉄てつが薬やつ莢きようを叩たたき、火薬が爆発して弾頭に推進力を与える。

　体重を移動させ体を傾ける、銃口と頭部の隙間を広げる。

　弾頭はライフリングされた銃身を抜けて、充分に加速し、銃口を抜けて飛来する。

　遅れて銃声を聞いた。

　握り拳こぶしが、銃口と頭部の間にあった。

　私は少女を見下ろし、拳を開く、握りつぶされた弾頭が落ちる。

「残念」

　開いた拳で銃を払い、入れ替わるように前に出る。

　そして、がら空きの首くび筋すじに手刀を叩き込んだ。

　骨ほねが折れる音でもなく、肉が潰つぶれる音でもなく、枝の折れるような奇妙に軽い音がして、少女が倒れていった。

　首は、九十度をこえて曲がっていた。

　やりすぎた、が、仕方ない。

　他ほかの連中に見つかる前に移動しなければならない。

　少女の骸むくろに背を向け、そのまま、路地の中に身を隠そうと歩き出す。

　銃じゆう声せいは三度した。

　新手？　だとしたら、まったく、気配も足音も聞こえなかった。

　跳び退すさり、銃声がしたほうを向く。

　闇やみに紛れるような紫の瞳ひとみと、闇にも鮮やかな赤いリボン。

　硝しよう煙えんが立ち昇る銃口をこちらに向け、制服姿のまま夕ゆう凪なぎが立っていた。

「怪け我がはないようですね、塚つか木ぎ咲さ希き」

　夕凪の声と共に、

　私が首をへし折ったにもかかわらず立ち上がり、銃を構えていた少女が、頭を撃ち抜かれて、もう一度、ゆっくりと倒れていった。

　零こぼれる血ち、弾はじけた肉――ビスクドールの欠片かけらのように、白い、砂になって消えていく。

　後には、頭部のかけた、骸が、

　人形の残ざん骸がいがのこった。

　ここで、人形？

　ひとまず疑問を脳の片隅に押しのけ、私は濡ぬれた髪かみを後ろに押し上げ、口を開く。

「どうやら、助けられましたね」

「感謝は不要です。夕凪にはまだ塚木咲希が必要なのです」

「どうして？」

「無論、戦力としてです」

「なら結構」

　私が肩かたをすくめると、夕凪は銃を下ろした。

「このあたりにいた斥候は夕凪が片付けましたが、稼げた時間は多いものではありません」

「では、移動しましょうか」

　夕凪が頷うなずき、今度こそ、私たちは目の前の車道を渡り、並ぶ建物の隙すき間ま、夕焼けが影を落とす、薄暗い路地に入り込んだ。



　案外と路地は複雑で、身を隠す場所も多く、幸い、今のところ交戦はなかった。

　おかげで、随分と考えが進んだ。

　橋を落とした理由、落ち着いてみれば簡単だ。

　交通の要所を落とす理由など一つだけだ。

　移動させたくない。

　連中、私に西側に渡って欲しくなかったのだと、そこまで考えて、鼻がむずむずと、

「くちゅん」

　先を歩く夕凪が足を止めて、私を振り返った。

　私は視線を逸そらした。

「体調不良ですか、塚つか木ぎ咲さ希き」

「いいえ、少しばかり寒いだけです」私は川に落ちて、それから這はい上がってきたのだ。

　まさしく、濡ぬれ鼠ねずみだ。

「状況を把握しました――でしたら」

　古びた集合住宅の角を曲がり、次の路地へと進もうとして、

　ばったりと、住人たちに遭そう遇ぐうした。

　上は中年、下は小学生、性別も男女もばらばらの六名で構成された混こん成せい部ぶ隊たい。

「守護役さま」

　先頭にいたサラリーマンが夕ゆう凪なぎを見て呟いた。

　否いな、もう既に、外見や性別など、何の意味もないのだろう。

　瞬時に、住人の位置関係を把握する。

　オフェンス三名、バックアップ二名、携帯電話を耳に当てた連絡役が一名。

　まず、叩たたくは、連絡役。

　前に立つ夕凪の脇わきから飛び出し、壁を蹴けり大きく跳ちよう躍やくする。

　上下逆になる視界、宙返りし、前衛の頭を越える。

　水を吸った髪かみは逆さまになっていても、重さをものともせず膨らみ、翼のように広がりを見せた。

　前衛、後衛が揃そろって、銃じゆう口こうをこちらにポイントする。

　間抜けめ。

「『弦げん月げつの影』よ！」

　袖そで口ぐちから飛び出た黒い柄え。

　絞られた引き金。

　曲線の鞭むちと、直線の銃弾。

　攻撃は考えていない、私は銃弾を片端から叩き落とすだけでいい。

　その隙に、背後から夕凪が住人たちの頭部を打ち抜いた。

　着地と同時に、六体の人形が地面に落ちる。

　一体だけ、まだ、ふるふると揺れながら、動いていた。

　立ち上がることはできず、顔だけを持ち上げ、夕凪を見ていた。

　硝しよう煙えんの立ち昇る銃口、間違いなく、夕凪の銃弾でやられたのだと、理解したのか。

　無表情の人形たちが、

「ど　う　し　て。あ　な　た　が、裏　――」

　ぐしゃり、最後まで言わせず、夕凪が人形の頭部を踏み砕くだいた。

「お見事」

　夕ゆう凪なぎは返事もせず、目礼だけ返し、カラシニコフの弾だん倉そうを交換した。

「さて、ここで私から一つ提案があります」

「提案？」

　弾倉の交換を終えた夕凪が小首を傾かしげた。

　私は親指で、すぐ背中にある集合住宅を指した。

「休憩しましょう」

「……夕凪には提案の意味が理解できません」

「じゃあ、好きになさい」

　答えは聞かず、私はさっさと集合住宅の玄関に向かった。

　数秒間、夕凪は停止し、それから珍しく溜ため息いきを吐ついて、私を追いかけてきた。



　集合住宅は、いかにも無愛想なレンガの建物で、中にはどんよりとした暗い空気が立ち込めていた。

　郵便受けを見て人の住んでいる部屋を適当に選ぶ。

　一番近い二階の一室に目をつけ、そこへ向かう。

　階段や廊下に採光用の窓がないせいで足元が危なかったが、幸い何かに足をとられることはなかった。

　二○三と刻まれた鉄製のドアの前で立ち止まる。無言のまま隣に立つ夕凪、何のつもりか、と聞いているようにも思えた。

　ドアノブを捻ひねる、鍵がかかっていた。

　深呼吸、改めてドアノブを捻る。

　めぎょ、無む理り矢や理り文字にしたらそんな音だった。ドアノブが鍵ごと捻ねじれて千切れて壊れる音だった。

「無茶をします」

「この程度、今更でしょう」

　重たいドアを開ける。無理矢理鍵を壊したせいか、引ひき摺ずるような重たい音がした。

　室内は予想通りの部屋だった。

　シンプルで、生活感の薄い部屋。

　二つの部屋とキッチンにバストイレ、備えつけらしい僅わずかな家具――幸いなことに、ベッドがあった――以外には私物らしきものは皆無だった。

　まず、給湯器をチェックする。リビングにあるそれらしきスイッチを弄いじると問題なく作動した。

「では、私はシャワーを浴びてきます」

「それが目的でしたか」

　私は肩かたをすくめる。

「あなたと違って、寒いのは苦手なんですよ」

「夕ゆう凪なぎは別段、寒さに耐性があるわけではありません」

　取りつく島もない上に、微び妙みようにずれた答えだった。

　もう一度、私は肩をすくめて、濡ぬれたスカーフに指をかける。

「ところで、一緒に入りますか？」

「その冗談は、いまいちではないでしょうか」

「そうですね」

　たとえばシロならば、もう少し違った――かわいらしい答えが――戻ってきただろう。

　私はひどくつまらなかった。お気に入りのお菓子が売り切れていたときのような、奇妙な、微妙な、欠けつ落らく感かん。

　もしかしたら、これが、寂さびしい、という感情なのかもしれない。



　浴室の壁に両手をついて、全開にしたシャワーの滝を浴びる。

　地獄のように熱いシャワーは、文字通り、生き返るような気分だった。

　半ばまで感覚が麻ま痺ひしていたせいで気付かなかったが、私の肌はだは既に氷のように冷たくなっていた。

　一晩屋外に放置しておけば、きっと私の形をした氷像ができていただろう。

　それはそれで、見栄えもするかもしれない。

　馬鹿な考えだ。

　凍りついていた唇くちびるが震えて、くつくつと笑い声を漏らす。

　大丈夫。私はまだ正気だ。

　熱い雫しずくが、黒い痣あざの走る体を打ち、髪かみを伝い、肉体の曲線を通って滑り止めの意い匠しようが刻まれたタイルに落ちる。

「人形だった」

　自分へと呟く。

　西側に渡り、少なくとも七人――七体？　か、

「きっと、もっといる」

　いや、ひょっとしたら、この街は、全部……

　自らの思考を閉ざす。

　ざあざあと、流れる水の音に耳を傾ける。

　肌が水を弾はじく音が混ざっている。

「もしも、この街が、人形の街だというのならば」

　私は、とんだ茶番を演じていたわけだ。

　夕ゆう凪なぎも、委員長も、音おと亜あも、クラスメイトも教師たちも！

「馬鹿馬鹿しい」

　落ち着け、冷静になれ、今更、その程度のことが、どうした。

　私は何もかも切り捨ててきたじゃないか。

　家族も、日常も、人間の社会も、今更、茶番を演じた程度で動どう揺ようするな。

「それは、私自身への裏切りでしょう」

　シャワーに打たれながら、大きく、一度息を吐つく。

「状況を整理しましょう」

　冷静さを取り戻すためには、冷静を装うのが一番だ。

「キーワードは、多分、『守護役』と『西側』」

　西側にあるものと、夕凪の役割と、この二つから連想するものなんて一つしかない。

「音亜」

　すると、私はこの街を訪れて二番目に抱いた疑問に戻ることになる。

　夕凪は、どうして音亜を殺そうとしているのか？

　周辺のピースが埋まるが、中心のピースが未いまだに見つからない感覚。

　腹立たしいのは、全ての完成図が見えたとしても、私の望む回答が手に入らない可能性が高いことだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　私が探しているのはこの街の仕組みでも真実でも成り立ちでもない。

　一番最初の疑問を、私は解決したいのだ。

「どこにいるんですか」私は目を閉じて、名前を呼ぶ。

「ねえ、シロ――」

　名前を呼んだ、返事などありはしない。

　銀の毛並みも、体温の暖かさもない。

　構わない。必ず、見つけだす。

　これだけは、失ってはならないものだ。

　何を、引き換えにしようと、見つけだす。

　そのためならば私は、夕ゆう凪なぎを裏切ることだって、躊躇ためらわない。

「大丈夫」目の奥に、白はく銀ぎんの狼おおかみの姿がちらついた。

　いつものように、飄ひよう々ひようと、皮肉っぽく笑っていた。

「今の私は、いつもの私だ」

　目を開けて、次の手を考える。

　現状ではやはり、このまま音おと亜あの屋敷を目指すしかない。

　音亜の方は、蝶々ちようちようが一緒にいるならどうにかなるだろう。彼女はあの手の保護欲をそそるタイプには弱いはずだ。恐らく合流は難しくない。

　壁に添えた掌てのひらを外して、顔を上げる。

　笑える話だが、今の私は泣いているようにも見えただろう。



　かけ流したシャワーを浴び続け、体を温めて、浴室を出る。置いてあったバスタオルで体を拭ふき、新しいタオルを取り出す。

　長い髪かみを挟み込むようにして、水滴を吸い込ませ、櫛くしで髪を梳すく。

　制服は乾いたタオルで包んでリビングに置いている。乾燥機のような気の利いたものはなかったので、苦肉の策だ。

　しばらくすれば多少は乾く。

　バスタオルを体に巻いたまま、夕凪が待っているリビングに戻る。

　いない、奥を覗のぞくと、ベッドに座っていた。

　カラシニコフを抱きしめるようにして、銃じゆう床しようをベッドについて自分の体を支えていた。

　私が一歩そちらに入っても、夕凪は微動だにしなかった。

　ひょっとして寝ているのか。

　近寄り、顔を覗き込む。案の定、目を閉じていた。

　眠る機能はついているのか。

「やれやれ」

　私は肩かたをすくめて、夕ゆう凪なぎの隣に座った。

　軋きしむベッド、くらり、と夕凪の体がずれて、私の膝ひざの上に落ちてきた。

　死んでいるような寝顔。苦しみもなければ喜びもない、文字通りの停滞。

　誰だれかが夕凪の背中についている停止ボタンを押したような、そんな停滞だった。

　頬ほおに触れる、冷やりとした肌はだ、その奥の血ち潮しおは微かすかな熱を帯びている。

　死体だとすれば死の直後で、人形だとしたら悪あく趣しゆ味みなまでに精せい巧こうだった。

　猫がするように、夕凪が触れた掌てのひらで顔をこする。

　手を離すと夕凪は何かを探すように何度か顔を動かし、すぐにまた、ぱたりと落ちる。

　私は湯冷めしないよう、シーツを肩からかけて、

　ふと、窓の外に目線をやった。

　夜になっていた。



　一時間ほど、そうしていただろうか。夕凪が目を覚ました。

　人間らしいまどろみなど、彼女にはないのだろう。ただ、状況を確認するためだけの短い時間があるだけだ。

　確かすぎる意思を感じさせる菫すみれ色いろの瞳ひとみ。

　私は再起動したコンピューターを連想した。

「どうして夕凪は、塚つか木ぎ咲さ希きの膝の上に寝転んでいるのでしょうか」

「寝ね心ごこ地ちはどうでした」意味深に微笑ほほえむ。「私の膝」

　しかし、夕凪はろくに反応などせず、静かに身を起こした。

「一時的に機能を停止していたようです。本来なら、このタイミングにこそ見張りをするべきでした。失策です」

　機能、か。

「気にしないでください、別段、意味もありません」

「把握しました」

　と、彼女は私の体を上から下まで眺める。

「が、とりあえず、塚木咲希は着替えをするべきだと進言します」

　まったくその通りだ。その通りではあるのだが、

「この場合、あなたが私の膝の上で寝ていたおかげでこの姿なのだと言いたいのですが」

「……失策です」

「そうでしょうね」

　私は溜ため息いきを吐ついて立ち上がり、着替えを放置してあるリビングに向かう。

「とりあえず、着替えてきます」指を伸ばし、ベッドから立ち上がろうとした夕凪に突きつける。「その後で、あなたに聞きたいことがあります」

「質問ならば、いま済ませてしまえばいいのではないかと、夕ゆう凪なぎは進言します」

「長くなるんですよ、多分」

「でしたら、その前に夕凪はお茶を淹いれましょう。先ほどキッチンに紅茶が置かれていたのを確認しました」

　突きつけられた指から、夕凪は視線を外さない。それが、ナイフの切っ先であるかのように、目を逸そらさない。

「やることに隙がありませんね」私は言った。

「恐縮です」夕凪が答えた。

「言おうと思っていたのですが、別に、私相手に敬語を使う必要はありません」

　多分、私は少し苛いら々いらしていたのだろう。

　今更そんなことを言い捨てて、リビングに向かった。

　背中で、夕凪が立ち上がる静かすぎる音を聞いた。

　衣きぬ擦ずれと、髪かみの揺れる、それだけの音だった。



　当たり前だが、川に浸つかった服は完全に乾いてはいない。

　生なま乾がわきの下着は着心地が悪く、制服はまだ冷たかった。

　もし、惨みじめさという言葉の実例を探すなら、今の私はぴったりだっただろう。

　部屋を探れば、着替えの一つも出てきたかもしれない。それをしなかったのは、ただの意地だ。

　リビングにあるテーブルに向かい合って私たちは座る。

　目の前には、夕凪が用意した熱い紅茶がある。

　安物のティーバッグらしいが、香りも味も悪くなかった。何より温かいのがいい。

　白い湯気ごと、紅茶を啜すすり、溜ため息いきを一つ、私は話を切り出す。

「この街は、おおよそ尋じん常じようのものではありませんね。時期はわかりませんが、何らかの目的のために人工的につくられた、街ではないなにかです」

「夕凪は肯定します。並びに、感かん嘆たんします」

　全然そうは思えない無表情で彼女は答えた。

「ありがとうございます」また紅茶を啜る。悪くない味だが、いまいち、弱い。手放しで褒ほめるには足りないものが多すぎる。

「ですが夕凪。こんなことは気付かないほうがおかしいんです」

　カップを置く、水みな面もが揺れ、そこに映る私の顔もが揺らぐ。

　足を組み、腕を組み、尊そん大だいに構えて言葉を繋つなぐ。

「この『街』は、何なんですか」

　言葉を探すように、夕凪は短い沈黙を挟んだ。

「封ふう印いんです」

　一口も、夕ゆう凪なぎはカップに口を運ばない。

「音おと亜あさまを封じるためにつくられた魔ま術じゆつ装そう置ち、それが、この『街』です」

　なるほど、それで、守護役。それで、人形。

　納得がいった。

「つまり、ここは箱庭で、あなたたちは揃そろってお人形遊びをしていたというわけですね」

「夕凪は肯定します。しかし、塚つか木ぎ咲さ希きの言う、お人形遊びは、必要であったが故に行われたことです」

　何も知らなかったのは、音亜一人。

　この街で、終わりの見えない人形遊びをしていた。

　救いようがない、孤独。孤独であることに気付いていないことこそが、何よりの孤独。

　いや、案外、彼女は本当に孤独ではなかったのかもしれない。

　目の前の人形の瞳ひとみを見つめる。

　感情の見えない紫色の瞳。

　夕凪は、音亜の傍そばにいたはずだ。ずっと、いたはずだ。

「音亜は、何故封印を？」

「音亜さまは、人間ではありません」

「でしょうね」私は頷うなずく。

「はい、別段、夕凪も隠すつもりはありませんでした」

　律りち儀ぎに反応し、夕凪は改めて、話題を前に進める。

「音亜さまの正体は、かつてこの地に存在した、巨きよ人じんです」

　巨人……か、また神話の世界の、化け物だ。シロと同じく、化け物だ。

　私と同じく、化け物だ。

「巨人はかつて一度、この地に降こう臨りんしました。時間にして、数十秒、本来、ここにあった人間の街は、そのとき巨人に喰くわれて消滅しました。そのような危険な巨人を、この地に住まう魔術師の一族は封印するのが精一杯でした――」

　言葉の続きを奪う。

「だから、封印して、後始末を次じ代だいに押しつけた、というわけですね」

「夕凪は肯定します」

「これで最後にしましょう。夕凪、あなたの望みは」

　問いに答えず、夕凪は席を立つ。

　彼女の下で、冷めかけた紅茶が、最後の足あ掻がきのように微かすかな湯気を立ち昇らせ、すぐに消える。

　疑念を伝えるよりはやく、夕凪が口を開く。

「上まで、向かいましょう、塚つか木ぎ咲さ希き」

　私は残りの紅茶を飲み干し、カップを置いて、縁を指先で弾はじく。

　組んでいた足を戻して、私は椅い子すから立ち上がった。



　階段を上り、錆さびかけた扉を開け、屋上に出る。

　柵さくはなく、だだっ広い。洗濯物を干せるように物干し台が六つ並んでいたが、恐らく、もう使われてはいないのだろう、朽くちかけていた。

　夜になり、空気は冷たさを増していた。星はほとんどなく、街灯のある足元のほうが明るかった。

　私のためにあるような空間だった。夕ゆう凪なぎのためにあるような空間だった。

　孤独と静せい寂じやく。おおむね、それが全てだった。

　こんな場所にいると、胸がざわめく。

「この街は、一つの生命に例えることができるかもしれません」

　私を振り返りもせず、夕凪は歩き、屋上の縁ぎりぎりで立ち止まった。

　それでも、夕凪は振り返らない。

「音おと亜あさまの封ふう印いんと、街の維持と、二つを同時にこなさねばなりません。片方を重視すれば、片方は必然的に緩みます。特に、今は」

「何か、街に異変があったような口ぶりですね」

「異変などありません。あるのは必然です。封印の劣れつ化か。時間の経過による必然の劣化です。本来ならば、それを食い止めねばなりません。ですが、それは不可能です」

「眠っているうちに、巨きよ人じんを始末する、というのはできないのですか」

「理屈としては可能です」

「できないのか、それともやらないのか、どちらです」

「できない、です、ただし、現時点では」

　聞いてばかりでは癪しやくなので、私は少しばかり沈黙し、考えることを選ぶ。

　何かが、引っかかっている。

　考えがまとまるのを、夕凪は待ってくれはしなかった。未いまだに、屋上の縁から視線を飛ばしている。

　下にある街を見ているのか、上にある空を見ているのか、それとも正面にある虚こ空くうを見つめているのか。

「封印の中心に行く必要があります。しかし、そこは二つめの封印で守られています」

　ふと、私は気付いた。

　爆破したはずの橋が、再生していた。

　何事もなかったように、欄干に沿って等とう間かん隔かくに並ぶ街灯に照らされていた。

　姿を消していた、夕ゆう凪なぎ。

　その間に、何をしていたのか、私は悟った。

「……街を破壊するつもりなんですね」夕凪の背中に向けて告げる。「住人に狙ねらわれた理由もようやくわかりました。あなた、私を囮おとりにしたんですね」

　くるりと、夕凪が振り返る。

　制服のスカートの裾すそがなびく、赤いリボンが紫の髪かみと共に闇やみに溶ける。

　無機的な瞳ひとみは、あくまで無機的なまま、

「夕凪は肯定します」

　その瞬間、街のあちこちで、爆発が起きた。

　街の土台そのものが揺れてしまうような衝撃、吹き飛ばされてしまいそうなほどに強烈な風が、突発的に上りあがる。

　爆風と爆音と、爆炎と。

　あっというまに、街は包まれた。

　吹き荒すさぶ風。互いの髪がゆれ、スカートがまくれ上がり、上着すらも昆虫の羽のようにぶるぶると震える。

「夕凪」私はもう一度、同じことを問うた。「あなたの望みは」

「夕凪は、音おと亜あさまを愛しています」

　闇は時に、より濃密な闇を浮かび上がらせる。

　人形が初めて見せた、感情らしきもの。

　愛の言葉――裏腹な、歪ゆがみ。

　蝶々ちようちように見えたような、狂気。

　笑顔であった方が、まだしも正気に見えるほどの無表情。

「だから、音亜さまが、音亜さまであるうちに」

　全身の肌はだが、粟あわ立だつ。



「――殺してしまいたいのです」



　確かに、夕凪はそう言った。嘘うそではないと、聞けばわかった。

　おぞましいと思った。

　そして、私も同じ立場になれば、

　間違いなく、絶対に、例外などありえず、

　同じことを、考えてしまうだろうことも理解している。

　どんな哲学も信仰も、その局面では意味を失う。

　絶望的な絶望は、確かにある。

　街は揺れていた、街は燃えていた、街は壊れていった。

　誇るように、夕ゆう凪なぎは両手を広げた。守護役。音おと亜あの守護役。

「それは、あなたの意思ですか」

「夕凪には、他ほかの人形と違いある程度の自由意志があります」

「そう、あなたは人形だと、己で宣言するわけですね」確認するように私は問う。

「夕凪は肯定します」いつもどおりの彼女の答え。

「本当に？」

「夕凪は肯定します」変わらない彼女の答え。

「そうですか」

　一歩、私は、屋上の縁に立つ彼女に近寄る。

　たった数歩の短い距きよ離りが私には絶望的に長い距離に思えた。

　下方で燃える炎ほのおが巻き起こした上昇気流、季節に似つかわしくない熱い風。

　炙あぶるように、私たちの体を撫なでていく。

　この人形は、何を失おうとしているのか、まったく、理解していない。

　ふつふつと、こみ上げるものがある。熱い風よりなおも熱い何か。

　その名前を、怒りといった。

　たとえば私がシロを失うならば。

　たとえば夕凪が音亜を失うならば。

　私は以前と同じ場所に戻るだけだ。

　夕凪は未知の場所に進むだけだ。

　そしてそれは、同じことなのだ。

　ただ、私は知っている。彼女は知らない。

　その差異だけだ。

　あるいは、夕凪は、意思など持つべきではなかったのかもしれない。

　中途半端に意思など持っているから、苦しむしかない。

　哀あわれと思うのは、侮辱だろう。

「ねえ、夕凪――」

　呼びかけと同時に、私は駆けた。

　燃える街を背に屋上の縁に立つ夕凪を、蹴けり落とす。

　虚きよをつかれた夕凪の顔に浮かんだ空白、伸ばした右手が辛うじて、屋上の縁に引っかかっていた。

　熱い横風にふらふらと夕凪の体が揺れている。

　闇やみは、獲物の落下を待ち、口を開けた獣けもののようで、炎はのたうつ舌したのよう。

　地上は、まさしく地獄のようだった。

　だからといって、ここが地獄でないというわけでもない。

　誰だれかの言葉を借りるならば、地獄など、どこにでもある。

「最後にするつもりだったのですが、追加で一つ質問が増えました」

　冷えた目で夕ゆう凪なぎを見下ろす。

　紫の目が疑問の色を宿して私を見上げる。

「その後は、どうするんですか」

　私は問うた。

「その後？」明らかに夕凪は意味を理解できていないようだった。

　態度が疑問から困こん惑わくに変化する。

「音おと亜あを殺して、その後、どうするんですか」

「質問の意味が理解できません」

「思い出だけをよすがに、長い時間を過ごすのは苦痛でしょう」

　右足を上げ、夕凪の指を軽く踏む。体重はかけない。ほとんど触れているだけだ。

「質問の意味が――」

「愛する人のいない世界で生きるのは、苦痛でしょう」

　だから、

「先に、殺してあげましょう。あの世で音亜と再会しなさい。もっとも、あなたと音亜が同じ場所に行くのかどうか、私は知りませんけどね」

　これは、ただの同どう属ぞく嫌けん悪おだ。

　八つ当たりにもほどがあるし、別にどんな義理があるわけでもない。

　自覚した上で、それでも夕凪の決断が、気に食わなかった。

「……夕凪は、拒きよ絶ぜつします」

「何故？」

「夕凪はきちんと、音亜さまの死を見届けねばなりません」

「何故？」

「それが音亜さまへの、愛の証あかしだからです」

「何故？」

「夕凪は音亜さまを愛しているから――」

　私は首を振る。

「駄目ですよ夕凪、それでは自じ家か撞どう着ちやくです。同じ場所をぐるぐる回っているだけです」

　言葉をゆっくりと、静かに、囁ささやき、少しずつ、右足に体重をかける。

　僅わずかな苦く悶もんの声。引き結ばれた唇くちびる。

「愛しているから、殺すのは、何故？」

　繰り返される何故が、思考を揺さぶる。自己言及のパラドックスのように、夕凪は混乱をきたしながら、自らの奥に入り込まざるを得ない。

　闇やみは時に、より濃密な闇を浮かび上がらせる。

　それが真実かもしれない、そうでないかもしれない。

　ただ、大たい概がいは、見たくないものであるというだけだ。

　それを、見せなさい夕ゆう凪なぎ。

　あなたの心を――私の心を。

「音おと亜あさまが巨きよ人じんとして目覚めたら、全てが、消えてしまうから」

「全てが消えてしまって、悲しいのは何故？」

「音亜さまに会えない、からです」

「あなたは、いつも音亜の傍そばにいたんですか？」

「夕凪は肯定――」返答は途切れ、夕凪は硬こう直ちよくする。

　氷が溶けるように、表情が変わっていく。

　動どう揺ようを通り過ぎて驚きよう愕がくに、驚愕を通り越えて恐怖に、恐怖は見るまに心のたがを外す。

　感情のないはずの紫の瞳ひとみから零こぼれる、大粒の涙。

「音亜さまと一緒にいられないから、夕凪は、悲しい」

「そうですか」

　それを、人は孤独と呼ぶ。

「夕凪は、音亜さまと一緒に、いたいのです、か？」

「さあ、知りません」

　それを、私は……何と呼べばいいのだろうか。

　指を踏みつけていた足を戻し、代わりに、手を差し出した。

「折せつ角かく、街が燃えているのです。今がチャンスでしょう。そろそろ音亜の屋敷に向かいますよ。忘れずに銃じゆうを回収して行ってくださいね」

　差し出された手と、私の顔と、黒い瞳と、夕凪の視線が彷徨さまよう。

「さあ」

　もう一度促して、ようやっと、夕凪は私の手を掴つかんだ。

「……ありがとう、ございます。塚つか木ぎ咲さ希き」

「何のことだかわかりませんが、どういたしまして」

　夕凪の体は思った以上に軽く、掌てのひらは冷たかった。

　しかし、

「柄にもないことを、させてしまいました」夕凪が言った。

　まったく、その通り。

　だが、悪くない。



　街は燃えていた。消火という概念はないのか、何の手立ても取られていなかった。

　あちらこちらで、住人が――人形たちが――燃えていた。

　夜の空へ向けて立ち昇る炎ほのおは、街そのものが一つの巨大な篝かがり火びになっているようだった。　神か、何か、大きなものに捧ささげられているようだった。

　音おと亜あ――巨きよ人じん、その繋つながりを知ったならば、想像できる。

　シロはきっと、音亜のもとにいる。

　同じ神話の時代の化け物なのだから。

　最初の目的で、私がこの街に留まった理由の全てを果たすために、

　外野のことなど、構う暇はなかった。

　音亜の屋敷付近では爆発は起こらなかったようで、炎は届いていなかった。

　延焼が進めば話は別だが、しばらくはそうなるまい。

　炎に包まれたメインストリートを無手の私と、カラシニコフを握る夕ゆう凪なぎは駆け抜け、坂道を登りきる。

　目の前にそびえる音亜の屋敷、巨大な門を潜り、緑の芝生を渡り屋敷の内部へと進む。

　反対側にある学園を思い出させる建物はひどく静かで、街での騒動など一つも知りはしないようだった。

　私は目を細め、一度見たその屋敷を、もう一度眺めた。

　同じだ。以前、音亜に招待され食事をご馳ち走そうになったときと同じだ。

　少なくとも、外見はそのままだった。

　匂においがした。

　旧ふるい、旧い、森の匂いだった。

　夕凪の一歩先に立ち、森の匂いのする方を目指す。

　屋敷の中、エントランスの奥、上への階段。

　私は階段の手前で立ち止まり、目を閉じ、そのまま、上りの階段を下った。

　上る感触で体が落ちていく。

　長く、長く、階段は続いた。私はずっと目を閉じていた。

　一歩踏み込むごとに空気が変わっていくことを肌はだで感じていた。

　森の空気だった。旧い世界の空気だった。神話の世界の空気だった。

　間違いない――予想は確信に変わる――ここにシロがいる。

　階段の終わりで、私は目を開けた。

　一歩先すら見えない闇やみが広がるだけの空間だった。下りてきたはずの階段すら見えなかった。空間的に切り取られているようだった。

　唯一、目の前にある白い石の扉だけが妙にはっきりと見えた。

「やれやれ」私はその表面を撫なでた。引っかかるところのない滑らかな手触り。金属とも生き物ともつかない感触。

　ここが、別世界への入り口か。

　ここに、音おと亜あがいるのか。

「この扉一枚のために、随分手間をかけてくれましたね」

　二重の封ふう印いん。

　街そのものが一つ、街の内側に、もう一つ、この扉を隠すため。

　実際、見事な隠いん蔽ぺいだ。一度歩いてこの屋敷に招かれていながら、ほんの少しの疑問も抱かなかった。

　髪かみをかき上げ、深く息を吸い込む。

「『弦げん月げつの影』よ！」

　叫び、肌はだの上で震える神の武器、袖そで口ぐちから飛び出た柄え。

　引き抜くと同時に眼前の扉に向けて振り下ろす。

　激突面、反発する力、青いスパーク、暗い闇やみの中を蔦つたのように這はい回り、そのまま黒に溶けて消える。

　手て首くびを捻ねじり鞭むちを引き戻し、髪をかき上げた。

「なんて生意気な扉」

「……そもそも、即そく座ざに破壊行動に移るのが間違えではないかと夕ゆう凪なぎは告げます」

「まあ、それもそうですね」私は認め、普通に扉を押した。

　あっさりと、何の手ごたえもなく開いた。

　部屋の中から零こぼれる光に一瞬、目が眩くらむ。

「ようこそ、塚つか木ぎ咲さ希き、ここが街の中心。音亜さまの寝室です」

　広がるのは鉄色の木々で満ちた、広大な森だった。

「鉄てつの森もり」

　我知らず、呟いていた。

　心しん臓ぞうが、痛む。貰もらい受けた、神の心臓が、じくじくと、痛む。

「ッ――」

　歯を食い縛り、ドアに手をつき、体を支えた。

「……屋敷の地下に森が広がっているとは、まったく、どんな不条理ですか」

　不調を誤ご魔ま化かすような軽口が口をついて出た。

「何を今更」

　私は淡たん々たんとした夕凪の声に、微かすかな呆あきれの色を感じ取った。

　なんだか、少し可お笑かしかった。



    

  
    
      


　四章　彼女は目覚める





　白はく銀ぎんと真しん紅く、二頭の狼おおかみを余よ所そに、あたしは音おと亜あの繭まゆを見つめていた。

　何か、心しん臓ぞうのように、繭は脈打っていた。

　理性とは全然別の場所で、これを殺すならば今のうちだと理解していた。

　白銀の狼があたしを見ていることに気付いたのは、何十秒かしてのことだろう。

　あたしは呆ほうけたような顔をしていて、我を取り戻し、慌てて表情を硬く引き締める。

　左目の包ほう帯たいを一度撫なで、右目で、白銀の狼を睨にらむ。

　こいつに、あたしは片目を奪われた。

　怨うらんでいるのか？　いいや、怨んでなんかいない。

　あたしが怨んでいるのは、こいつの、隣にいた女だ。

「左目の傷は、どうだい」狼が告げた。

「最悪だよ」左目の包帯に触れて、皮肉に口元を歪ゆがめる。

「悪いが、私は謝らないよ。それは侮辱だ」

　奇妙なことだけど、その不ぶ躾しつけな言葉にあたしが感じたのはむしろ、誠意だった。

「あたしにとって？」

「君と、咲さ希きと、そして私にとってだ」

　その返答を聞いて、あたしは確信した。

　この狼は、実にまともな頭をしている。

　左目の傷が、あたしにとってどんな意味を持つかを、正しく理解している。

　人間的ではない、狼的な――あるいは、魔法使い的な、独特の誠実さ。

　塚つか木ぎ咲希よりも、よっぽどに、まともだ。

「……あんた、なんて名前、だっけ」

「『月つき喰くい』だ」

　静かで、少しだけ悲しげに狼は名乗った。

「『月喰い』ね、ふぅん」

「因ちなみに咲希は『シロ』と呼ぶ」

「いや、それはないだろ。どう考えても犬の名前だろ」

　繭の傍そばに座り込む白銀の狼――『月喰い』と呼ぶべきか――の耳がぱたん、と倒れ、尻尾しつぽが垂れた。

「私もそう思うのだが、咲希が言い出したことだからな」

　疲ひ弊へいと諦あきらめの声、しかし、そこに悲ひ愴そう感はなく。どこか滑こつ稽けいですらある……っていうか、凄すごくわかりづらいけど今の惚気のろけ？

「君は知らないかもしれないが、咲さ希きは怒らせると怖いんだ」

「知ってるよ。それどころか、怒らせなくてもあいつは怖いだろ」

　人間として必要な感情の六割程度は壊れかけていて、三割は既にいかれている。

　残りの一割は元から存在してない。

　倫理も常識も、あることを知っていてどんなものかも理解していて、まったく意に介さない。傲ごう慢まんを通り越した傲慢さは絶対君主のそれに似ている。

　幸いなことにあいつは絶対君主じゃない。最悪なことにあいつは絶対君主じゃない。

　気まぐれな嵐みたいなもんだ。

「その点は君と意見が分かれるところだね蝶々ちようちよう」

　ふむ、と頷うなずき白はく銀ぎんの狼おおかみが言う。

「咲希は少女だよ。美しく、恐ろしく、傷つきやすい、ただの少女だ」

「それはない！」あたしは叫んでいた。「絶対にそんなことあるもんか！　あいつは悪魔だ、意思を持った暴力だ、関かかわるもの全部に爪つめを立てて傷きず痕あとを残す呪のろいだ！」

　地を踏む足に、力がこもった。

　それに比例するように声が大きくなった。

「あいつは綺き麗れいだ、そこだけは認めてやる。でもそれは毒花の美しさだ！　戦場に転がる骸むくろの山だ！　死体を貪むさぼる黒くろ蝿はえの海だ！　この世にある素晴らしいものの全てを信じない悪夢だ！　実在するかなんてどうでもいい、単純に信じない、何も信じない、何一つ信じていない！　信じていない自分すら信じていない！　傷つきやすいだって？　傷つきやすいに決まってるだろ！　傷つくことすらどうだっていいんだ。孤独だって！　孤独に決まってる！　一人で高い場所から、何もかも見下ろした気になっている奴が孤独じゃなくてなんなんだ！　最悪なのは、あいつはそれ全部を自覚していることだ！」

　どこから、こんなにも声が出るのか、底のない井戸から汲くみ上げているようだった。

「それが塚つか木ぎ咲希だ！」

『月つき喰くい』はじっとあたしの目を覗のぞき込んでいた。

　静かに、深く、深く、心の奥の奥の奥まで覗き込むような澄んだ黒い瞳ひとみだった。

「よくわかっているじゃあないか、私よりも余程によくわかっているじゃあないか」

『月喰い』が笑う。

　死んだ森に狼の哄こう笑しようが響き渡る。

「喜びたまえ、君はとても咲希に似ている。似ているからこそ、絶対に咲希にはなれない。君は魔法使いだったか、いいや、君は人間だ！　私は予言する、咲希の心を撃ち抜くものがいるのならば、それは私か君だろう！」

　もっとも、その前に、死んでいるかもしれないがね――

『月つき喰くい』は皮肉を隠そうともせずに、そう言った。

　叫び散らしたせいか、あたしは冷静だった。

　赤い狼おおかみといい、こいつといい、狼ってのは口の悪さが遺い伝でん子しにまで組み込まれてるんだろうか。

　まともなのも、場合によっては、不ふ愉ゆ快かいだ。

　触れなくていい部分に、触れる。

「燃やすぞ、駄犬その二」

　左目の傷が疼うずく、胸の刻こく印いんが焔ほのおに輝く、体の中で熱が燃える。

　全身に得体の知れない力が満ちていく。

　同時に、命が削れていくのがわかる。

「私の一族にはいくつかの共通した、宿命的な欠点がある」

　飄ひよう々ひようと、『月喰い』が言う。恐怖なんて塵ちりほどもそこには見えなかった。

「皮肉屋であること、惚ほれっぽいこと、血ちを好むこと」

「そういうものだから、許せ、って言いたいのか」

「許す必要はないとも、ただ、そういうものだと認識していればいい。脅そうと憎もうと、愛してすら、私の本質は変わらない。君が何をしようと変わらない。いいかね人間、我々というのは、絶対的なまでにそういうものだ」

　一度、『月喰い』は言葉を切り、短い沈黙を挟み、ゆっくりと、告げる。

「自由である、ということは人間の特権だとも」

　自じ嘲ちようのような台詞せりふが、『そういうもの』でないあたしへの痛烈な皮肉に聞こえた。

「あたしは、無む価か値ちか『月喰い』！」

「咲さ希きに聞いてみたまえ」

「――ッ！」

　ここで取り乱したら、あたしの完全敗北だ。

　それだけを支えにして、意地で、あたしは心を縛り上げ、拳こぶしを強く握り締めた。

　爪つめが食い込み、掌てのひらに跡を残す。

『月喰い』は口の端を歪ゆがめ、牙きばを見せて笑い、一度、大きく尻尾しつぽを振った。

「思い切って話しかけてみてよかったよ。実に嬉うれしいことだ、最愛の人によき友人がいるというのは実に、実に喜ばしいことだ」

「兄弟、そのあたりにしておくべきだとボクは思うね。退屈なのはわかるが、喋しやべりすぎだ。なにより、価値など、全て塵のようなものだ。そんなものが人間をはかる物差しにはなるまいさ」

　沈黙していた赤い狼が、呆あきれを隠しもせずに口を挟んだ。

「兄弟、ね」ふん、と鼻を鳴らす『月つき喰くい』。「私の兄弟は、一人だけだ。そしてそれは、おまえではない」

　ふん、と今度は赤い狼おおかみが鼻を鳴らした。

　実に仲が悪そうで結構なことだ。

　……まあ、いい。あたしには関係ない。

　今は、音おと亜あだ。夕ゆう凪なぎのところへ連れてくと約束したんだ、とりあえず、あの繭まゆから引っ張り出さないと話にならない。

「ったく、面倒なことだよ」

　言葉ほどには、面倒だとは思っていない。多分、あたしは、何だかんだで世話を焼くのが好きなのだろう。

　やり方を、よく間違えるだけの話だ。

　笑い話じゃないか。

　険悪な二頭の狼の間を通り、あたしは音亜の繭へと近寄った。

　近くで見ると、繭は、物質というよりは……なんだ、光？　を編んだような、要するに質感が喪そう失しつしていた代物だった。

　一度、深く息を吸い、覚悟を決めて、光の繭へと手を差し入れた。

　何の抵抗もなく、光を突き破る手。拍子抜けするほどあっさりと、あたしは胎たい児じのように眠る音亜の体に手を、



「蝶々ちようちよう！」赤い狼が叫んだ。



　視界が赤く染まった。



　腹を貫いて、ちっぽけな手が生えていた。貫いた手を包むように、両手を添える。

　食しよく道どうを昇り、こみ上げてきた血ちが口の中に満ちる。

　鉄色の樹じゆ木もくをそのまま飲み込んだような、濃厚な鉄てつ錆さびの味。

　手が引き抜かれ、同じようにあたしの体も後ろへと倒れていく。

　くらり、と霞かすむ目、ふらついた足。仰あお向むけに落ちた体を冷たい土が受け止める。

「あ、ああ、あん、た」

　喉のどに血液が絡み、咳せきが出る、震える筋肉が腹部の傷を揺らして痛めつける。

　倒れたあたしが見上げるのは、倒れたあたしを見下ろすのは、

　音亜、だった。

　銀の髪かみ、緑の目、返り血を浴びた真っ白な肌はだ、一糸纏まとわず幼いその姿を晒さらし、人形のように表情なく立つ。

　繭まゆの中と、繭の外に、音おと亜あがいた。

「ふん」白はく銀ぎんの狼おおかみが鼻を鳴らす。「なるほど、もうそっち側は動けているわけか」

　片方の音亜は、未いまだ繭の中で微動だにせず眠り。

　もう片方の音亜はゆるゆると、腹を貫いた手を持ち上げて、口元に運ぶ。

　美味くも不ま味ずくもなさそうに、赤い舌したを伸ばして、血ちを舐なめた。

「クッ、ハッ――」血濡ぬれの音亜の表情が、歪ゆがんだ。「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ――」

　眠る音亜と、対になるような、笑う、血濡れの音亜。

　針の飛んだレコードのように、狂った音程の哄こう笑しようが、『鉄てつの森もり』に響き渡る。

　呼応するように、ざわざわと鉄色の葉が囁ささやく。

「なんで、おまえ」

　何が起こっているのか、わからない。

　今の音亜には微み塵じんほどの意思も感じない。

　あたしが見た音亜とは、まるきりの別人だった。

　いや、本当に、別人なのかもしれない。

　再び、振り上げられた血濡れの手。

「アハハハハハハハハ……ハ」

　ぶちり、と笑いが途切れて、音亜の表情が消える。

「ふざけるな！」横合いから突っ込んできた赤い狼。

　血濡れの音亜が赤い狼の体当たりで吹っ飛ばされる。

　逆さか立だった赤い毛並みが、狼の怒りを示していた。

「なんてことだ！」赤い狼が吐き捨てる。

　自責と不快、赤い狼が牽けん制せいの唸うなりを、吹っ飛ばされて木に激突して動かない血濡れの音亜に向ける。

　死んで……いるわけではないのだろうが、動く気配はなく、木に抱きつくようにして固まっていた。

「大丈夫か蝶々ちようちよう」

　助かった……けど、遅いよ。死ぬかと思ったじゃないか。

　まあ、感謝するけどな。

「大丈夫に見えるなら、あんたの目は節穴だよ」

　しかし、口から出る言葉はこんなものだ。

　肩かたをすくめようとして、腹の傷に響くのですぐに止める。

　傷口を手で押さえて出血を防ぐ、が、だめだ、傷口が深すぎる。

「『シーゲル』」

　胸の傷が赤く明めい滅めつする。痛みで拡散しそうな意識を集め、逆に傷に集中させる。

　多少の傷ならば、魔法で新しん陳ちん代たい謝しやを加速させて癒いやすことも可能だが、ここまで深い傷でそれをやると確実に出血多量で死ぬ。

　傷口を焼くか？

　ごくりと、血ちを飲み込む。

　下へ手たしたら、それこそショック死だ。

　結局、展開する魔法が思いつかず、シーゲルの名前を呼んだだけで、魔法は終わる。

　拡散する意識。動いてもいないのに、目の前が霞かすむ。

　眠る音おと亜あの姿が薄く見える。

「しっかりするんだ」赤い狼おおかみがすぐ傍そばに来ていた。鋭い牙きばの生えた口が、傷口に触れる。

　喰くわれるのかと思った。

　違った、傷口を舐なめていた。

　気持ちは嬉うれしいよ、でもなあ、気休めにもほどがあるだろ、それ。

　救急車ぐらい呼んでくれよ。

「やめろよ」この傷が致ち命めい傷しようだってことぐらい、三歳の子どもにだってわかる。

　脆もろい、この体が恨めしい。

　所しよ詮せん、あたしは、人間だ。もし、塚つか木ぎ咲さ希きなら、どうなったのだろうかと。

「舐めてどうにかなる傷じゃないだろ、これ」あたしは無む理り矢や理りに笑みの形をつくり、赤い狼に向けた。

　しょんぼりと倒れた耳、赤い狼がそっと舌したを離す。

「説明、してくれよ、あんた、本当はわかっているんだろう」

　赤い狼が瞳ひとみを閉じて、首を垂れる。

「説明ぐらいしてあげたまえよ、兄弟」相変わらず、微動だにしない白はく銀ぎんの狼が言った。

　露骨なまでの皮肉な口調。

「あの女の仲間である君は、この件についてのほとんど全てを知っているだろう。もっといえば、こうなる可能性があることだってわかっていただろう。どんな気分だね、うん？　自分の気に入った娘が、あっさり死にかけているこの状況は」

「おい」あたしが非難の視線を向ける。

　白銀の狼が肩かたを揺らして、鼻先で笑う。

「こんなところに縛りつけられていると、喋しやべるぐらいしかやることがないのだ。許してくれたまえよ」

「それただの八つ当たりじゃないか」

　本当に仲が悪いな、この狼ども。

「ここまでやるとは、ボクは知らなかった」赤い狼は叫ぶ。「ただの揺さぶりだと、ボクは聞いていた！」

「ほう！　無知が免めん罪ざい符ふになると考えるのは、なかなかに人間的な発想だな」

　言い合う、狼おおかみたち。睨にらみつける視線の下で、あたしは確実に死に近付いている。

「いい加減にしろ、駄犬ども。あたしを間に挟んで喧けん嘩かしてるんじゃない」

　口の端から、飲み込みきれなかった血ちが零こぼれる、頬ほおを伝って、冷たい、灰色の土に吸い込まれていく。

　気のせいか、ますます、死の臭においが強くなった。

「喧嘩したいなら、あたしがくたばってからにしろ」

　傷が熱い。

　腹の傷が、左目の傷が、胸の傷が。死を受け入れまいと、足あ掻がいているようだった。

　だが、あたしの意思とも痛みとも関係なく、右目の目ま蓋ぶたが、自然と落ちていく。

「アハ――アハハハハハハハハ」そのタイミングを待っていたかのように、また耳みみ障ざわりな笑い声がした。

　俄にわかに、空気に緊張が満ちた。

「出てこい！」赤い狼が怒りも顕あらわに叫ぶ。「出てこい、ヴェルザンディ！　おまえの企たくらみは全て、おまえの思い通りに進んでいるぞ！」

　ぶちりと、また笑い声が途絶える。

「言われるまでもないことね」聞き覚えのある、耳に吸い込まれるような声。「私の思い通りであることが、当たり前なのよ。そうでないことのほうが、おかしいの。そんなことも、わからない？」

　あたしは、無む理り矢や理りに目を開けて、そいつを探す。

　目の前にいた。

「ヴェルザンディ」思わず、名前を呟いた。

　いつか見たときのように、そこにいるだけで輝いて見えた。

　薄うす布ぬのを纏まとい、金の髪かみをなびかせ、青い目に、得体の知れないものを浮かべている。

　赤い狼と、ヴェルザンディと、そのヴェルザンディに口を塞ふさがれ背後から抱きしめられている血に濡ぬれた音おと亜あ。

「ごきげんよう、ごきげんよう、ごきげんよう」甘い声で、ヴェルザンディが告げる。

　細い指先が、猫の毛でも撫なでるように音亜の指に絡む。

「どう、蝶々ちようちよう。私が見つけた、素す敵てきな玩具おもちやの性能は、これでもまだ半分なのよ」

　自慢するような声、口を塞ぐもう片方の手の下で、音亜はまだ笑っていた。

「悪あく趣しゆ味みだな」あたしは吐き捨てた。

　多分、二頭の狼も同じ意見だったと思う。

「そうねえ、でもまあ、私、そういうのが好きなの」うっとりするような、綺き麗れいな笑顔だった。毒のような笑顔だった。

　こいつの言葉は、きっと、半分までが嘘うそで、残りの半分は悪意でできている。

「……ヴェルザンディ、貴様」赤い狼おおかみが、

「性悪め」白はく銀ぎんの狼が、

　それぞれ呟いた。

　だが、その手の非難は、彼女にとって何の意味も持たない。

　平然と、他人を玩具おもちや呼ばわりするような奴が、まともであるはずがない。

　はん、お笑いじゃないか。つまりなんだ、あたしは、最初っからこの女神に遊ばれていたわけか。

「そういうこと」あたしの思考を読んだように、ヴェルザンディは言った。「世界を滅ぼしてしまうほどの、愉ゆ快かいな玩具を手に入れるため、私はこの小さな箱庭に無数の要素を詰め込んだ。たとえばある人形の心に歪ゆがみを混ぜた、たとえばある狼に蝶ちようのことを教えた、たとえば白銀の狼に――」

「黙れよ。あんたの下らない自慢なんて聞きたくない、虫唾むしずが走る」

「冷たいのね、一緒に旅をした仲じゃない」

「ろくでもない旅だったけどな」

　音おと亜あを弄いじくっていた手で、ヴェルザンディは自身の、金色の髪かみをかき上げる。

「その傷、治してあげましょうか？」

「何のつもりだ」

「あなたが生きている方が、咲さ希きは喜ぶでしょう」

　はんっ、なるほどな、あんたの一番お気に入りの玩具は塚つか木ぎ咲希ってことか。

　どいつもこいつも、趣味が悪い！

「せいぜい、逆に噛かみ殺されないようにするんだな」

「それはそれで愉快だと思うけれど、まあ、それはまだ先のことよ」皮肉はあっさりと流される。

「それで、助かりたいの？」

「助けろ」即答した。

「……つまらないわね。少しは嫌がりなさいな」

「正直、もう血ちが流れすぎて死にそうなんだよ」これは嘘じゃない。正直なところ、あたしはもう指一本動かせない。

　大の字に寝転んだまま、血を吐きながら、血を吸い込みながら、喋しやべるのが精せい々ぜいだ。

　端たん整せいなヴェルザンディの顔が、忌いま々いましげに歪む。

「気が変わったわ、そのまま死になさい」

　似合わない乱暴さで告げて、音亜の口を塞ふさぐ手を、抱きしめる手を、ヴェルザンディは放した。

「アッハ――」無意味に笑う音おと亜あ。

　文字通り、鎖から解き放たれた獣けものの勢いで、間合いを詰める。

　唸うなりを上げ、赤い狼おおかみがそれを迎え撃つ。

　牙きばと拳こぶしと、狼と音亜と、攻防が交こう差さする。

　ほとんど力任せに振るわれた拳。

　加速の勢いを乗せた鋭い牙。

　音亜は、避けもせず、片手を、狼に噛かませ、もう片方の手で殴り飛ばした。

　肺の空気全てが吐き出されるような呻うめきと共に、赤い狼の体が宙を舞う。

　牙が食い込んでいた音亜の腕は、ごっそりと抉えぐれ、血液がアーチを描いて二人を繋つないでいた。

　ますます、音亜の体は、赤に染まり、狂ったように笑うことを止めはしない。

　それしか知らない生き物のように、音亜は笑い続ける。

　一方で、殴り飛ばされた狼は、空中で体を捩よじり、少しでもましな体勢で着地しようと足あ掻がき……よりにもよって、落下点は、あたしの上だった。

　地面に転がっているあたしには落下する狼を避ける手段はなく、甘んじて受け止めるだけだった。

　衝突の衝撃、骨こつ格かくから皮ひ膚ふまで、体の内側の全てが揺れるのがわかった。

　まだこんなに残っているのかと思うほど大量の血ちが、あたしの口から吐き出された。

　黒が混ざった、ひどく汚い血だった。

　恐ろしいことに、あたしはもう痛みを感じなかった。ただ、一枚薄うす布ぬので遮られた場所にいるような、痺しびれるような感触が全身を覆っていた。

「とどめ、刺す気、か、おまえ」

　赤い狼は答えなかった。答えられなかった。あたしを踏みつけて、そちらに意識がいっている間に、音亜の追撃を首くび筋すじにもらい、ぐったりとしていた。

　幸い、息はあった。

　まあ、あたしは死にそうだから、あんまり関係ないといえばない。

　心中も柄じゃないし、道連れが会ったばかりの狼ってのはどうだろう。

「はい、お見事」ご満まん悦えつのヴェルザンディ、ぱちぱちと軽い拍手。「半分は不意打ちといえど、狼相手にもひけをとらないとは、本当に愉ゆ快かいな玩具おもちや」

「アハハハハハハハハ」褒ほめられたのを喜ぶように、もう一度、音亜は笑い。

　身を翻ひるがえし、今度は、ヴェルザンディの方に殴りかかった。

　拳が接触する瞬間にヴェルザンディの姿はぶれ、数歩遠くに再び姿が現れる。

　視線は、繭まゆに向けられていた。

　半透明の繭まゆの中で、胎たい児じのように眠りながら、音おと亜あは、泣いていた。

　返り血ちを浴びた音亜も、同じように、泣いていた。

「ア――ハハハ、殺さないで、ハハハハハハハ、わたしの好きな、アハハハハハ、人を殺さ、アアアアアアアハハハハハハハハハハ、ないで、ないで、ないで、ないで」

　二つの意思が、せめぎあうように、音亜の体が、奇妙に痙けい攣れんする。

　星を掴つかむように片手を伸ばし、砂を掴むように片手を下ろし、体を捻ねじり、膝ひざを曲げて、

　顔の半分が笑い、顔の半分が泣く。

　ぐちゃぐちゃで、ひどい顔だ。

　折せつ角かく可愛い顔をしていたのに、台無しだ。

「もう、諦あきらめたと思っていたのに――」残ざん酷こくな運命の女神は告げる。

　呆あきれたように、嬲なぶるように、女神は微笑ほほえむ。

　やめろ、そんな顔をするな、

「そんなに、人間として暮らすのが楽しかったの？　鉄てつの森もりの巨きよ人じん」

　もう沢山だ。

「でも無む駄だ」サディスティックな愉悦の色。「後はもう、時間の問題。たかが人間程度の、たかが意思で、巨人の力に耐えきれるはずもない」

　だから、出てこいよ。

「助け――て、ハッハハッハ」

　お前の出番だろ。

「なかなか」凛りんと響く、冷たすぎる声。「面白いことになっているようですね」

　さすがだ、出番を心得てる。

　理不尽を終わらせるための理不尽。

　神話を終わらせる神話。

　破壊を終わらせるための破壊。

　少女の形をした『そういうもの』

　黒い髪かみをなびかせて『鉄の森』の奥から、塚つか木ぎ咲さ希きが姿を見せた。

　あ――

　やばい、死にそうだ。

　目から光が消えて、開いているはずの目に闇やみが満ち、意識が消え始める。

「死なせない」

　赤い狼おおかみの囁ささやくような声がした。

　どうでもいい、どうでもいいような気がする。

　あたしは塚木咲希を見ていたんだ。



    

  
    
      


　五章　彼女の絶望とそれ以外





『鉄てつの森もり』に入るなり、どこかで光の柱が立ち上がった。

　……なんてことになってくれれば、わかりやすいのだが、残念ながら何も起こってはいなかった。

　ただただ、延々と、地平線の果てまで鉄色の森が広がっていた。

　背が高い、鉄色の樹じゆ木もくが、頭の上で鉄色の葉を繁しげらせていた。

　昼夜の別はないのか、外は夜だというのに、葉の隙すき間まから日差しが零こぼれていた。

　裏腹に空気は冷たく、土は微かすかに湿っていた。

　私と夕ゆう凪なぎが内側に足を踏み入れると、背後に存在したはずの扉は音もなく消えた。

「なんなんです、ここ。寝室にしては広すぎますけど」

「夢のようなものだと、夕凪は聞いています。箱庭の中の箱庭とでも言いましょうか、技術的には結界内部にさらに結界を張り、そこに中核となる物品を用意しそれにそって結界内部の擬ぎ似じ空くう間かんを――」

　手を振って説明を遮り、私はさっさと歩き出す。

「結構です。どうせ理解できません」できるかもしれないが、意味がない。「それより、音おと亜あはどこにいるんです」

「不明です」

　私の後に、夕凪が続く。

　湿った土は足音を吸収するため、森は恐ろしく静かで、冷たさばかりが際立っていた。

　森特有の、爽さわやかな香りなど、どこにもなかった。

　恐ろしく陰気な森だった。

　数十歩進んで、立ち止まり、振り返り、改めて聞いた。

「あなた、ここに入るのが初めて、などと言いませんよね」

「ありますが、音亜さまの正せい確かくな現在位置はわかりません」

　さらりと、言ってのけた。

　なんて役に立たない案内人だろう。いや、確認しなかった私の手落ちか。

　それにしても、と周囲を見渡す。

　森、森、森、視界を埋め尽くすほどの森。

　この中で、たった一人、少女の形をした化け物を捜す？　冗談じゃない。

　私は盛せい大だいな溜ため息いきを吐ついて、髪かみをかき上げた。

「問題はありません」夕ゆう凪なぎがそんな私の様子を見ながら言う。

「どこが問題ないのか、私に教えてください」

「この空間の中核は音おと亜あさまそのものです。言い換えれば、森の中心に必ず音亜さまがおり、侵入者は無条件に音亜さまの元へと引き寄せられます」

「つまり」と、私は言葉を解釈する。この広大な森は、舞台装置のようなものだと、言いたいわけか。

「嫌でも、そのうちぶつかる、と？」

「夕凪は肯定します」

「夕凪」私はこめかみに指をあて、僅わずかに首を振る。「そういうことは、もっと早く言ってください」

「現在位置はわかりませんので、夕凪の回答は正しかったと主張します」

　押し問答は無む駄だだと悟り、私はまた歩き出した。

　くすり、と、背後から声が聞こえた気がした。

　もしそれが真実ならば、私は夕凪にからかわれたということになるのだろう。

「ねえ夕凪」ただ歩く退屈を紛らわせるためだけに、声をかけた。

「なんでしょうか、塚つか木ぎ咲さ希き」

「もしも、音亜が死んでしまったならば、あなたはどうしますか」

「何もしません」

「嘆きも、悲しみも、怒りもしない、ですか？」

「夕凪は否定します」

　視界の端で、夕凪が髪かみに絡む赤いリボンをなぞるのが見えた。

「夕凪は嘆き、悲しみ、怒るでしょう。しかし、音亜さまが死んだ瞬間から、それより向こう側の時間は全て、あろうがなかろうが同じ、無意味なものでしかありません」

「知っていますか」静かに、私は告げる。「時間が、確実に人の悲しみを癒いやすことを」

　どくん、と心しん臓ぞうの音を聞く。

「残ざん酷こくなことに、どんな悲しみも、生きてさえいれば、必ず、癒されてしまう」

　なぜか、自分の声を、他人のもののように感じた。

「夕凪は肯定します」

　また、赤いリボンを撫なでて、彼女は言葉を続ける。

「ですが、夕凪は否定します」

　私は空を見上げた、空は見えなかった。

　雨のような木漏れ日が、鉄色の葉から降り注いでいた。

　思わず、私は足を止めていた。

「それはただの幻想ですよ」

「幻想はお嫌いですか、塚つか木ぎ咲さ希き」

「いいえ」

　互いに、それからは口を閉ざした。



　歩いていればそのうちぶち当たる。夕ゆう凪なぎの言ったとおり、先ほどまで視界を覆っていた『鉄てつの森もり』が、急に開けた。

　そこに見事なまでに役者が揃そろっていた。

「なかなか、面白いことになっているようですね」

　私の登場で、その場の時間は、凍りついたようになった。

　誰だれもが、どう動くか決めかねているようだった。

　音おと亜あが二人いた。

　光で編まれた繭まゆの中に眠る音亜と、血ちに濡ぬれて笑う音亜。

　どうして増えているのか誰も説明してくれそうにはなかった。

　寝顔に、私の知る音亜の影を見た。血に濡れた音亜からは、何も見えなかった。

　人形というならば、血濡れの音亜こそが、人形のように見えた。

　金色の女神はいつか見たように悠然と微笑ほほえんでいた。全ては自分の思うがままに進んでいると確信しているような顔だった。

　運命を司つかさどりしヴェルザンディ、相応ふさわしいというならば、相応しかろう。

　そして、瀕死の蝶々ちようちようと、その傍かたわらに赤い狼おおかみがいた。

　赤い狼は、どこかシロに似ていた。

　ことごとくが死んだ灰色の狼に比べて、あまりにも、近い存在に見えた。

　もしも出会う場所と時間が違えば、赤い狼が私の隣にいたかもしれないと思ってしまうほどに似ていたのだ。

　長いと短いの中間程度の時間をかけて、私は順繰りに視線を投げかけた。

　そして最後に、捜し続けていた白はく銀ぎんの狼を見た。

「やあ、咲希」デートの待ち合わせで、相手が五分ぐらい遅れてきた程度の気楽さで、シロは告げる。「待ちくたびれたよ」

「そうですか」私は微笑を浮かべる。

　その場に、互いしかいないように、全てを無視して、開けた森を横切り、大きな鉄の木の下で座るシロの元へ進む。

　シロは少しも動かず、私が来るのを待ち。

　私は目の前に立って、思い切り、尻尾しつぽを踏みつけてやった。

　痛そうに顔を歪ゆがめるシロ、それでも口元には皮肉な笑みが浮かんでいた。

　何もかも私はわかっているよ、だから心配するな――白銀の狼は、無言のまま、そう、私に告げていた。

「……ばか」そういう台詞せりふはちゃんと、声に出して言うべきだ。

　誰だれにも聞こえないぐらいの小声で呟き、跪ひざまずいて、狼おおかみを抱きしめた。

　白はく銀ぎんの毛並み、首くび筋すじに顔を埋める、血けつ流りゆうの音と、心しん臓ぞうの音が聞こえる。

　二つ分、ドクンドクンドクンと、心臓は鼓こ動どうする。

　はっきりと言ってしまえば、この瞬間に、他ほかの全てはどうでもよくなった。

　全てが一冊の本だとしたら、ここで本を閉じてしまってもよかった。

　白銀の狼を連れて、このままどこかへ消えてしまいたかった。

「アハ……」私たちの世界を壊すように、血ち濡ぬれた音おと亜あが、甲高い声で、哄こう笑しようした。

　ひび割れたガラスが崩れ落ちていくように、全てが動き出す。

「あなたは、何者です」夕ゆう凪なぎがヴェルザンディにカラシニコフを向ける。

　夕凪にとって女神はあまりに突然現れた、あまりに怪あやしい存在だった。

「さあ？」ヴェルザンディは、余裕たっぷりの笑みを浮かべた。「何者かしらねえ」

　その態度に、夕凪は何かを理解した。

　何も言わず、目を細め、引き金を引きながらヴェルザンディへと突っ込んでいく。

　ヴェルザンディは微笑を崩さず、霞かすむような残像を残す短い瞬間移動で回避し、鉄色をした森の中へと逃げ込む。

　夕凪は躊ちゆう躇ちよなくその後を追う。

　赤い狼は、ぐったりと仰あお向むけになり青ざめた顔の――それでも、彼女の右目はひどくぎらついていた――蝶々ちようちようを抱きしめるように覆いかぶさっていた。

　ちらりと、赤い瞳ひとみが私を見て、すぐに視線を蝶々に戻した。

　何をしようとしているのかはわからなかった。

　だが、蝶々を救おうとしているのだけはわかった。

「心配ない」シロが言う。「君の友人はあいつが守る」

「友人ではありませんし、別に心配はしていません」

　心残りな、暖かい狼の体を手放し、反転しながら立ち上がる。

　無意味な哄笑とともに、血濡れの音亜が両腕を熊のように大きく広げて飛びかかってきた。私は両腕を突き出す、互いの掌てのひらが組み合い力比べの体勢になる。

　加速と跳ちよう躍やくの勢いで、数歩分、私は押された。

　湿った土に、しっかりとその跡が残っていた。

「これが、あなたの本性ですか？」

　笑う音亜は答えない。ただ、全身に力を込める。

　眠る音亜も答えない。光の繭まゆの中で静かにたゆたうだけ。

　間近にある血濡れた音亜の顔、もう声を出しては笑っていない、代わりに左右非対称に歪ゆがんだ、泣き笑いのような表情をしていた。

「違う、の」血ち濡ぬれの音おと亜あが喘あえぐように告げる、僅わずかに圧力が減り、楽になる。

「音亜？　あなた、意識が……」

　最初の衝撃分を除けば、私たちの力は拮きつ抗こうしていたといっていい。正しくは、向こう側に力が抜けたのだ。

　彼女の中で、二人の彼女が別々の意思を通そうと戦っているみたいだった。

「戦っているのさ、彼女もね」シロが私たちを眺めながら口を開く。「意思と、力の戦いだ」

　私は理解する。封ふう印いんは、二つではなかったということか。

　三つ目の封印。

　力と意思、二人の音亜。

「意思のない力と、力のない意思がせめぎあっている。そうなんですね、音亜」

　全身に力を込めたまま呟く。

　泣き笑いの音亜が、半ば震えるように頷うなずいた。

　その後を、シロが引き継いだ。

「その二人は二つの体の支配権をかけて戦っている。どちらかがどちらかを完全に制圧したならば、巨きよ人じんは一つに戻る」

　そして、巨人は目覚める。

　恐らく、そんな寸法だろう。

　つまり、音亜は、元に戻ろうとしているのだ。夕ゆう凪なぎの危き惧ぐの通り、音亜は失われようとしていたのだ。

　だけど――シロ、

「丁寧に解説している暇があれば」歯を食い縛る。喋しやべりながらの力比べはなかなかにしんどい。

「手助けをしてくれませんかね」

　状況が把握できたのはありがたいが、意味がない。

　音亜が二人いる理由は、理解できたが、だから、どうなるというのだ。

　ふっ、とシロが笑う。

「それができればそうしたいところだね」

「役立たず」私は言った。

「その通り、今の私は役立たずだ」妙に楽しそうなシロの声。

　その情報は知りたくなかった。まったく、本当に、肝心なところで役に立たない。

「咲、希」音亜の唇くちびるが開き、笑い声混じりに、私の名を呼んだ。「殺し、て、ハハハ、私を、ハハハハハハハ、殺して、お願い」

「私に、自殺の手伝いをしろと、言うのですか」

　ゆっくりと、告げる。油断すれば、確実に押し負ける。

　そうでなくとも音おと亜あの内で天てん秤びんが崩れれば、どうなるかわからない。

「時間が、ないの、わたしが、目を覚ましてしまう」辛うじての正気、哀あい願がんの声。「お願い、わたしが、力に、喰くわれて、消えてしまう前に、殺して」

「だから、私は――！」

　ざり、と、靴底が音を立てる。ぷつりと、糸が切れたように、音亜の顔から正気が消えていく。狂ったような笑い声が響く。

　巨きよ人じんの力が、巨人の意思を押しやっていく。

「しっかりしなさい、音亜！」

　だが、声には何の力もなく。

「駄目、わたし、喰、て、なくなる」

　音亜は――巨人は、笑う。

　私は押しつぶされそうになる、ぎりぎりと、背せ骨ぼねが軋きしむような音がする。

「さて、ここで」唐突な、シロの飄ひよう々ひようとした声。「君は私が手助けをしようともせず解説役を演じていることに怒りを覚えているかもしれない。別にこれは、私が君にお仕置きをして欲しいという歪ゆがんだ情じよう欲よくの表現ではないので、誤解しないで欲しい」

　絶対、お仕置きしてやろうと心に誓った。

　破られた拮きつ抗こう状態、力比べに敗北し、絡み合った指同士が、噛かみ締めた奥歯が、全身の骨ほねが、ぎしぎしと痛む。

　それすら、時間稼ぎに過ぎない。

「『月つき喰くい』は」ヴェルザンディの声がした。

　姿は見えなかった。夕ゆう凪なぎが彼女に襲いかかっていたはずだった。

　でも、声だけはここにあったのだ。

「巨人に、半ばまで喰われている。だから動けない」

　からかうような、悪戯いたずらな、ヴェルザンディの甘い響き。

　聞き流すことはできない嫌な台詞せりふ。

　私は思わずシロを見た。

　シロの姿が、薄れた。ぼんやり、と足元から、消えていった。

　私は言葉を失った。

　ヴェルザンディが笑う。私の動どう揺ようを嘲あざけるように笑う。

「復活のときは近い、だけど、失った力を取り戻すには未いまだ足りなかったわ。故に生いけ贄にえ、故に餌えさ、故に貢物――」苛いら立だちを募らせるような笑い声。

「まったくもって光こう栄えいな話だと思わないか。この街に入るなり、私はずっと巨人に喰われ続けていたわけだ」あくまで飄ひよう々ひようと、シロは言う。

「おっと」さらに薄れていく己の体をシロは見下ろす。「さすがは巨きよ人じん、なかなか食欲旺おう盛せいだな」

　飄々とした様子は、崩れない。

「少しは慌てなさい、バカ！」

　シロが暢のん気きすぎて、私は思わず叫んでいた。一瞬、目の前の音おと亜あのことを忘れていた。

　必然、力比べが終わる。

　上体が後ろに、つま先が浮いてかかとが前に滑る。

　潰つぶされる。

　そう判断した私は、最後の足あ掻がきとばかりに、倒れながら相手の腹に無む理り矢や理り持ち上げた膝ひざを打ちつけた。

　私の体が冷えて湿った土の上に叩たたき落とされる。

　巴ともえ投なげの要領で、音亜が投げ飛ばされる。

「母たる巨人のために、身を捧ささげる子の狼おおかみ、美談じゃないかしらね」

　くすくすと、不快なほどにヴェルザンディの声は美しい。

　その声を聞きながら私は立ち上がり、音亜は獣けもののように四つ足で着地する。

「状況さえ把握すれば、君は正しい判断を下せると、私は信じているよ」シロが言う。

　そちらに返事はできない。

「夕ゆう凪なぎ！」私は叫んだ。

　応えるように鉄色の森の中から、夕凪が姿を現す。

　今までずっと、ヴェルザンディと追いかけっこをしていたのだろう。

　永遠に追いつけやしない追いかけっこだ。完全に掌てのひらの上で、ヴェルザンディがそれを望まない限り永遠に追いつけないように見えた。

　私に呼ばれるまで、夕凪はそれに気付けなかった。

　足を止めた夕凪が私を見る。無表情にもかかわらず、熱くなっていた。

　私の叫びに反応したのは夕凪だけではなかった。笑う音亜が、私の横を通り過ぎ、夕凪の方へと駆けていった。

　襲いかかっているのか、それとも、助けを求めているのか。

　私も、それを追う。夕凪と私で、挟み撃ちの形になる。

　ひとまず、この音亜を抑える必要があった。

　巨人の力、性た質ちの悪い獣。



「ハ、ハハ、ハ――夕凪。夕凪。夕凪、夕凪、会いたか、アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ」



　音おと亜あが笑う。力が意思を喰くう。力が意思を獲得していく。

　繭まゆが明めい滅めつする、力と意思を兼ね備えた『巨きよ人じん』の目覚めが近いと伝えるように。

　夕ゆう凪なぎは銃じゆう口こうを笑う音亜に向けて、一瞬、迷い、

　引き金を、絞る音がした。

「音亜さま」繭で眠る音亜への言葉だった。「今、お助けします」

　繭の中の音亜が頷うなずいたように見えたのは、錯覚かもしれないし、そうでないかもしれない。ただ、血ち濡ぬれで襲いかかる、笑う音亜は、間違いなく微笑ほほえんだ。

　獰どう猛もうな、獣けものの笑みをしていた。



　音亜を取り押さえるべく動き出した私たちを、ヴェルザンディは不ふ思し議ぎそうに、面白くもなさそうに見ていた。

　丁度、繭の横、シロの傍そばで、鉄の樹じゆ木もくの下で、金の髪かみをなびかせ彼女は立っていた。

　堂々と、自分の全てが正しいと思っているような態度だった。

　透けていくシロを見下ろしながら、彼女は一度、自身の唇くちびるをなぞる。

「女神」シロがヴェルザンディを見上げて告げる。「君には愛するものがいるかね」

「いないわ」

　律りち儀ぎにも、運命の女神はそう答えた。

「そうだな。今はいないのだろう」静かに頷く。「今はなく、かつてあったからこそ、君はこんな場所にいる」

「余裕ね。『月つき喰くい』」ヴェルザンディは答えず、別の話題を口にする。「あなたはまさしく、この今に消滅しつつあるのに」

「何も恐れる必要はない、咲さ希きがいる。いいかね女神、私にとって恐おそれるべきこととは、私自身の消失でもなければ巨人の復活でもない、咲希がいないということこそが恐るべきことだ」

「その咲希は、巨人を相手に難儀しているようね」

　皮肉な口調に対し、それ以上に皮肉な笑みをシロは浮かべる。

「悲しいな、運命の女神。君は私のように信じることができず、咲希のように戦うことができず、あの巨人のように解放されることさえない」

「随分、悟ったようなことを言うのね……仮にも女神の私に向かって、滅ぼすだけが能の、たかが、狼おおかみが」

「悟ってなどいないとも、単に、君を哀あわれんでいるだけだ」

「それが悟っているというのよ」

「ふん、そうかね」狼は皮肉に笑う。

　それが気に入らなかったのだろう。ヴェルザンディは荒々しい動作で、背後にある木の幹に拳こぶしを叩たたきつけた。

　皮ひ膚ふが裂けて、血ちがゆっくりと、指先を伝う。

　赤が混ざった白い手を目の高さまで持ち上げて、舌した先さきでちろりと、血を舐なめた。

「愛、愛、愛、もう結構」端たん整せいな顔を、女神はしかめる。「さっさと壊れてしまえばいい、他ほかの全てと一緒くたに、なくなってしまえばいい、巨きよ人じんによって、喰くらい尽くされてしまえばいい」

　苛いら立だたしげに、ヴェルザンディが言葉を紡ぐ。

「全て、君の望みどおりにことは進んでいる。そして、これからもそうなると君は確信しているわけだ」

　呟きと同時に白はく銀ぎんの狼おおかみの姿はさらに薄れた。巨人の復活がまた少し近付いた。

「気に入らないわ」

　白くしなやかな腕を組み、苛立たしげに、唇くちびるを噛かんだ。

「何がだね？」

　薄れながら、シロは問うたが、ヴェルザンディは答えなかった。



　二対一、私と夕ゆう凪なぎが笑う音おと亜あの前後を挟んだ形だった。

　だから有利というわけでもないのが、困ったところだ。

　まだうっすらと、私の掌てのひらには痛みが残っていた。

　ただの力比べの痛みだ。

　単純な暴力が、どれほど恐ろしいかは、私が、よく知っている。

　私が手に入れたのも、同じく、ただの暴力だからだ。

　夕凪が牽けん制せい気味に銃じゆう弾だんを放つ。音亜の足元の土が跳ねる。ほんの一瞬音亜の動きが止まり夕凪に注意が向く。

　その隙をつき、私は音亜の背に向かって『弦げん月げつの影』を繰り出した。

　幻惑は混ぜない。通るのは最短距きよ離り、『弦月の影』は笑う音亜の細い首を狙ねらい、絡みつこうとする。

　蝿でも振り払うように、無む造ぞう作さに音亜が手を振り。『弦月の影』を打ち落とした。

　首だけ曲げて、音亜が振り返る。

　しくじった。

　そう思った瞬間には、もう手遅れだった。

　地面がはじけるような音がした。次の瞬間には音亜が私の前にいた。

　私はうっかり、猛獣の注意を引いてしまったわけだ。

　視覚に遅れて風を切り裂く音を聞く。鉄色の木々が葉を揺らす。

　反射的に両腕で顔と腹をガードし、後ろへ跳ぶ。

　ガードの上からの、無む造ぞう作さな拳こぶしの一撃。

　小さな、音おと亜あの拳が、私には巨大なハンマーに見えた。

　殺意の有無など問題にせぬほどの、必殺。

　音亜が笑う。獣けものが笑う。巨きよ人じんが笑う。

　触れた拳の衝撃が、全身を貫き、私は、宙を舞った。

　見る間に、背景が流れていく。

　衝撃を殺すため自分でも跳んだのは失敗だったか。

　空中で身を捩よじり『弦げん月げつの影』を近場の枝に絡める。

　鉄色の太い枝が体重に軋きしむ、支えきれず鞭むちが絡んだ点からぼきりと折れる。

　辛うじて、体勢を整えて、四つんばいで着地する。

　音亜が私を追いかけて跳ちよう躍やくする。

　冗談のような、弾だん丸がんのような速度。

　先ほどよりも、さらに速く。確実に、力を増していた。

　私は無表情のまま、胸きよう中ちゆうで舌した打うちをする。

　まるで、暴れまわる時限爆弾。巨人になってしまう前に、叩たたくには――どうする。

　それ以前に、迫る音亜の一撃を、どう避ける？

「なるほど、まあ、それもいいですね」

　独り言のように呟いて、私は身構えた。

　重要なのは、タイミングだ。

　駄々っ子が振り回すようでいて、しかし殺傷力だけはハンマーのそれである音亜の拳が迫り、振り下ろされる。

　半歩、私は前に出た。

　四つ足のまま、僅わずかな距きよ離りを踏み出した。

　振り下ろされる拳に、勢いが乗りきる前に、自分の額ひたいを、拳にぶつけた。

　頭ず蓋がい骨こつが直接揺さぶられるような衝撃。額が裂けて、血ちが滲み、いくらかは目に落ちて、いくらかは鼻筋を通って唇くちびるに落ちる。

　眩くらむ視界、脳のう髄ずいの誤作動で意味のない光が明めい滅めつする。

　弾はじき飛ばされないよう、両手で伸びた音亜の腕を掴つかむ。

　一瞬、私の行動の意味を理解しかねたように、音亜の動きが止まる。

「悪くない」

　音亜の後を追いかけるように、それこそ、彼女がいつもそうしていたように、

　まさしく、影のように。

　夕ゆう凪なぎがいる。

　カラシニコフを逆さまに持ち、銃じゆう底ていを振り上げ、音おと亜あの首くび筋すじに叩たたき込もうとしていた。

　ほんの一瞬、音亜が動きを止めた時間に、彼女がそれを成し遂げる。

　銃底が首筋を打つ、音亜の姿が衝撃に従って横手に流れていく。

　悪くない。首筋が急所であることは言うまでもない。一秒に満たない時間でも、脳に向かう血液が止まれば人間は気絶する。

　背後から襲うならば、理想的で、現実的で、



　それじゃあ、駄目だ――



　私は愕がく然ぜんとして、手遅れだと理解しながら叫んだ。

「逃げなさい！」

　流れるように、倒れるように、音亜が振り返る。

　獣けものの笑みと、壊れた笑い声と、狂った瞳ひとみが夕ゆう凪なぎを貫く。

　倒れながら、倒れず、片足で器用にバランスを取り、音亜は全身を振り子のように揺らしながら、右腕を振りぬいた。

　幼い子どもが、遊んでいるように、ひどく、無む造ぞう作さに。

　ひどく、巨きよ人じん的な動きで、



「……え？」



　呆ほうけたような、夕凪の顔。

　音亜の拳こぶしが、夕凪の脇わき腹に、めり込んでいた。前ぜん腕わんの半ばまでが、埋まっていた。

　骨ほねの砕くだける音と、肉の裂ける音に隠れて、小さく皮ひ膚ふと服の破れる音がした。



「幼い子どもにはよくあることよ。遊んでいるつもりで、加減を間違えて、大切なものを壊してしまう」

　ヴェルザンディの声が聞こえる。

「どれだけ嘆いても、戻りはしない、決して、戻りはしない」



　夕凪の脇腹にめり込んだ腕。

　夕凪はカラシニコフを取り落とし、震えて、わななく手を音亜に伸ばす。

　無む理り矢や理りに、夕凪は微笑を浮かべる。

「音亜さま」

　言葉と一緒に、脇腹と、唇くちびるから血ちが流れる。

「そんなに、はしゃがれると、危のう、ございます、よ」

　全身を斜めに傾け、夕ゆう凪なぎの脇わき腹に腕をめり込ませたまま、停止していた音おと亜あに夕凪は触れた。

「足が、治られたので、はしゃぐ気持ちは、夕凪にも、わかり……」

　言葉は、ひどく場違いで、的外れもいいところで、そのくせ、優しくて。

　ここが『鉄てつの森もり』でなく、あの街のどこかなら、そんな風に言う機会があったのかもしれなかった。

　夕凪は、抱きしめようとしたのか、それとも、支えようとしたのか、わからない。

　どちらにせよ、もう、彼女にそんな力は残っていなかったのだろう。

　音亜にもたれかかるようにして、彼女の体が、落ちた。

　墓場のそれのように湿った土は、音もなく、夕凪の体を受け止める。

「夕凪」

　震える、音亜の声。



「夕凪、夕凪、夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪夕凪――！」



　壊れたテープレコーダーのように、叫び、呼ぶ声。

　届きは、しない。

　音亜の、緑の瞳ひとみに戻った正気の色。同じ量の、悲しみの色。

　音亜の意思が、巨きよ人じんの力を押しのけて、戻ってきて、

「だから、殺してって、わたし、頼んだのに、ちゃんと、頼んだよ、わたし」

　こうなると、わかっていたから。

　こうなることぐらい、わかっていたから。

「好きだったから、あなたのことが二番目に好きだったから、せめて、あなたに殺して欲しかったのに！」

　私は、張り詰めていた最後の糸が切れるような音を聞いた。

「どうして、殺してくれなかったの、あなたなら、それぐらいできたはずなのに、ねえ、咲さ希き、答えて、答えて」

　それは、

　音亜の心が壊れる音だった。



　繭まゆが、輝きの強さを増した。

　孵かえろうとする卵のように、膨れ上がり、収縮し、明めい滅めつする。

　繭まゆの内側で眠っていた音おと亜あが、目を開く。

　繭の外側で笑っていた音亜が、目を閉じる。

　二人の音亜、二つの肉体、今、その意思は、一つに、なってしまった。

　なって、しまったのだ。

　内側の音亜が外側の音亜を招き。

　外側の音亜が内側の音亜に招かれる。

　夕ゆう凪なぎの体を置いて、外側の音亜が、繭の中へと入っていく。

　これで、巨きよ人じんの材料は、全て、揃そろってしまった。

　それが合図であったかのように、急速に、『鉄てつの森もり』が終わっていく。

『鉄の森』が端から、音もなく壊れていく。

　ガラス細工が砕くだけ散るように、ぼろぼろと、鉄の森が崩れ、細分化されて、空へと巻き上げられていく。

　森の崩壊に合わせて――封ふう印いんの内側だったこの場所の破壊と同期して、

　巨人の繭は、明めい滅めつを激しくし、最後には目を焼くほどの輝きに包まれていった。

　奪われた視界の中で、音亜の声が響いた。

「もういいや、みんな、壊れちゃえ」

　そして、彼女は、自ら、意思を手放し、力に喰くわれた。

　私には、その声が泣いているように聞こえた。

　多分、間違いではなかった。あるいは、私がそう思いたいのかもしれない。

「強すぎるというのは、弱すぎるのと同じくらいに悲劇だ」

　シロがそんなことを言った。

　私はそちらを向いた。

　鉄色の木の根元にあった、薄れた姿が、完全に消えるところだった。

「シロ？」返事はなかった。その意味を理解するのに、何十秒かかかった。

　ああ……そうか、シロが、喰われてしまったんだ。

　最後に、いつものように、飄ひよう々ひようと告げて、消えてしまった。

　遅かった。間に合わなかった。

　違う、そういうことではない。

　致命的な、取り返しのつかないミスをしただけだ、私が！

　嘆く獣けものの咆ほう哮こうが聞こえた。私の喉のどから出た、私の声だった。

　狼おおかみの遠吠えに、似ていた。

　心しん臓ぞうがひどく熱かった。

　それでも、私は泣かなかった。それは、一番最後でいい。



　落下する錯覚。収束する光と覚かく醒せい。

　三つ目の封ふう印いんであった巨きよ人じんの分割が破られ、

　二つ目の封印だったこの場所そのものもまた、破られた。

　残る封印は一つだけ、この街、そのもの。

　旧ふるい造りをした街と深い夜の中に、巨人は降こう臨りんした。

　ヴェルザンディの姿はない、シロの姿はない、夕ゆう凪なぎはすぐ目の前の石いし畳だたみでカラシニコフと一緒に倒れて横たわっている。

　そして、巨人がそこにいる。



　私は、巨人を見上げる。



　輝きでできた、巨人。



　人の形を模した光。手足と頭があるだけの、人形。



　性別も人格も見えない、それはある種の怪獣を連想させた。

　意味も目的もなく、人の世界を破壊する、怪獣だ。



「ォォォォォォ――」



　巨人が咆ほう哮こうを上げ、その輝く両腕を広げ、天を仰いだ。

　音おと亜あの姿が、巨人の中心に、心しん臓ぞうの位置に見えた気がした。

　巨人の広げた両腕から星ほし屑くずのような小さな輝きが降り注ぐ。

　光は夜空を彩いろどりながら、雨のように街へと降り注いでいく。

　これが、侵食の始まり。

　美しい、終わりの始まり。

　神話に喰くわれていく現実。

　降り積もった光からは一斉に鉄色の芽が吹き、街を養分にして瞬きの間に育ち、堂々たる樹じゆ木もくへと成長する。

　過去に滅び、封印に消え、果てに、街を覆いつくし『鉄てつの森もり』は現実となった。

　石畳の感触すら、もう、感じず、街の面影は加速的に『鉄の森』に奪われていく。

　輝きから生まれた『鉄の森』、現実に顕あらわれた『鉄の森』、巨人に相応ふさわしき『鉄の森』。

　神話の世界とでも呼べばいいのか。

　人間の街の上に造られた、限りなく夢のような現実。

　現実でありながら、別の世界の法則に支配された場所。

　心しん臓ぞうが疼うずくのを感じていた。

　痛みにも似た、快感。

　私のうちに眠る神性が、狼おおかみが、喜んでいた。

　ここは、私の場所でもあった。

　容赦なく続く侵食、巨きよ人じんは光を降らせ続ける。

　もうすでに、街への出入り口だった寂さびれた国道も、『鉄てつの森もり』に喰くわれた。

　そこが、結界の端だったのだろう。鉄の森は、そこで停止し、見えない火花を散らす。

　封ふう印いんと、巨人が、せめぎ合う。

　最後の封印が破られれば、世界は『鉄の森』へと塗ぬり替えられ、人間は何も気付かないまま、消えていくのだろう。

　白々しく吹いた風が、私の黒く長い髪かみを揺らす。

　一連の騒動で埃ほこりだらけになった制服を軽く叩たたき、倒れた夕ゆう凪なぎの傍そばで膝ひざをつく。

　うっすらと胸が上下し、口元からは細い呼吸が漏れていた。それに呼応して、傷口が震え、血ちが漏れる。

　人形。思えば、夕凪は最初からそうだった。人形のようだった。

　意思のある人形。愛を口にする人形。優しい人形。

　不ふ思し議ぎだった。

　この街の住人は人間のように見える人形だった。

　私は一週間近くを過ごして、住人を人形だと見破れなかった。

　当たり前のように、人間だと思っていた。

　私が唯一、人形のようだと思ったのは夕凪だった。

　あまりにも、人形のようで、私は気付けなかった。

　夕凪はきっと、

　人形でありたかったのだ。

　人形でさえあれば――

「まだ、生きてますよね」

「音おと亜あ、さま……ですか」

　夕凪が私を見て呟いた。目の光が薄れていた。血を失いすぎた、のだろう、かなり危ないか。蝶々ちようちようといい、彼女といい、私といい……本当に、どうしてこうも、人は脆もろいのか。

　いっそ、人形でさえあれば、

　生も死も飛び越えて、人でない者との永遠を望めた。

　悲しいほどのロマンティシズムに惨みじめなほどのセンチメンタリズム。

　報われぬ願い。

　なにが、人形か――

「いいえ、違います」私は答えた。

「……塚つか木ぎ、咲さ希き？」

「そうですよ」

「お願い、します、音おと亜あさま、を、音亜さまを……」

　色が薄まった唇くちびるから零こぼれる、ひゅーひゅー、という呼吸音の混ざった声。

　消える、木枯らしのような音。

「努力はしましょう。確約はできません」

　私が助けるべき相手は、別にいる。

「傷、深いですか」ちらと、傷口を眺め、私は尋たずねた。

「問題、ありません、生命の維持は、何とか、なります。これでも、夕ゆう凪なぎは、」続きの言葉はひどい、血ちの混ざった咳せきにかき消された。

　泣いているような微笑を夕凪が浮かべる。

　私は微笑ほほえみ返し、立ち上がって、背を向けた。

「音亜が待っているのは、私じゃなくて、あなたです。だから……」

　私は口を閉ざす。

　何を、似合いもしないことを言いそうになったのか。

　本当に、この街に、毒されている。

『弦げん月げつの影』を呼び、試すように、手て首くびの捻ひねりで宙を薙なぐ。

　黒い曲線が空を切り裂き、鋭く鳴いた。

　私の心を震わせ、他者の心を畏い怖ふさせる、心地のよい音だった。

　薄く、薄く、鋭い笑みを口元に宿し。

　私は巨きよ人じんの元へと歩んでいった。



　顔のない巨人が――心しん臓ぞうの位置に浮かぶ音亜が――私を見下ろしていた。

　そう、心臓。心臓の位置。私はそこを見上げる。

「シロ」

　名前を呼ぶ。

「そこにいますね」

　ああ、いるとも。

　音でない声が、私に伝えた。

　たとえば私が狼おおかみの心臓を喰くらったように、神の心臓を喰らったように、

　喰うということは、喰われるということは、

　すなわち、一つになるということ。

「まだ、消化はされていないようですね」

　冗談めかして言ってみたが、返事はなかった。

　そんな場合でもないが、軽口の一つも叩たたかずにはいられなかった。

　私は急いで、巨きよ人じんの中からシロを――シロを喰くった音おと亜あを引ひき摺ずり出さなければならない、それも、巨人が街の外に出てしまう前に。

　なるほど、課題は山積み。時間制限は厳しい。

「悪くありません」

　私は左手を差し出し、誘うように、指で招く。

「来なさい、巨人」鋭い笑みのまま、私は、左手を握り締める。

　この言葉が、果たして、音亜に届いたのか、それすらもう、わからない。

　巨人は、音亜は、無表情に、ただ、そこにいる。

　それだけで人間一人分以上のサイズがある拳こぶしを巨人が振り下ろす。

　光の腕は伸び、拳が地面を薙なぎ払う。

　パワーショベルのような拳のくせに、鉄色の木も草も通過して、文字通り、私へと直進する。

　冷たい土を蹴けり、鉄色の木に『弦げん月げつの影』を絡め、弧を描いて跳ちよう躍やくする。

　巨人の拳が逆巻く髪かみの下を通り過ぎていく。

　もう一度、着地のタイミングに合わせて巨人は拳を振るう。

　交こう差さする光の拳と私自身。

　めちゃくちゃな大振りだが、それでも、充分に、巨人は速い。

　辛うじて、『弦月の影』を振るい、迫ってきた光の腕を切り落とす。

『弦月の影』は容易たやすく光の腕を切り裂き、千切れた腕は光に還かえり地面に落ちていく。

　だが、それは痛手にはならなかったようだ。

　断ち切られた腕の面から光が零こぼれ、ほんの数秒で、新しい腕になる。

「きりが、ありませんね」思わず、ぼやいた。

　巨人は再び私を狙ねらい腕を振り回す。

　離脱のタイミングが一瞬だけ遅れ、拳が肩かたを掠かすめた。

　痛みがあったわけではない、ただ、奇妙な違い和わ感かんを感じた。

　眼球だけ動かして、そこを見た。

　制服の肩布が鉄色に染まっていた。

　鉄色の、葉だった。

　次の動きに合わせて、ひらひらと、舞い零れた。

　制服が、巨人に、喰われた。

　もし直撃したら、私の体はどうなるかは想像に難くない。

　厳しい、か。

　戦術などまったく意味をなさない、スペックの問題で私は劣勢に立たされた。

　攻撃の手を休めて、守勢に回り、カウンターを狙ねらう。

　伸びきった手足を『弦げん月げつの影』で落とすことに集中し、時間を稼ぐ。

　相手は文字通りの一撃必殺だ。長期戦など最悪にもほどがある。

　打開策が、必要だった。

　巨きよ人じんを見る。光の体。全体に特徴はなく、どれだけ切り裂いてもすぐに再生する。

　狙うなら心しん臓ぞう……音おと亜あしか、ない、か。

　あまり、やりたくはないし、成功するかどうかも怪あやしい。

「まあ、黙ってやられるのも癪しやくですしね」

　次の巨人の一撃に合わせて跳ちよう躍やく、二撃目を『弦げん月げつの影』でいなし跳躍する。

　手て首くびを捻ひねり『弦月の影』の方向を変え、そこら中に生えている鉄色の木に絡める、反動を利用し、更に木の幹を蹴けって、高さを稼ぐ。

　高く、高く、浮遊する感覚。小さくなる『鉄てつの森もり』、近くなる巨人。

　巨人の心臓と同じ高さになり、音亜と、目が合った。

　意思の見えないぼんやりとした緑色の瞳ひとみが、ひどく、退屈しているように見えた。

　悪寒を感じながらも、私は『弦月の影』を振るう。

　狙いは、心臓。

『弦月の影』の描いた曲線が光の体を切り裂いて迫る。

　嘲あざけるように、音亜の唇くちびるが歪ゆがみ、鞭むちが届くよりも速く、

　巨人の胸から、腕が、生えた。

　光の拳こぶしは、真まっ直すぐに、空中で、身動きのとれない私を捉とらえ。

　私は、為なす術すべなく、光の拳に――喰くわれた。

　光の中で、私は凍りついてしまったように動けず。手から『弦月の影』が零こぼれ落ち、所しよ在ざいなさ気に地面に落ちていく。

　やられた。

　完全に、読まれていたか。

　音亜の唇が、言葉を発したようにも見えたが、もう、判別はつかなかった。

　最初に、服が喰われた。

　制服が、鉄色に染まり、ぼろぼろと、崩れていく。

　次に、肉体。

　肌はだが、まだらに鉄色で染められ、ひどく、重たくなる。

　体の内側では根が生え臓ぞう腑ふを抉えぐり、皮ひ膚ふを突き破り、枝が生える。

　私自身が、一本の、鉄色の木へと造り替えられていく。

　巨きよ人じんに、喰くわれていく。

「大丈夫かね、咲さ希き」

　視覚が奪われ、聴覚が奪われ、触覚が奪われ――徐々に、私自身が消えていく中で、シロの声が、聞こえた。

　ああ、そうだ、私は、喰われているのだ。巨人の中で一つに……

「大丈夫に見えますか？」

「いいや、全然。ただまあ、折せつ角かく話ができる状況になったのでね」

「それは絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいという意味じゃありませんか」

「絶体絶命？　冗談だろう、君にとって、これが危機だなどと私は思わない」

「それは買い被りというものだ」

「そんなことはなかろう、と――」

　ぶちん、とラジオの電源が落ちたように、声が消えた。

　まったく、

「絶体絶命というなら、あなたの方こそそうでしょうに」

　くつくつ、と、私は笑う。

「おかげで、諦あきらめる気にもなれやしない」

　ドクン、抗あらがうように、心しん臓ぞうが、高く鳴る。

　自身を抱きしめるように、自身の内側から伸びた枝を掴つかみ、

　全力で、引き抜いた。

　脳を焼くような激痛、白黒の明めい滅めつだけが埋め尽くす視野。

　だが、私は笑う。

　笑え、笑え、笑え！

　絶望するのも悲しむのも諦めるのも、全て、後回しだ！

　笑いながら、自分を壊す。

　己の内側にできた、巨大な鉄色の木。

　質量保存の法則を全力で無視して、血ちに濡ぬれた鉄の木を、強引に引き抜く。

　幹の太さだけでも、私の身長を超えている、それを、下に向けて、放ほうり捨てる。

　大きく息を吐つく、痛みが、五感の覚かく醒せいを促す。

　ひどい姿だった。

　我ながら、どうして生きているのかが不ふ思し議ぎなぐらいだった。

　制服はぼろぼろで、ほとんど服の形を成しておらず、辛うじて肉体に引っかかっているだけだった。

　片腕は千切れかけ、皮一枚で肩かたと手が繋つながっていた。

　太ふと腿ももが抉えぐれていた。つま先は二つともなかった。腹に大きな穴があいていて、内臓のほとんどが失われていた。

　血ちはとめどなく流れていく。人間なら、とうの昔に死んでいる。

　普段の私でも、死んでいるかもしれない。

　私はずっと、微笑ほほえみ続け。

　大きく、口を開けた。

　赤い口こう腔くうの中で光る歯は獲物を喰くいちぎる牙きば、蠢うごめく舌したは獲物を絡める鞭むち。

「返してもらいますよ、喰われた分を、全部」

　息を吸い込むように、光を吸い、巨きよ人じんを喰う。

　暴れる巨人、懸けん命めいに私を振り落とそうとするが、私は落ちない。

　一秒ごとに傷口が盛り上がっていく。

　千切れかけた腕が繋つながり、抉えぐれた太ふと腿ももが形を取り戻す。

　失われたつま先が生え、腹にあいた穴に内臓が詰め込まれて肉と皮が覆う。

　心しん臓ぞうは、流れた血液を補うように乱打し、全体に熱と微細な痛みが走る。



　私は笑う――巨人もまた、笑う。



　巨人の心臓が、意思の見えなかった音おと亜あが、初めて感情らしきものを見せた。



    

  
    
      



    

  
    
      　緑の瞳ひとみに浮かんだ色は喜き悦えつ。敵を見つけた戦士の喜び。

　肉体を再生させた私は、巨きよ人じんの肉体の中から、光の中から、跳ちよう躍やくする。

『鉄てつの森もり』への落下、飛びかかる蛇のように『弦げん月げつの影』が空中の私のもとへと飛び込んでくる。

　風を受けて逆巻く髪かみを押さえながら、私は再び、『鉄の森』に立つ。

『弦月の影』を軽く一振り、再会を喜ぶように黒い鞭むちは震える。

「悪くない」

　天てん秤びんは水平まで戻った。

　私は、押さえていた髪を離し、一度、かき上げる。

「さて、どうしましょうかね」

　余裕を演じながらも、内心にあるのは焦り。これでは、よくて千せん日にち手てだ。

　しばらく放置していたが街の封ふう印いんはどうなっているのか、

　何より、シロはまだ、無事なのか。

　唇くちびるを噛かむ。

　私の煩はん悶もんを余よ所そに、巨人は、楽しそうだった。

　初めて遊び相手ができた、幼い子どものように見えた。

　ひどく、無む垢くなものに見えた。

　いっそ、羨うらやましくすらあった。

　こうなれば、徹てつ底てい的てきに、やるしかないか。

　覚悟を決めたとき、ようやく、彼女の声が聞こえた。

「塚つか木ぎ咲さ希き」

　名を呼ばれて、私は振り返る。

　カラシニコフを杖つえにして、夕ゆう凪なぎが、立っていた。

　辛うじて、傷口からの失血は止まっていた。

　顔色は青白いを通り越して、白一色で、唇から色は失われていた。

「待ちましたよ」私は言った。

　カラシニコフ――思えば、暗示的な銃じゆうだった。

　そこそこの性能で、安価で、壊れにくく、もし壊れても、いくらでも、

　代用が利く。

　街の人形たちは、ほとんど皆、これを持っていた。

　それを持たせたのは、夕凪なのかもしれない。

　そうだとしたら、彼女にも、世界を怨うらんだことが、あるのだろうか。

「音おと亜あさまを、迎えに来ました」

　か細い声で、でも、確かに、彼女はそう言った。

　だから、私は、彼女に道を譲る。

　巨きよ人じんへの道を、彼女に渡す。

「夕ゆう凪なぎは――」

　一度、彼女はそこで口を閉ざし、汚れた制服の袖で、のろのろと、目ま蓋ぶたを拭ぬぐう。

　腕を引くと同時に、数滴の飛沫しぶきが宙を舞う。きらきら、と、光りながら、落ちてく。

「あなたに、感謝を。塚つか木ぎ咲さ希き」

　紫の瞳ひとみで、ずたぼろの制服を纏まとう私を見据え、そう、告げた。

　……きっと、彼女は世界を怨うらんだことなど、ないのだろう。

　少しだけそれが羨うらやましい。

「別に、私は何もしていません」

　私の前を通りながら、夕凪が、歩いてく。

　見上げるような、光の巨人に向かって、夕凪が歩いていく。

「見えていますか、音おと亜あ」

　私は呟き、夕凪の横を歩いた。

　巨人と、私の視線が絡み合う。



　夕凪の姿を見て、数秒間、巨人の動きが停止していた。

　のろのろと、カラシニコフを杖つえに夕凪が巨人に――音亜に向かって――歩いていく。

　音亜の顔からはまた、感情が消えていた。

「大丈夫ですよ」姿見えぬシロに向けて、私は呟く。

　もうすぐ終わる。

「ォォォォォォ――」

　怯おびえるような巨人の咆ほう哮こう、光の粒でできた全身を震わせ、無傷の私を無視し、満まん身しん創そう痍いの夕凪に向けて、

　何をしたわけでも、なかった。

　じりじりと、のろのろと、じれったくなるぐらいの時間をかけて、夕凪が歩いていく。

　時間の流れが、ここだけ、スローになってしまったようだった。

　私は『弦げん月げつの影』を握り、彼女の速度に合わせて、待つ。

　視線を鋭く、気配を尖とがらせ、じっ、と狩人のように待つ。

　待って、待って、待ち続けて、私は、一瞬の気配を捉とらえた。

　黒い髪かみが揺れる、全身が翻ひるがえる。

　金の髪をなびかせて、夕凪の背後に、忽こつ然ぜんと現れた女神の姿。

　彼女の手には細く、捻ねじれた鋭い槍やり。

　繰り出されるそれの穂先を、『弦月の影』が掴つかむ。

「必ず、最後には、茶々を入れると思っていましたよ」私は呟き、

　そいつの名前を呼ぶ。

「ヴェルザンディ」

　薄く、挑発的に笑う。彼女が私を見る。

　読み合いは私の勝ち。

　普段の優ゆう雅がさが消えうせた屈辱と憤ふん怒ぬの顔。

　なまじつくりが美しいがゆえに、その凄せい絶ぜつさは息を呑のむほどに激しい。

　修しゆ羅らか、悪鬼か、それとも悪夢か。

　初めて、彼女のむき出しの感情を見た気がした。

　だが、彼女がそうなったのもほんの数秒。

　すぐにヴェルザンディはいつものように余裕たっぷりの典てん雅がな笑みを浮かべた。

　きっとそれは、彼女なりの、矜きよう持じなのだろう。

　気持ちはわかる。私にだって似たようなものはある。

「はぁい、咲さ希き」ヴェルザンディが言い、さり気なく、手の中の槍やりを回す。

　穂先が、私の掌てのひらを抉えぐる。

　夕ゆう凪なぎは前に進む。

　私は、槍から手を離さず、むしろ、握る力を増し、穂先を砕くだく。

　槍の破片は掌の傷に食い込み、あるいは地面に散らばる。

　武器を破壊されたヴェルザンディが一瞬だけ躊ちゆう躇ちよをし、その隙に、私は空いている手を伸ばして彼女の肩かたを掴つかむ。

　ヴェルザンディは槍を捨て、逃げようとするが、もう、遅い。

「逃がしません。この場面だけは、意地でも、私はあなたを捕まえる」

　彼女の方を支点に、ぶつかるように、身を寄せる。

　体当たりにたたらを踏んだヴェルザンディが倒れないように地を踏みしめる。

　彼女の胸に私は飛び込み、密着状態で『弦げん月げつの影』を振るう。

　私たちの周囲を、鞭むちが緩い螺ら旋せんを描く。

　螺旋の中に私とヴェルザンディがいる。

　切り裂くのでもなく、打ち据えるのでもなく、全身を絡めとる。

　私の体ごと、ヴェルザンディを、捕まえる。

　彼女の肩に置いていた手を更にずらして首に回す。

　熱烈な抱擁、口付けの一瞬手前、互いに、悲しくなるほど愛はない。

「これでもう、逃がさない」冷えた声で私が告げる。

「あら？」からかうように、彼女が言う。「私にそんな趣味はないのだけれど」

「私にもありませんよ」

　目の前にある白い首くび筋すじに、噛かみついてやりたいと思った。

　血管が透けて見えるほどに白い肌はだをしていた。

　首筋を隠すように、彼女が顎あごを落とし、私の肩かたに押しつける。

　形の良い耳が唇くちびるのすぐ傍そばにあった。

　私の耳は、ヴェルザンディのすぐ傍にあった。

「あなたの負けです、ヴェルザンディ」

「まだ、勝負の綾あやはわからないわ」

　互いに耳元で囁ささやく。

　冷えた声とは対照的な、くすぐるような、甘い声。

　ヴェルザンディの体は暖かく、柔らかく、甘い、香りがした。

「……本当に、冷たい体をしているのね」

　ヴェルザンディがそう言った。

　私自身がよく知っていることだった。



　私がヴェルザンディを捕まえた頃には、夕ゆう凪なぎは音おと亜あの、足元にたどり着いていた。

　杖つえ代わりのカラシニコフから手を放し、ずっと、そうし続けていたように、凛りんと背筋を伸ばし、仕えていた主ぬしを見上げ、それからゆっくりと、丁寧に、頭を下げた。

「お迎えに、あがりました。音亜さま」

　いつもどおり。

　それは、二人が積み上げてきた時間。

「今日はいかがいたしましょう」

　確信と、信頼と、敬愛と、

「お茶も、ケーキの材料も屋敷も、全て吹き飛んでしまいましたが」

　過去と、今と、

「それでも、わたしは――」

　未来と、

「あなたの傍に」

　顔を上げ、微笑を浮かべ、

　夕凪は音亜を見て、

　音亜の目に正気の光が宿り、赤ん坊が初めて言葉を発するときのように唇を震わせて、



「何もしなくていいわ」



　巨きよ人じんの中で、音亜が告げる。

「だから、わたしの傍そばにいて」



　巨きよ人じんの力を、巨人の意思が、制御する。

　光でできた巨人の体が、縮み、消えて、音おと亜あに、戻っていく。

　地上に降り立ち。音亜は、ひどく優しく、妙に大人びた声で告げる。

「いつもどおり、わたしの傍にいて、夕ゆう凪なぎ」

　その命令に、夕凪は、もう一度頭を下げた。

「かしこまりました、音亜さま」

　ぐらりと、夕凪が倒れ、音亜が、それを抱きとめる。

　小さな体で、夕凪を支える。

「こんなに傷だらけになって、本当に、バカなんだから」

　音亜の細い肩かたが震えていた。

「本当に、バカだわ」

「ありがとう、ございます――そして、申し訳ありません」

　囁ささやくような夕凪の声。

「騙だまし騙し、やっていましたが、もう、駄目なようです」

　穏やかな笑みを浮かべて、

「この街で、夕凪は、たった一人の人間で、けれど、あなたが、いたから――」

　満足そうに、目を閉じて、

「夕凪はとても、幸せでした」

　死の暗くら闇やみに落ちていく。

「――夕凪」

　夕凪はもう、何も言わない。

　音亜の声はもう、届かない。

　硝子がらすの小鳥を扱うように、音亜の指が夕凪の頬ほおを撫なでる。

　そっと、青ざめた唇くちびるに己の唇を寄せた。

　御お伽とぎ噺ばなしの口付けは優しく。

　ひどく、儚はかなく。

　音亜の瞳ひとみから、大粒の涙が、溢あふれた。



　そして巨人と人の物語は終わる。



　街が壊れていく。

　結界の内側につくられた仮かり初そめの世界が崩れていく。

　光の粒から『鉄てつの森もり』が生まれたように、『鉄の森』が光の粒と化す。

　逆巻く雪のように、蛍の群れのように、あるいは、

　ただの嵐のように。

　空へと舞い上がっていく。

　音おと亜あの姿が、その胸に抱かれた夕ゆう凪なぎの姿が、光に包まれる。

　巨きよ人じんなど初めからいなかったかのように、何もかもが、光に戻っていく。

「今回は」と、ヴェルザンディが言った。「私の負けのようね」

　私は二人を絡めていた『弦げん月げつの影』を放す。抱きしめあっていた体が離れる。

「あなたの勝ちよ、咲さ希き」紺こん碧ぺきの瞳ひとみに私が映っている。

「いいえ、私は何もしていませんよ」黒い瞳に彼女が映っている。

　髪かみをかき上げながら、そう答えた。

　黒い髪に、舞い上がる光の粒が刹せつ那な絡み、また、宙に浮かんで消えていく。

「愛、憎悪、欲望、妄もう執しゆう、なんでもいい、心に支えがある人間は、どれだけ打ち倒されようと、立ち上がる。ただ、それだけの話です」

「嫌な話。嫌な話。本当に嫌な話」

　それだけ呟いて、ヴェルザンディの姿は掻かき消えた。

　再会の予告も、三度繰り返される挨あい拶さつも、何も、なかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　舞い上がる光を見上げていた。

　嵐のような光を見上げていた。

　全ての幻想が、現実に戻っていこうとしていた。

　私は両腕を広げて名前を呼ぶ。

　私の狼おおかみの名前。私が名付けた狼の名前。

「シロ――」

　答えはない。光の中に、白い狼は見えない。

　光、光、光、埋め尽くすような光だけしかない。

「私はここです」

　高く跳ぶには足場がない。

　空を飛ぶには翼がない。

　だから呼ぶしかない。

　この光のどこかに、シロはいるはずなのに、

「シロ――どこに、いるんですか」

　私はそこに行けない。



「借りを、返す。『月つき喰くい』にそう伝えてくれ」



　街だった場所を覆いつくす光の中から、その声を聞いた。

　蝶々ちようちようの傍そばにいた赤い狼の声だと気付いたときには、私は宙を舞っていた。

　足元が爆発して、その風が私を空へと舞い上げた。

　なんて、力技。なんて、馬鹿みたい。思わず、笑ってしまいそうになる。

　圧倒的な、覆い尽くすような光の中で、両腕を広げたまま、目を閉じる。

　ドクン、心しん臓ぞうの鳴る音がする。

「シロ――そこにいますね」

　目を開けなくても見える、真っ白な狼の姿。

　光の中から、浮かび上がるように、シロが現れて、落ちてくる。

　両腕に感じる重さ。

「声が聞こえた」優しい、狼の声がする。「君の声が聞こえた」

　銀の毛並みの感触と、体温の暖かさ。

　腕の中に、確かに、シロがいると実感できる。

　

「おかえりなさい」私が言った。

　

「ただいま」シロが答えた。

　

　眩まばゆい光の中を、私たちは抱き合ったまま、

　

　落ちていく。

　

　落ちていく。

　

　光から遠ざかるように、落ちていく。



    

  
    
      


　終章





　逆巻く光の粒が消えた空は、月のない、新月の夜だった。

　純粋な、ただの闇やみが、広がっていた。

　安寧を約束するような、停滞そのものであるような闇だった。

　街が消え、光すら消え去って、代わりに闇が訪れて、

　そこに残っていたのは、見渡す限りの荒野だった。

　私の隣にはシロがいた。

　赤い狼おおかみと蝶々ちようちようはどこにもいなかった。

　荒野の中央に、音おと亜あと夕ゆう凪なぎがいた。

　音亜の膝ひざの上で、ひどく穏やかな顔をした夕凪が眠っていた。

　全てが消えて、残ったものが、そこにあった。

　巨きよ人じんの起こした、奇跡。

　御お伽とぎ噺ばなしのような口付けは、御伽噺の口付けだった。

　命を分け与え、巨きよ人じんは巨人でいられなくなった。

　だから、今ここにいるのは、もう人間ではない夕ゆう凪なぎと、もう巨人ではない音おと亜あだった。

　幻想が消えて、残ったのは、

　現実に寄り添う、二人の姿だけで、

　私が欲しいものと、同じものだった。

「これから、どこかに行くわ」音亜が夕凪の髪かみを梳すく。「どこか、遠い場所へ」

　紫の髪に白い指を通して、撫なでるように梳く。

「二人で、ね」

　顔を上げて彼女は微笑ほほえむ。

　それで終わりだった。

　もう言葉は必要なかった。

　これで終わったのだ。

「さようなら」私はそれだけ告げた。

　返事はなかったが、それで構わなかった。



　そして、私とシロも、その場を離れて、歩き出した。

　どこか、遠い場所。

　ここではない場所へ、私たちは行く。

　黒い髪が風になびいていた。白い毛並みが風に揺れていた。

「幸福な結末だ」白い尻尾しつぽを揺らしながら歩くシロが、ふと、呟いた。

　私は音亜と夕凪の姿を思い出したが、振り返りはしなかった。

　振り返れば多分、二人の姿が見えただろう。

　幸あれと、柄にもなく、思ってしまう。

「誰だれもが巨人と人間のように、幸福な結末にたどり着けるとは限らない」

　残ざん酷こくな言葉だった。

「時に、愛する者を失うこともある。失って愛していたことに気付くことすらある」

　そう、たとえば、私と『月つき喰くい』が幸福な結末にたどり着けるとは限らない。

「大丈夫だよ」シロが言った。

「そうですね」私は答え、

　足を止める。

「ところでですね」くすくすと、街で出会った人形たちのように私は笑い、しゃがみこんで、目線の高さをシロに合わせた。

「今回、何一つ役にも立たなかったくせに、何を最後だけ格好つけてるんですか？」

　シロの顔が硬こう直ちよくした。いつもの飄ひよう々ひようとした様子はどこにもなかった。

「ひょっとして」恐る恐る、シロが問う。「怒っているのかね？」

「いいえ、心配しただけです。とても、とても心配していたんですよ」

　私はそう言ったのに、シロは全然信じていないようだった。

　もしもシロが人間だったら、だらだらと汗を流しているのだろう。

　表情が完全に固まり、目が泳ぎ、耳と尻尾しつぽがぶんぶんと動いていた。

　怒っていないというのに、信じてもらえないのは、実に悲しいことだ。

　だから、私はシロを抱きしめて。



　シロがほっ、としたところで、耳を齧かじってやった。

「ッア――」

　シロの悲鳴が、暗い夜空に、鳴り響いた。

「たまには、こんなのも悪くないでしょう」

　私は、少しだけ、会えなかった分を、甘えることにした。



    

  
    
      



    

  
    
      


　あとがきから先に読む方用、ネタバレにならない程度の二巻のあらすじ。



　本編の一行目が、二巻のほとんど全てです。



　以上、あらすじでした。

　神に誓って嘘うそは吐ついていません。ただし暴論だったり極論だったりはします。

　他ほかにも、お嬢さまとその従者、眼鏡めがねの委員長、性格の悪い女神に隻せき眼がん少女、ジャンボパフェ、カラシニコフ、ついでにブレザーなんかも取り揃そろえてます。

　一つ明らかに場違いなものがありますが、深く追及しないでください。

　ああ、相変わらず犬（別名・狼おおかみ）も出ています。



　さて、遅れましたがご挨あい拶さつを。初めまして、もしくはお久しぶりです、葉は村むら哲てつです。

　二巻です。担当さん、絵師の七なな草くささん、その他さまざまな人に支えられた結果、無事、本になりました。感謝はいくらあっても足りません。

　ファンレターもいただきました。嘘のようですが本当です。

　

　――まさか、自分がファンレター貰もらう立場になるとは思わなかった――

　

　感謝の気持ちをブードゥー教風に示すため、祭壇と生いけ贄にえ用の鶏を用意しようとしたのですが生あい憎にく、部屋が狭い、大工仕事が苦手、そもそも生きた鶏どこで売ってるの？

　と、いう現実的な理由により断念しましたので、普通に感謝しておきます。

　このままおもむろにブードゥー教の話にシフトし、あとがきを消し飛ばしてしまいたいのですが、私以外誰だれも喜びそうにないので素直にやめまして。

　少しばかり、あとがきを本編の後に読む方々へ。



　めでたしめでたし、で終わるのは、お話の基本だそうです。

　ならば私も、狼と少女が幸福な結末を迎えるまでは続けてやりたいわけです。

　さて、そうすると、少しばかり考えてしまいます。

『二人』でいることそのものが幸福である。閉じた世界の少女と狼には、どんな結末が相応ふさわしいのでしょうか。

　なんにせよ――

　と、ページもなくなりました。それでは、いつかまた、どこかで、さようなら。



　　二〇〇八年秋と冬の間『私は嘘吐きであると、私は言った』葉村哲
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